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青年会議所は、青年が社会により良い変化をもたらすための発展と成長の機会を提供する

〈2008 年 世界会議総会採択〉
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JCI Mission

JCI Creed

JCI Vision

ＪＣＩ綱 領　意訳

ＪＣＩミッション　意訳

ＪＣＩビジョン　意訳

我々はかく信じる：

真理は人生に意義と目的を与え　人類の同胞愛は国家による統治を超越し

公正な経済は我々の自由な経済活動によってこそ果たされ

政府には人治ではなく法治が必要であり

人間の個性はこの世の至宝であり　人類への奉仕が人生最大の使命である

〈1947 年 世界会議総会採択　1951 年 一部追加〉

青年会議所が、行動を起こす青年の国際的ネットワークを牽引する

〈2008 年 世界会議総会採択〉
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日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

われわれＪＡＹＣＥＥは

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者　相集い　力を合わせ

青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

ＪＣ宣言

綱　領

〈2020 年 10 月 第 165 回通常総会決定〉

〈1960 年 12 月 総会決定〉
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私たちは 2000 年代運動指針として

「次代を担う子どもたちの育成」

「地域社会を支える住民参画システムの構築」

「自身の生活の基盤である企業活動への貢献」

の 3 点を揚げる。

この 10 年間の活動を通じて私たちが目指すものは、地域経済の活性化による

わがまち・あさひかわの発展と教育・環境・国際交流に関する自らの資質の向上である。

私はこの組織の一員として「過去への感謝」と「未来への責任」を自覚し、

互いの友情を尊び、組織の誇りにかけてその実現に向け邁進する。

私たちは２０１０年代運動指針として

『豊かさの探求によるわがまち・あさひかわの発展』を掲げる

この１０年を通じて私たちは

夢づくり・ひとづくり・地域づくりのリーダーとして

真に豊かな魅力あふれる地域の創造に向けて邁進する

2001 年度〜 2010 年度の旭川ＪＣ宣言文

2011 年度〜 2020 年度の旭川ＪＣ宣言文

新・旭川ＪＣ宣言

旭川ＪＣ宣言　夢ビジョン２０１０
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　戦後の混乱期において、日本の再建は青年の使命であると志を立て

た 青 年 が 結 集 し、 旭 川 青 年 会 議 所 は １ ９ ５ ０ 年 １ １ 月 １ ８ 日、 創 立

総会をもって発足し、翌年１９５１年２月９日、認証番号７番の青年

会議所として、日本青年会議所への正式加入が承認されました。創立

７０周年の節目を迎えるにあたり、これまで幾重のご縁をいただいた

各地青年会議所及び関係各位、そして力強く運動を紡いでこられた先

輩諸氏に心より感謝と敬意を申し上げます。

　その後、時代の変遷とともに歩みを重ね、いつの時代も課題解決に

使命感を持ち、常に未来を見据え進化を続けてきました。２０２０年は、

新型コロナウイルス感染症のパンデミックという未曽有の事態に直面

し、人類にとっての歴史的な転換期ともいえる新たな時代を迎えてい

ますが、明るい豊かな社会の創造という理念は半永久的かつ普遍的な

ものとして現在に至るまでしっかりと根付いています。旭川青年会議

所創始の想いを胸に刻み、青年経済人として、郷土愛と未来への情熱

を燃やし、今できることを今できるやり方で、多様なパートナーと手

を携え、最大限の運動を展開していく所存です。

　結びとなりますが、これまで先輩諸氏が築いてこられた輝かしい歴

史と伝統をしっかりと継承し、地域のさらなる発展に資する運動に邁

進することをお誓い申し上げるとともに、一層のご指導ご鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

一般社団法人
旭川青年会議所
第７０代理事長

新谷 逸生

佐々木 通彦

旭川青年会議所
シニアクラブ

２０２０年度 会長

　創立７０周年おめでとうございます。

　全国７番目の青年会議所として１９５０年に誕生し、７０年という

旭川 JC の歴史を築いてきたその時々のメンバー並びに関係者の皆様に

心より感謝と御礼を申し上げます。

　さて、２０２０年は公益社団法人日本青年会議所 北海道地区協議会 

第６９回北海道地区大会 旭川大会が開催されました。コロナ禍という

環境の下、本大会を適応力や柔軟性を持ち YouTube 動画や web 配信

などデジタルの動向に対応した大会を開催したことは、今後の北海道

の可能性や発展性を示す機会となり、これからの地域経済に大きく寄

与できたと共にこれからの旭川 JC 運動の道標になることと思います。

　また、新型コロナや異常気象と言った様なこれまで私たちが経験し

たことの無い時代が来ています。JC 創始の精神である「奉仕、修練、

友情」の三原則を節目である２０２０年、今一度立ち返ってみること

も必要な時と感じています。

　最後に旭川 JC の益々の活躍に期待致しますと共に関係各位に今後も

お力添え賜ります様お願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

ご挨拶



目次
JCI Creed・JCI Mission・JCI Vision

JC 宣言・綱領

旭川 JC 宣言文（2000 年代・2010 年代）

ご挨拶

目　次

歴代理事長とスローガン

歴代日本青年会議所三役・会務及び地区協議会三役経験者

JCI 旭川の生い立ち、設立趣意書

70 年のあゆみ（30 周年記念誌より抜粋）

70 年のあゆみ（50・55 周年記念誌より抜粋）

70 年のあゆみ（2006 年度〜 2020 年度）

トピックス

　理事長座談会

　北海道地区大会の軌跡

　15 年間の主な事業

　各周年の記念式典・祝賀会紹介

資　料

1

2

3

4

5

6

8

9

10

29

42

72

73

78

93

100

103



6

歴代理事長とスローガン

初代、第２代 昭 和 25、26 年 度 川　島　魁太郎
第 3 代 昭和 27 年度 山　崎　与　吉
第 4 代 昭和 28 年度 藤　井　諄　一
第 5 代 昭和 29 年度 松　岡　一　隆
第 6 代 昭和 30、31 年度 山　崎　賢　二 青年の力で新しい社会を

第 7 代 昭和 32 年度 小　 泉　　　 渉 世界を結ぶ青年の力

第 8 代 昭和 33 年度 森　山　元　一 若い力で経済建設

第 9 代 昭和 34 年度 川　島　一　泰 JC の力で築こう明るい社会

第 10 代 昭和 35 年度 小檜山　　　亨 JC の一人一人が社会の希望

第 11 代 昭和 36 年度 廣　野　忠　雄 JC は明日の世界の道しるべ

第 12 代 昭和 37 年度 能　登　正　博 経済の正しい成長になえ JC

第 13 代 昭和 38 年度 多　田　一　彦 JC の若さで結べ世界は一つ

第 14 代 昭和 39 年度 山　崎　志　良 新時代築く若さと指導力

第 15 代 昭和 40 年度 杉　野　昭　雄 福祉国家創るさきがけ果せ JC

第 16 代 昭和 41 年度 小河原　辰　也 JAYCEE の若さで創ろう明るい未来

第 17 代 昭和 42 年度 長　沢　節　雄 JAYCEE の勇気で築こう正しい社会

第 18 代 昭和 43 年度 桜　井　良　一 日本の正しい行く手しめせ JAYCEE

第 19 代 昭和 44 年度 荒　 井　　　 宏 JAYCEE の総意でしめせ日本の姿勢

第 20 代 昭和 45 年度 内　藤　義　弘 豊かな心 厳しい自覚貫け社会の正義

第 21 代 昭和 46 年度 山　崎　正　英 豊かな心 厳しい自覚築こうアジアの連帯感

第 22 代 昭和 47 年度 盛　永　孝　之 考える 行動する若い力が未来をひらく

第 23 代 昭和 48 年度 植　平　卓　夫 若人と創ろう築こう豊かな未来

第 24 代 昭和 49 年度 木　 幡　　　 貢 模索する英知 挑戦する勇気 若さで担え日本の未来

第 25 代 昭和 50 年度 森　　　 康　 通 人間への期待 明日への行動 創ろう正しい日本の心

第 26 代 昭和 51 年度 松　井　博　通 自立の心 拓こう未来 われらの連帯を

第 27 代 昭和 52 年度 尾　田　一　夫 築こう日本の礎 はかろう自治意識の高揚

第 28 代 昭和 53 年度 棚　橋　正　孝 厳しい自覚 明日への飛躍 世界に示そう 日本の心

第 29 代 昭和 54 年度 杉　尾　伸　夫 勇気ある挑戦 厳しい自覚 世界に翔け 青年の力

第 30 代 昭和 55 年度 安　住　英　也 厳しい自覚 ふれあう心 英知で礎こう豊かな郷土

第 31 代 昭和 56 年度 山　 本　　　 宏 燃える情熱 ! たかめよう己を ( ともに創ろう 誇れる我が郷土 )

第 32 代 昭和 57 年度 山　 田　　　 洋 興せ 見直せ 旭川 ! 果そう 燃やそう 使命と気概 !!

第 33 代 昭和 58 年度 佐　藤　一　彦 拓こう俺達のふるさと 今、心に汗を

第 34 代 昭和 59 年度 山　田　克　一 旭
ふるさと

川の鼓動 2 世紀への息吹 青年の使命萌え燃やせ

第 35 代 昭和 60 年度 前　田　政　克 企業・JC・ふるさと、今 ! インターアクト

第 36 代 昭和 61 年度 金　田　英　俊 21 世紀への挑戦 躍進する旭川 示せ青年の力
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※初代〜第 5 代 ( 昭和 25 年度〜 29 年度 ) まではスローガン無し
※第 29 代 ( 昭和 54 年度 ) までは日本青年会議所のスローガン

第 37 代 昭和 62 年度 新　谷　龍一郎 龍頭龍尾 奮い立て地域人 ! 創ろうふるさと新時代

第 38 代 昭和 63 年度 千　葉　新　次 世界に翔けパワフル旭川 - 情熱・行動・創造 -

第 39 代 平 成 元 年 度 柴　原　勝　彦 継往開来 駆けぬけよう 100 年トンネル 熱き想いを新大地へ

第 40 代 平 成 ２ 年 度 田　島　喜　幸 発ち起こせ新気流百光年をひとっ翔び

第 41 代 平 成 ３ 年 度 生　駒　雅　彦 新 JC 元年 北海道の心
ハ ー ト

臓「ASAHIKAWA」この胸のときめきを !

第 42 代 平 成 ４ 年 度 大　橋　一　慶 感動・情熱 旭
ま ち

川の詩
うた

 えがけ未来のワンダーランド

第 43 代 平 成 ５ 年 度 潮　　　日出夫 グローカル JC44 ハート全開夢無限大 ! 創ろう次代のメッセージ

第 44 代 平 成 ６ 年 度 北　野　明　彦 めざせ 未来の 能
ア ス リ ー ト

動者 我らがまちの応援団 - さあ、今から キックオフ -

第 45 代 平 成 ７ 年 度 佐々木　通　彦 Sail for"21" でっかい夢をフィールドへ 地球時代の 力鼓舞

第 46 代 平 成 ８ 年 度 樫　原　克　則 Go for it ! 粗にして 野でも 卑ではなく

第 47 代 平 成 ９ 年 度 大　瀧　裕　行 ヒューマニアル JC Let's Begin ! 意識・行動・挑戦

第 48 代 平成 10 年度 荒　井　保　明 気づこう自分の潜在能力、吹き飛ばそう閉鎖感 ! ポテンシャル JC "2001"

第 49 代 平成 11 年度 江　夏　秀　則 承
しょうぜんけいご

前啓後 抱け ! 創始の精
こ こ ろ

神 奮い立てよ ! 変革の能
ア ス リ ー ト

動者パワー

第 50 代 平成 12 年度 盛　永　喜　之 伝えよう、大いなる志 つなげよう、明日への思い 今、高らかに 新・旭川 JC 宣言 !!

第 51 代 平成 13 年度 高　倉　雄　司 「燃えろ！旭川 JC 創造ろう 21 世紀のニューリーダー」- challenge the Everything いま 新世紀の源流とならん -

第 52 代 平成 14 年度 川　村　寿　裕 『夢・希望・勇気』成功への限りなき挑戦 !!

第 53 代 平成 15 年度 水　野　弘　敏 同志感動〜笑顔と感謝を旨に、飛躍前進〜

第 54 代 平成 16 年度 片　岡　宏　文 さらなる真価 ! 地域の環
わ

・ひとの輪・こころの和

第 55 代 平成 17 年度 橋　 本　　　 毅 JC New Generation! 築け 人 地域 組織

第 56 代 平成 18 年度 水　 上　　　 崇 旭川ルネッサンスの創造、未来への元気発信 ! ～ LOM と地域の元気のために !! ～

第 57 代 平成 19 年度 前　田　光　理 魅力ある地域を創造するために未来への開拓者とならん オール旭川 Jaycee

第 58 代 平成 20 年度 松　倉　智　幸 Fun to Think! 伝染力で拡げよう 明るい地域、ひとづくり

第 59 代 平成 21 年度 石　田　慶　嗣 我行精進 ～誇りと伝統の継承、そして新たな組織進化へ～

第 60 代 平成 22 年度 渡　辺　千　晃 志 ( 士の心 ) を抱け！武士道精神で己を高め限界へチャレンジ

第 61 代 平成 23 年度 本　間　公　浩 「Let's create the dream」そして、その先にある道程 ( みち ) へ ～改革から実行への第一歩～

第 62 代 平成 24 年度 嶋　岡　寛　之 Keep our challenges and get the high top 変わらないために変わる、凛然とした誇りある旭川の創造の為に

第 63 代 平成 25 年度 近　藤　博　之 夢をかなえる力 ～ Dream for Asahikawa ～

第 64 代 平成 26 年度 牧　原　史　典 勇往邁進 ～夢あふれる旭川創造に向けて～

第 65 代 平成 27 年度 鈴　木　慎　吾 Belief.Action ～夢を信じ行動すること。それをつなぐ JC の力～

第 66 代 平成 28 年度 石　川　泰　路 Next Stage on the Dreamers 〜五年後の未来を描き、踏み出す青年達〜

第 67 代 平成 29 年度 海老子川　雄介 前　進

第 68 代 平成 30 年度 岩　井　隆　行 暁 想像し創造する

第 69 代 平成 31 年（令和元年）度 菅　井　謙　敬 楔の心

第 70 代 令 和 ２ 年 度 新　谷　逸　生 躍動 未来へつなぐ感謝
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歴代日本青年会議所三役・会務及び地区協議会三役経験者

年　度 役　職 氏　名

1957年 会　長 山 崎　 与 吉

1960年 会　長 藤 井　 諄 一

1965年 副会長 桜 井　 良 一

1966年 会　長 杉 野　 昭 雄

1967年 副会長 福 井　 　 武

1969年 会　長 長 沢　 節 夫

1969年 副会長 内 藤　 義 弘

1970年 副会長 松 村　 勝 弘

1971年 会　長 内 藤　 義 弘

1971年 専務理事 川島　淳久郎

1972年 副会長 木 幡　 　 貢

1976年 副会長 森　 　 康 通

1980年 副会長 大 谷　 　 博

1982年 副会長 仲 山　 昭 義

1987年 副会長 金 田　 英 俊

1989年 副会長 新谷　龍一郎

1991年 副会長 柴 原　 勝 彦

年　度 役　職 氏　名

1992年 副会長 生 駒　 雅 彦

1996年 副会長 潮　　日出夫

1997年 会　長 潮　　日出夫

1997年 運営専務 嶋 村　 卓 朗

1998年 副会長 大 瀧　 裕 行

1999年 会　長 荒 井　 保 明

1999年 運営専務 島 田　 光 博

2001年 副会長 江 夏　 秀 則

2004年 副会長 藤 田　 裕 司

2007年 会務担当副会長 橋 本　　 毅

2009年 ブロック会長兼会務担当副会長 松 倉　 智 幸

2010年 道北エリア担当副会長 石 田　 慶 嗣

2012年 道北エリア担当副会長 酒 井　 保 則

2013年 ブロック会長兼会務担当副会長 嶋 岡　 寛 之

2018年 道北エリア担当副会長 海老子川 雄介

2019年 運営専務 石 川　 泰 路

2021年 ブロック会長兼副会長 新 谷　 逸 生

北海道地区協議会 歴代三役経験者

日本青年会議所 歴代三役・会務経験者
年　度 役　職 氏　名
1951年 理　事 川島　魁太郎

1951-52年 理　事 川島　魁太郎
1952-53年 地区担当常任理事 山 崎　 与 吉
1953-54年 理　事 藤 井　 諄 一
1954-55年 地区担当常任理事 藤 井　 諄 一

1957年 地区担当常任理事 山 崎　 与 吉
1958年 副会頭 山 崎　 与 吉
1959年 会務担当理事 藤 井　 諄 一
1960年 地区担当常任理事 藤 井　 諄 一
1963年 理　事 青 山　 正 孝
1969年 地区担当常任理事 長 沢　 節 雄
1970年 理　事 松 村　 勝 弘

年　度 役　職 氏　名
1971年 地区担当常任理事 内 藤　 義 弘
1971年 国家問題室国内問題担当理事 木 幡　　 貢
1972年 理　事 木 幡　　 貢
1986年 第 1 研修委員長 新谷　龍一郎
1993年 国際貢献プログラム委員長 生 駒　 雅 彦
1997年 地区担当常任理事 潮　　日出夫
1998年 海外研修生交流委員長 甲 斐　 啓 二
1999年 地区担当常任理事 荒 井　 保 明
2000年 副会頭 荒 井　 保 明
2000年 日中友好交流委員長 田 中　 信 也
2001年 新クロニクル創造会議長 盛 永　 喜 之
2002年 会務担当常任理事 盛 永　 喜 之
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　万象は歴史を背景として始めて生起するものである。今や新しく生まれ来るべきもの、それ

は世界恒久の平和への翼求でなくして何であろう。此の来るべき世紀の凱歌こそ、吾等ことご

とく戦火の中に吾身を投じ、まさしく盟友の血と肉を糧として自からの世界観を築き獲得した

ものに外ならない。そしてそこにこそ人類相剋に対する憎悪と平和への切なる願望が培われた

のである。此の歴史的成果の帰結するところ、それは国際的認識の昂揚と国際的了解の大いな

る前進であらねばならない。経済は人類社会の基盤である。日本の再建亦経済自立の達成なく

して考え得べくもない。我国再建のホープたる北海道の中心に位する一大核心都市旭川の経済

再建に負う責務は極めて重且大と云わねばならない。然るに今や経済活動の基盤は国際場裡の

真只中に於いて考えられねばならない。戦争、孤立と封鎖の数年より一転して正に輝やかしい

自由の胎動を知るのである。自立は孤立に非ずして広い世界の連関性の上に立つものである。

先づ眼を開け、心の扉を開けよ。そして青年のみに与えられた純潔と至情を以って互いに団結

して相援け相いましめ、限りない知性の向上と徳性の錬磨を図り、将来に於ける指導力の養成

に努め、更には発足せる “ 国際青年会議所 ” を通じて、青年のこだわりなき広い友情の力を信じ

国際親善に寄与することは勿論、郷土産業の振興を枢軸とする国際経済の一環を担当すべく此

処に旭川青年会議所を設立せんとす。

　JCI 旭川は 1950 年 11 月 18 日創立総会をもって発足しました。当時敗戦後の混乱状態に対し

て、日本の再建はわれわれ青年の使命であると、その責任を痛感し、若さと活動力に富んだ青

年の力を集結しようという機運が盛上っていました。折から元旭川商工会議所専務理事大西功

氏の提唱により、川島魁太郎氏（初代理事長）他数名が集まり、東京青年会議所の定款を検討し、

青年会議所の本質を研究した結果、広く会員を募集しようと新聞広告するなどして、以後３回

の設立準備会の結果 1950 年 11 月 18 日旭川商工会議所１号室において 32 名の会員出席のもと

に創立総会を開催するに至りました。ここに初代理事長に川島魁太郎氏が選ばれ JCI 旭川は華々

しくスタートし、翌 1951 年２月９日、日本で７番目の青年会議所として JCI 日本に正式加入

が承認されました。以来各界より注目される数多くの事業を行ない、1977 年５月 23 日には社

団法人として認可されました。また JCI 日本等に多数の役員を送り活発なるＪＣ運動を展開し

2010 年には 60 周年を迎えました。「旭川ＪＣ宣言」を発信し、その具現化に向かって活動を行

い、2020 年にその集大成として、30 年ぶりとなる全道大会を誘致し、第 69 回北海道地区大会 

旭川大会を主管、実施いたしました。同年には創立 70 周年も迎え、持続可能な地域を創造する

ために活動しています。

ＪＣＩ旭川の生い立ち

旭川青年会議所　設立趣意書
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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30 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋
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50･55 周年記念誌より抜粋

専務理事
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50･55 周年記念誌より抜粋
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第５６代理事長

水上 崇

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
副理事長 ( まちの元気創造室 )
副理事長 (LOM の元気発信室 )
副理事長 ( まちの元気発信室 )
専務理事 (LOM の元気創造室 )
指名理事
理事 ( 地域社会創造委員長 )

理事 ( 地域力創造委員長 )
理事 ( 夏の元気発信委員長 )
理事 ( 冬の元気発信委員長 )
理事 (LOM の元気発信委員長 )
理事 (LOM の元気創造委員長 )
理事 ( 総務・財務委員長 )
監事 
監事

水 上　　 崇
橋 本　　 毅
前 田　 光 理
河 野　 一 生
寺 島　 賢 一
若 井　 賢 治
荒 井　 克 典
大 西　　 肇

菊 川　 直 人
石 田　 慶 嗣
山 城　 晋 一
増 澤　 俊 一
松 倉　 智 幸
石 川　 正 貴
山 田　 明 成
安 住　 太 伸

稲 葉　　 徹
工 藤　 泰 弘
高 松　 範 明
三 浦　 直 土

荒 井　 健 二
岸 本　 和 幸
酒 井　 保 則
本 間　 公 浩
吉 岡　　 大

荒 川　　 亘
西 田　　 稔

荒 井　 克 典
宗 万　 悦 子

東 　 　 等
来 正　 友 行
水 上　　 崇

　｢元気｣ をキーワードと
して、JC メンバー一人ひ
とりが元気になり、所属す
る企業が元気になる。そし
て、その元気を地域に発信
することで、このまちの元
気に繋げていく。そんな旭
川 JC を目指して活動しま
し た。「 新 会 員 は LOM の
元気！」と言われ続けてい
る通り、組織に新鮮さと活
力を与えてくれる新しい会
員の拡大にも力を入れまし
た。創立 55 周年記念シン
ポジウムのなかで提言され
た「旭山動物園マイスター
制度」が募集開始され、第
１回実行委員会に 70 人も
の市民が参加し、旭川市民
の手によって作られる、新
しい形のボランティア活動
として、スタートを切りま
した。

尾 崎　 雄 一
小 島　 崇 宏
武 田　　 仁
道下 健太郎

川 尻　　 明
西 村　 義 浩

川 尻　　 明
近 藤　 耕 介
西 村　 義 浩
山 下　 好 也

加 藤　 康 博
米内山 勝継
千 葉　 智 史
安 田　 考 記

金　　 萬 坤
増 澤　 俊 一

この年について

会員数

スローガン

2006.01-12
平成 18 年度

94 名

21 名
11 名

新会員：
卒業生： ）（

旭川ルネッサンスの創造、
未来への元気発信 !
～ LOM と地域の

　元気のために！！～

出　向　者

北海道地区協議会 中 里　 幸 生
藤 原　 正 幸
長川 めぐみ

他　計 19 名

副委員長
局 次 長
副委員長

全国大会支援委員会
道北エリア運営局
エリア交流委員会

日本青年会議所 橋 本　　 毅副委員長日中関係委員会

褒賞受賞者

フレッシュマンアワード

酒 井　 保 則
本 間　 公 浩
高 松　 範 明

稲 葉　　 徹
武 田　　 仁
西 村　 義 浩
近 藤　 耕 介

新 会 員
新 会 員
新 会 員

新 会 員
新 会 員
新 会 員
新 会 員

２００６年度

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

中 川　 栄 一
大 谷　 善 彦
伊 藤　 博 元
瀬 古　 博 之

石 田　 慶 嗣
石 川　 正 貴

荒 井　 克 典
大 谷　 善 彦

松 倉　 智 幸
宗 万　 孝 行
稲 葉　　 徹
本 間　 公 浩

山 城　 晋 一
平 田　 大 樹

増 沢　 俊 一
中 川　 栄 一
近 藤　 耕 介
西 村　 義 浩

松 倉　 智 幸 ( 他 8 名 )

東 堂　 賢 功
荒 井　 克 典
嶋 岡　 寛 之
瀬 古　 博 之

委 員
委 員
委 員
委 員

副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長

委 員 長
委 員 長

山 田　 明 成
若 井　 賢 治
長川 めぐみ
寺 島　 賢 一
大 西　　 肇
嶋 岡　 寛 之
東 堂　 賢 功
武 田　　 仁

橋 本　　 毅
藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
水 上　　 崇
瀬 古　 博 之
河 野　 一 生
前 田　 光 理
菊 川　 直 人
石 田　 慶 嗣
高 松　 範 明
酒 井　 保 則

１０年間
４年間
３年間
２年間

１年間

( 日本 ) 日中関係委員会
( 日本 ) 人間力大賞運営委員会
( 地区 ) 道北エリア研修委員会

LOM の元気創造委員会
夏の元気発信委員会
冬の元気発信委員会

総務・財務委員会

夏の元気発信委員会
総務・財務委員会

LOM の元気創造委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 まちづくりルネッサンス

〜豊かな地方自治の実現へ〜

2 月第一例会 アイスアートフェスタ 2006
第 17 回市民氷彫刻コンテスト

3 月第一例会 LOM の元気の源泉を探せ !
湧き出る友情にポッカポカ

3 月第二例会 JC パワーで飛び出そう !
さぁ行こう ( 最高 ) じゃん !

4 月第一例会 財務・会計セミナー
～ LOM の収支を知って財務諸表を読んじゃおう～
旭山動物園マイスター制度（仮称）

実行委員会設置及び開催

5 月第一例会 私たちの組織進化
〜君は News23 を見たいか〜

6 月第一例会 経営カルネッサンス
〜メンバー企業元気化計画〜

7 月第一例会 合同懇親会 ( ビールパーティ )
臨時総会

8 月第一例会 第 16 回烈夏七タまつり

9 月第一例会 第 55 回北海道地区大会函館大会
9 月第二例会 定時総会
豊島雄一スクールコンサート 2006

～生きる力を伝えたい～
青少年育成事業『大自然は大事典

～学ぼう・遊ぼう・助け合おう』

10 月第一例会 動物園マイスター !
これを聞けば、動物園が 10 倍楽しいゾウ !

10 月第二例会 新会員例会
品格ある青年経済人であるために

11 月第一例会 第 56 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

馬馬馬馬馬馬 HAVIVANONNON の夕べ

12 月第一例会 2007 年度旭川 JC 予告編
明るい豊かな社会を創造します。オール旭川 Jaycee
会員交流親睦事業 はじめての大納会

～ 06 ファイナル～

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

まちづくりルネッサンス
〜豊かな地方自治の実現へ〜

担当：地域社会創造委員会

1 月第二例会
アイスアートフェスタ 2006

第 17 回市民氷彫刻コンテスト
担当：冬の元気発信委員会

私たちの組織進化
～君は News23 を見たいか～

担当：LOM の元気創造委員会

旭山動物園マイスター制度 ( 仮称 )
実行委員会設置及び開催

担当：冬の元気発信委員会

経営力ルネッサンス
～メンバー企業元気化計画～

担当：地域社会創造委員会

2 月第一例会

5 月第一例会

旭山動物園マイスター制度

6 月第一例会
第 16 回烈夏七タまつり

担当：夏の元気発信委員会

8 月第一例会

豊島雄一スクールコンサート 2006
～生きる力を伝えたい～

担当：三役

スクールコンサート
『大自然は大事典

～学ぼう・遊ぼう・助け合おう』
担当：地域力創造委員会

動 物 園 マ イ ス タ ー ! こ れ を 聞 け
ば、動物園が 10 倍楽しいゾウ !

担当：冬の元気発信委員会

青少年育成事業 10 月第一例会
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第５７代理事長

前田 光理

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( 地域の力創造室 )
副理事長 (LOM の魅力創造室 )
副理事長 ( 未来の魅力創造室 )
専務理事 (LOM の要推進室 )
指名理事
理事 ( 地域の力創造委員長 )

理事 ( 地域のまつり推進委員長 )
理事 (LOM の魅力創造委員長 )
理事 (LOM の魅力推進委員長 )
理事 ( 未来の魅力創造委員長 )
理事 ( 地域の魅力推進委員長 )
理事 (LOM の要推進委員長 )
理事 (LOM の力発信委員長 )
監事
監事

前 田　 光 理
水 上　　 崇
橋 本　　 毅
阿 部　 祐 之
松 倉　 智 幸
山 城　 晋 一
高 橋　 美 徳
山 田　 明 成
今 津　 寛 介

藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
近 藤　 博 之
石 田　 慶 嗣
伊 藤　 博 元
平 田　 大 樹
中 里　 幸 生
若 井　 賢 治
河 野　 一 生

市 川　 範 之
小 川　 尚 孝
佐々木 一仁
高 山　　 修
西村 達一郎
山 口　 彰 啓

飯 塚　 正 浩
尾 形　 智 勝
小 谷　　 守
高 橋　 規 久
西 坂　 恵 理
前 森　 和 実

河 野　 一 生
前 田　 光 理

遠 藤　 幸 男
橋 本　　 毅

伊 藤　 博 元
沼 館　 純 雄
若 井　 賢 治

　「魅力ある地域の創造」
をめざして「旭川地域経済
の活性化」「住民参画型社
会の実現にむけて」「子ど
もたちに確かな未来を」の
3 つのアプローチの実践に
向けて行動を起こしていく
ことが我々青年の使命とし
て、英知と勇気と情熱を
もって、一人一人行動を起
こしていく一年となりまし
た。旭川経済再生への挑戦
と題し、旭川市長をお招き
した公開例会や、旭川の歴
史を考えるフォーラムとし
て、衆議院議員の石破茂氏
を招いたフォーラムを陸上
自衛隊敷地内にある北鎮記
念館で開催。2006 年度に
開始された旭山動物園マイ
スターボランティアも実行
委員会として旭川市民とと
もに活動をしました。
　全国大会旭川大会開催か
ら 5 年目にあたる年であり、
帯広の地で開催されること
もあり経験のある LOM とし
て積極的に参画しました。

井 上　 雄 樹
奥 田　 裕 之
佐々木 直人
武 田　 信 克
長谷部 進也

小 島　 俊 明
山 口　 彰 啓

岩 田　 泰 明
小 島　 俊 明
関 口　 史 郎
田 中　 国 文
本 間　　 潤

入場 健太郎
川 島　 和 也
須 海　　 啓
只石 あかね
法 本　 荘 子

神 内　 宏 幸
山 城　 晋 一

この年について

会員数

スローガン

2007.01-12
平成 19 年度

103 名

27 名
11 名

新会員：
卒業生： ）（

魅力ある地域を創造するために
未来への開拓者とならん
オール旭川 Jaycee

出　向　者

北海道地区協議会 橋 本　　 毅
若 井　 賢 治

他　計 19 名

副 会 長
室 長

( 役員 ) 会務担当
( 役員 ) 地区大会運営室

フレッシュマンアワード 佐々木 直人新 会 員２００７年度

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

大 谷　 善 彦
高 松　 範 明
酒 井　 保 則
千 葉　 智 史

石 川　 正 貴
石 田　 慶 嗣

寺 島　 賢 一
松 倉　 智 幸

中 里　 幸 生

大 谷　 善 彦
前 田　 光 理
石 田　 慶 嗣
伊 藤　 博 元
佐 々 木 直 人

今 津　 寛 介 ( 他 7 名 )

東 堂　 賢 功
長川 めぐみ
安 田　 典 充
嶋 岡　 寛 之
瀬 古　 博 之

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

委 員
副委員長
副委員長
副委員長

委 員 長
委 員 長

平 田　 大 樹
酒 井　 保 則
中 川　 栄 一
高 橋　 美 徳
千 葉　 智 史

橋 本　　 毅
藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
山 城　 晋 一
高 松　 範 明
嶋 岡　 寛 之
阿 部　 祐 之
近 藤　 博 之

１１年間
５年間
４年間
３年間
２年間

１年間

( 地区 ) 北海道 JC 交流統括特別委員会
( 地区 ) 全国大会支援特別会議

( 地区 ) 地区大会運営室

地域の力創造委員会
地域のまつり推進委員会

LOM の要推進委員会
LOM の力発信委員会

　LOM の魅力創造委員会
未来の魅力創造委員会

地域の力創造委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 旭川経済再生への挑戦
呼び覚ませ、開拓の心！今、未来への開拓者とならん

2 月第一例会 アイスアートフェスタ 2007
第 18 回市民氷彫刻コンテスト

2 月第二例会 ( 社 ) 日本青年会議所
全国会員大会大会副主管 LOM として

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
いざ集え！オール旭川 Jaycee
～ようこそ白金 ( しろがね ) ～ゼご一行（晃）様～

4 月第一例会
4 月第二例会 旭山動物園マイスター

ボランティア活動概要の報告例会

5 月第一例会　Get Real!! All Asahikawa Jeycee
 「新・旭川 JC 宣言」の実現に向けて

6 月第一例会 旭川発展の正しい歴史を学び、
先人たちへの感謝の心と誇りを持ってもらう
6 月第二例会 社団法人日本青年会議所 第 51 回全国会員大会
旭川大会主管 5 周年記念例会 旭川の歴史を考え
るフォーラム〜北鎮記念館新築移転を記念して〜

7 月第一例会 ミッション 21!
1 泊 2 日自然体験エコキャンプ

7 月第二例会 臨時総会

8 月第一例会 第 17 回烈夏七タまつり
8 月第二例会 (5 月第一例会 )Get Real!! All Asahikawa Jaycee

〜「新・旭川 JC 宣言」の実現に向けて〜

9 月第一例会 定時総会
9 月第二例会 ( 社 ) 日本青年会議所

第 56 回全国会員大会帯広大会参画

10 月第一例会 2010 年まで残された時間は後 1177 日
〜アクションプラン 2010 教育ビジョンの実現に向けて〜
10 月第二例会 旭川の魅力やまちの賑わいを

高める可能性について考える
〜氷点の街旭川、現在の旭川の評点は ! 〜

10 月第三例会 北海地区大会千歳大会参画

11 月第一例会 魅力あるまちづくりの実現に向けて
11 月第二例会 第 57 回創立記念式典 · 祝賀会

12 月第一例会 
JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

旭川経済再生への挑戦 呼び覚ませ、
開拓の心！今、未来への開拓者とならん

担当：2007 年度三役

1 月第二例会 公開例会 
アイスアートフェスタ 2007

第 18 回市民氷彫刻コンテスト
担当：地域の魅力推進委員会

ミッション 21!
1 泊 2 日自然体験エコキャンプ

担当：未来の魅力創造委員会

旭川の歴史を考えるフォーラム
〜北鎮記念館新築移転を記念して〜

担当：地域の力創造委員会

第 17 回烈夏七タまつり
担当：地域のまつり推進委員会

2 月第一例会

7 月第一例会

全国大会主管 5 周年記念例会

8 月第一例会
Get Real!! All Asahikawa Jaycee
〜「新・旭川 JC 宣言」の実現に向けて〜

担当：LOM の魅力創造委員会

8 月第二例会 (5 月第一例会 )

( 社 ) 日本青年会議所 第 56 回
全国会員大会帯広大会参画

担当：LOM の力発信委員会

9 月第二例会
2010 年まで残された時間は後 1177 日
〜アクションプラン 2010 教育ビジョンの実現に向けて〜

担当：未来の魅力創造委員会

魅力あるまちづくりの
実現に向けて

担当：地域の魅力推進委員会

10 月第一例会 11 月第一例会
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第５８代理事長

松倉 智幸

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
副理事長 ( 住民参画推進室 )
副理事長 ( 会員開発室 )
副理事長 (LOM 活性化推進室 )
副理事長 ( 教育力再生室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事
理事 ( 住民参画システム推進委員長 )
理事 ( 会員交流・渉外委員長）

理事 ( 青少年事業推進委員長 )
理事 (LOM 活性化推進委員長 )
理事 ( 広報・観光促進委員長 )
理事 ( 会員開発委員長 )
理事 ( 地域のまつり支援委員長 )
理事 ( 総務・財務委員長 )
理事 ( 教育力再生委員長 )
監事
監事
監事

フレッシュマンアワード

松 倉　 智 幸
前 田　 光 理
中 里　 幸 生
中 川　 栄 一
石 田　 慶 嗣
平 田　 大 樹
石 川　 正 貴
阿 部　 祐 之
稲 葉　　 徹
菊 川　 直 人

佐 藤　 友 泰
宗 万　 孝 幸
武 田　　 仁
千 葉　 智 史
本 間　 公 浩
安 田　 典 充
渡 邉　 千 晃
高 橋　 美 徳
寺 島　 賢 一
山 田　 明 成

伊 部　 智 子新 会 員２００８年度

伊 部　 智 子
鈴 木　 慎 吾
中 澤　 史 匡
長谷川 周弘
三 浦　 勇 治

浅 見　 仁 博
重 原　 拓 司
中 井　 章 仁
西 山　　 仁
松 本　 尚 晃
山 賀　 三 碵

大 西　　 肇
鶴 岡　 久 也
村 上　 徳 彦

阿 部　 祐 之
土 野　 佳 樹
三 浦　 直 人

東　　 国 幹
高 山　　 修
中 里　 幸 生
好 井　 宏 泰

　「楽しさの伝染」をキー
ワードとして、新しいこと
にチャレンジする楽しさや
共に困難を乗り越えていく
楽しさ、教養を身につける
楽しさといった、さまざま
な要素が複合的に絡み合っ
た楽しさを 1 年通して体
験できる活動をしました。
　旭川冬まつり支援事業で
は、冬の旭川の更なる魅力
を創るべく「アイスビレッ
ジ ( 雪と氷の村 )」を開催。
中心であるアイスドーム内
でカフェや体験氷彫刻が楽
しめ、ライトアップやイル
ミネーションで幻想的な空
間や演出がされた事業とな
りました。また、2007 年
に開催されたフォーラムか
ら、地域経済再生に向けた
具体的アクションの第一弾
として、ものづくり戦略
モデルである MARCHE DE 
TAISETSU（ た い せ つ マ ル
シ ェ）in あ さ ひ か わ が 買
物公園で開催されました。

植 西　 泰 文
丹 保　 航 介
仲 丸　 昌 伸
林　　 高 辞
皆 川　 岳 大

佐々木 直人
寺 島　 賢 一
山 下　 好 也

榊 原　 博 史
寺 田　 信 吾
成 田　 政 彦
牧 原　 史 典
村 本　 暁 宣

内 田　 貴 弘
千 葉　 真 也
中村 光一朗
藤 井　　 昇
村 上　 徳 彦

佐 藤　 友 泰
長川 めぐみ
山 田　 明 成

この年について

会員数

スローガン

2008.01-12
平成 20 年度

110 名

26 名
16 名

新会員：
卒業生： ）（

Fun to Think!
伝染力で拡げよう

明るい地域、ひとづくり

出　向　者

北海道地区協議会 石 田　 慶 嗣

他　計 17 名

委 員 長( 役員 ) 地域再生情報発信委員会

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

大 谷　 善 彦
大 西　　 肇
近 藤　 耕 介
佐々木 直人
高 山　　 修
本 間　　 潤
前 森　 和 美

石 川　 正 貴
石 田　 慶 嗣

酒 井　 保 則

本 間　　 潤
近 藤　 耕 介
山 田　 明 成
高 田　　 修

松 倉　 智 幸

千 葉　 智 史
武 田　　 仁
土 野　 佳 樹
渡 邉　 千 晃
安 田　 典 充

佐 藤　 友 泰 ( 他 6 名 )

大 谷　 善 彦
高 山　　 修

委 員
委 員

副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長

専務理事
副理事長

平 田　 大 樹
中 川　 栄 一

中 里　 幸 生
榊 原　 博 史
佐 藤　 友 泰
本 間　 公 浩
前 森　 和 美
千 葉　 真 也

藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
大 谷　 善 彦
石 田　 慶 嗣
嶋 岡　 寛 之
佐々木 直人
伊 部　 智 子
大 西　　 肇
菊 川　 直 人
宗 万　 孝 行
稲 葉　　 徹

６年間
５年間
４年間
３年間

２年間
１年間

( 地区 ) 地区大会運営委員会
( 地区 ) 地域再生情報発信委員会

LOM 活性化推進委員会
会員開発委員会

広報・観光推進委員会
地域のまつり支援委員会

青少年事業推進委員会
会員開発委員会

　　
青少年事業推進委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ

2 月第一例会 公開例会 旭川経済再生への挑戦
～農業と食品加工業から経済再生を考える～
新住民参画システム事業 アイスアートストリート

～旭川アイスアートビレッジへ続く道～
2 月第二例会 企業活性化のための啓発例会
～僕らの「夢」、宇宙 ( そら ) 飛んでいけ！～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業

4 月第一例会 魅力ある住民参画型社会の
実現に向けて ! ！

5 月第一例会 次代を担う
子どもたちの育成を「Fun to Think!」

5 月第二例会 公益法人啓蒙例会
「過去の軌跡　社会の掟　無償の愛」

6 月第一例会 Welcome to Asahikawa
～旭山動物園の先にあるもの～

6 月第二例会 自己の徳目育成
～おもいやりの心をもとう〜

7 月第一例会 臨時総会

8 月第一例会 第 18 回烈夏七タまつり
～旭川の夏 燃え尽きろ !! ～

地域経済活性化事業 MARCHE DE TAISETSU
たいせつマルシェ in あさひかわ

8 月第二例会 次代を担う子どもたちの育成を「Fun to Think!」
～自然から学ぶ！智から学ぶ！昔遊びの伝承と未来への翼づくり体験キャンプ！～

9 月第一例会 臨時総会
9 月第二例会 第 57 回北海道地区会員大会

釧路大会参画
9 月第三例会 定時総会

10 月第一例会 大会誘致検討例会
「Get the cooperative spirit!!」

次世代を担う子どもたちの育成を Fun to Think! 
～ 総合的な学習の授業編 ～

10 月第二例会 Re・birth 未来のために
『YA・SA・SHI・SA』で創る街あさひかわ

11 月第一例会 第 58 回創立記念式典 · 祝賀会

12 月第一例会 卒業生例会
JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

旭川経済再生への挑戦
～農業と食品加工業から経済再生を考える～

担当：政経ビジョン策定特別会議

2 月第一例会 公開例会
 アイスアートストリート
～旭川アイスアートビレッジへ続く道～

担当：地域のまつり支援委員会

魅力ある住民参画型社会の
実現に向けて !!

担当：住民参画システム推進委員会

企業活性化のための啓発例会
～僕らの「夢」、宇宙 ( そら ) 飛んで行け！～

担当：LOM 活性化推進委員会

第 18 回烈夏七夕まつり
～やっぱりまつりは楽しい～

担当：地域のまつり支援委員会

新住民参画システム事業

4 月第一例会

2 月第二例会 公開例会

8 月第一例会
MARCHE DE TAISETSU

たいせつマルシェ in あさひかわ
担当：政経ビジョン策定特別会議

地域経済活性化事業

次世代を担う子どもたちの育成を Fun to Think! 
～自然から学ぶ！友からから学ぶ！昔遊びの伝承と未来への翼づくり体験キャンプ～

担当：青少年事業推進委員会

8 月第二例会
大会誘致検討例会

「Get the cooperative spirit!!」
担当：LOM 活性化推進委員会

次世代を担う子どもたちの育成を Fun to Think! 
～ 総合的な学習の授業編 ～

担当：教育力再生委員会

10 月第一例会 青少年育成事業
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第５９代理事長

石田 慶嗣

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
副理事長 ( 会員開発 LOM 支援室 )
副理事長 ( 地域ビジョン推進室 )
副理事長 ( 地域プロジェクト推進室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事 ( 大会誘致検討会議議長 )
理事 ( 第一会員開発室委員長）
理事 ( 第二会員開発室委員長 )

理事 ( 環境・政経ビジョン推進委員長）
理事 ( 観光・住民参画ビジョン推進委員長 )
理事 ( 青少年開発プロジェクト委員長 )
理事 ( まつり開発プロジェクト委員長 )
理事 ( 総務・財務委員長 )
理事 ( 渉外局長 )
監事
監事

フレッシュマンアワード

石 田　 慶 嗣
松 倉　 智 幸
中 川　 栄 一
今 津　 寛 介
渡 邉　 千 晃
本 間　 公 浩
石 川　 正 貴
嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介

上 村　 有 史
吉 岡　　 大
平 田　 大 樹
安 田　 典 充
大 谷　 善 彦
酒 井　 保 則
安 住　 太 伸
高 橋　 美 徳

石 川　 泰 路新 会 員２００９年度

石 川　 泰 路
小笠原 みさき
重 原　 浩 貴
高 橋　 聖 典
福 居　 裕 二

赤 坂　 英 亮
海老子川 雄介
佐 藤　　 満
高 橋　 省 吾
中 村　 雄 一

武 田　　 仁
馬 場　 明 治

植 松　 忠 文
西 坂　 恵 理

稲 葉　　 徹
中 川　 栄 一

　Let's do JC together. を
合言葉に JC 運動に打ち込
み、旭川や北海道、日本、
そして世界を動かす第一歩
となるべく、様々な活動を
行いました。
　新・旭川 JC において掲
げている一つである「次代
を担う子どもたちの育成」。
宣言に則り、子どもたちに
より多くの「体験」と「心
に残る感動」を与えていく
ための有効な手法として、
当時、静岡県浜松市の中高
生 4 人が集まり発足され、
活動していたユナイテッド
チルドレン（ＵＣ）の設立
を目指し、旭川市内の中
高生に向けた体験ワーク
ショップなどを開催し、設
立へとつながりました。

石 崎　 智 章
角 橋　 政 志
菅原 啓太郎
蔦 井　 一 義
三 井　 博 紀

千 葉　 智 史
本 間　　 潤

稲 沢　　 潤
木 村　 哲 也
鈴 木　 英 和
外 﨑　 裕 二

稲 垣　 幸 治
北谷 憲市郎
鈴 木　 大 介
土 井　 隆 典
米 田　 修 司

東 堂　 賢 功
吉 竹　 一 晃

この年について

会員数

スローガン

2009.01-12
平成 21 年度

108 名

24 名
10 名

新会員：
卒業生： ）（

我行精神
～誇りと伝統の継承、
そして新たな組織進化へ～

出　向　者

北海道地区協議会 松 倉　 智 幸
酒 井　 保 則

他　計 26 名

副 会 長
局 長

( 役員 ) 会務担当
( 役員 ) 事務局

日本青年会議所 松 倉　 智 幸会 長北海道ブロック協議会

アクティブアワード

会員拡大アワード
１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

本 間　　 潤
近 藤　 博 之
重 原　 拓 司
牧 原　 史 典
千 葉　 真 也
村 本　 暁 宣
武 田　　 仁

石 田　 慶 嗣

嶋 岡　 寛 之

本 間　　 潤
榊 原　 博 史
石 川　 泰 路
今 津　 寛 介
吉 岡　　 大

中 川　 栄 一

近 藤　 耕 介
伊 部　 智 子
牧 原　 史 典
土 井　 隆 典
米 田　 修 司

平 田　 大 樹 ( 他 10 名 )

松 倉　 智 幸
野嶋 壮一郎
東 堂　 賢 功
酒 井　 保 則
藤 原　 正 幸
牧 原　 史 典
松 本　 尚 晃
伊 部　 智 子
重 原　 拓 司

会 長
副 会 長
運営幹事
委 員
局 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

副委員長
副委員長
副 議 長
局 次 長
副委員長
副委員長
副委員長

理 事 長

平 田　 大 樹
酒 井　 保 則

渡 邉　 千 晃
千 葉　 真 也
重 原　 拓 司
松 本　 尚 晃
外 﨑　 裕 二

藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
大 谷　 善 彦
石 田　 慶 嗣
松 倉　 智 幸
千 葉　 智 史
本 間　 公 浩
武 田　　 仁
上 村　 有 史
安 住　 太 伸
近 藤　 博 之
村 本　 暁 宣

７年間
６年間
５年間
４年間

３年間
２年間

１年間

( 日本 ) 北海道ブロック協議会
( 地区 ) 会務担当

( 日本 )JC インテリジェンス確立委員会
( 日本 ) 国防問題検証委員会

( 地区 ) 事務局
( 地区 ) 領土問題関係委員会

( 地区 ) 総務運営委員会

( 地区 ) 地区大会運営委員会

青少年開発プロジェクト委員会
総務・財務委員会
大会誘致検討会議

渉外局
まつり開発プロジェクト委員会

第一会員開発委員会

　　
青少年開発プロジェクト委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会 どうする？どうなる！まちの真ん中
～中心市街地の活性化によるわがまち旭川の
発展と地域の経済再生に向けての取り組み〜

2 月第一例会 旭川冬まつり支援事業
アイスアートビレッジ 2009

2 月第二例会 Get the high Top!
～地区会員大会主管と旭川 JC の夢を語ろう～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業

4 月第一例会 地域観光資源を見出せ！
～旭川にしかないもの、課題と秘めた可能性〜
旭山動物園マイスターボランティア総会
北海道地区協議会事業 北海道未来創造フォーラム

～道民パワーで未来（あした）を創れ！～

5 月第一例会 ユナイテッドチルドレンに設立に向けて
～ Youths making the future ～

5 月第二例会 let’s study 領土領海問題をもっと知ろう

6 月第一例会 環境問題に向き合うはじめの一歩
6 月第二例会 地獄の黙示録Ⅳ
～心を一つに、苦労を共に、そして語り合おう～

7 月第一例会 臨時総会
たいせつマルシェ 2009（全 6 回開催）

8 月第一例会 第 19 回烈夏七タまつり
～伝えたいのは烈夏の魂〜

国と地域の未来は自ら創る 緊急公開討論会
8 月第二例会 公開例会 次代を担う子どもたちの
育成を考えるフォーラム〜大人になる子どもた
ちのために 大人になった私たちができること〜

9 月第一例会 定時総会
9 月第二例会 北海道地区会員大会北見大会参画
ユナイテッドチルドレン企画体験

～友達と一緒に町をつくろう～

10 月第一例会 新会員例会 国際交流への挑戦
～ We Are The World. We Are The Children. 我われは地球人！～
第 58 回全国会員大会 沖縄那覇大会

愛宕小学校授業プログラム
子どもたちの未来へ～子どもたちを見守る環境～
11 月第一例会 第 59 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会 We have a dream

12 月第一例会 意気込み例会
JC クリスマスパーティー

I LOVE YOU からはじめよう！

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

　

どうする？どうなる！まちの真ん中
担当：環境・政経ビジョン推進委員会

1 月第二例会 市長例会
アイスアートビレッジ 2009
担当：まつり開発プロジェクト委員会

地域観光資源を見出せ！
～旭川にしかないもの、課題と秘めた可能性〜

担当：環境・政経ビジョン推進委員会

Get the high Top! ～地区会員大会
主管と旭川 JC の夢を語ろう～

担当：大会誘致検討会議

地獄の黙示録Ⅳ ～心を一つに、
苦労を共に、そして語り合おう～

担当：/ 第一会員開発委員会

2 月第一例会

4 月第一例会

2 月第二例会

6 月第二例会
たいせつマルシェ 2009

（全 6 回開催）
担当：/ 環境・政経ビジョン推進委員会

地域経済活性化事業

第 19 回烈夏七夕まつり
～伝えたいのは烈夏の魂〜

担当：まつり開発プロジェクト委員会

8 月第一例会
次代を担う子どもたちの育成を

考えるフォーラム
担当：/ 青少年開発プロジェクト委員会

ユナイテッドチルドレン企画体験
～友達と一緒に町をつくろう～

担当：/ 青少年開発プロジェクト委員会

8 月第二例会 公開例会 青少年育成事業
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第６０代理事長

渡邉 千晃

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
副理事長 (60 周年プロジェクト室 )
副理事長 ( 住民開発担当室 )
副理事長 ( 社会開発担当室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事
指名理事 ( 会員開発委員長 )
理事 ( 地域活性化委員長 )
理事（青少年育成委員長）

理事 ( 住民参画支援委員長 )
理事 ( 烈夏支援委員長 )
理事 (60 周年プロジェクト委員長 )
理事 ( 新・宣言検証委員長 )
理事 ( 広報・渉外委員長 ) 
理事 ( 総務・財務委員長 )
地区出向理事 
監事
監事

渡 邉　 千 晃
石 田　 慶 嗣
石 川　 正 貴
藤 原　 正 幸
上 村　 有 史
嶋 岡　 寛 之
安 住　 太 伸
本 間　 公 浩
市 川　 範 之
林　　 高 辞

宗 万　 孝 行
千 葉　 真 也
大 谷　 善 彦
近 藤　 博 之
野 嶋  壮 一 郎
酒 井 保 則
村 本 暁 宣
平 田 大 樹
高 橋 美 徳

櫻 井　　 学
富 居　 典 弘

小 島　　 圭
田 中　 裕 輔
中 川　 雄 策

高 橋　 美 徳
渡 邉　 千 晃

高 橋　 規 久
米 田　 修 司

安 住　 太 伸
前 森　 和 実

　創立 60 周年の節目を迎
え、2000 年代運動指針で
ある、新・旭川 JC 宣言の
対象期間が終わる、大きな
節目の年となりました。実
行委員会を設立し、多くの
議論が交わされ、創立 60
周年記念式典には、各地
JC メンバーや旭川市内の
関係者ら 700 名近くの参
加者で盛大に開催されまし
た。また、姉妹 JC である
タンペレ JC，友好 JC であ
る鶯歌 JC の現役・シニア
メンバーも多数出席し、互
いの友情を確かめ合う充実
した国際交流の機会となり
ました。また、記念事業と
して「戦略を超える経営理
念」と題し、アチーブメン
ト ( 株 ) 代表取締役 青木仁
志　氏をお招きした記念講
演を開催しました。

作 家　 孝 幸
西 村　　 光

千 葉　 真 也

関 村　 卓 也
湯 浅　 秀 昭

篠 原　 史 也
平 澤　 和 貴

西 森　 良 一

この年について

会員数

スローガン

2010.01-12
平成 22 年度

101 名

11 名
8 名

新会員：
卒業生： ）（

志 ( 士の心 ) を抱け！
武士道精神で己を高め

限界にチャレンジ

出　向　者

北海道地区協議会 石 田　 慶 嗣

他　計 25 名

副 会 長( 役員 ) 道北エリア担当

フレッシュマンアワード 櫻 井　　 学
湯 浅　 秀 昭

新 会 員
新 会 員

２０１０年度

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

米 田　 修 司
牧 原　 史 典
重 原　 拓 司
鈴 木　 慎 吾
石 黒　 裕 規
福 居　 裕 二
近 藤　 耕 介
松 本　 尚 晃
石 川　 泰 路

千 葉　 真 也

千 葉　 真 也
石 川　 泰 路
米 田　 修 司

野 嶋 壮 一 郎
石 黒　 裕 規

嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介
牧 原　 史 典
土 井　 隆 典

福 居　 裕 二
入 場 健 太 郎

大 谷　 善 彦 ( 他 11 名 )

近 藤　 耕 介
村 本　 暁 宣

幹 事
副委員長

副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長

委 員 長

酒 井　 保 則
渡 邉　 千 晃
重 原　 拓 司
松 本　 尚 晃

宗 万　 孝 行
櫻 井　　 学

藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
大 谷　 善 彦
石 田　 慶 嗣
本 間　 公 浩
上 村　 有 史
安 住　 太 伸
村 本　 暁 宣
市 川　 範 之
湯 浅　 秀 昭
鈴 木　 慎 吾

８年間
７年間
６年間
５年間
３年間
２年間

１年間

( 地区 ) 道北エリア運営会議
( 地区 ) 総務運営委員会

地域活性化委員会
青少年育成委員会

住民参画支援委員会

烈夏支援委員会

新・宣言検証委員会
会員開発委員会

総務：財務委員会

烈夏支援委員会

60 周年プロジェクト委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ

2 月第一例会 アイスアートビレッジ 2010
雪と氷の幻想 アイスアートリンク

2 月第二例会 We love! あさひかわ 2010 年
旭川はこう変わる～食と農の魅力から地域活性化～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
白金温泉討入事件 ～今宵、殿は誰かを

斬らずにいられないの～

4 月第一例会 ユナイテッドチルドレンの羽ばたき
～ We believe a new possibility ～

5 月第一例会 「新・旭川 JC 宣言」に基づいた活動の検証
～夢をかたちにそしてかたちを現実に！～

6 月第一例会 モティベーション
その偉大な力～成功への方程式

たいせつマルシェ 2010（全 7 回開催）

7 月第一例会  烈夏七夕まつり「全体説明会」

8 月第一例会 第 20 回烈夏七タまつり
こんなにも熱い！我が街・我が故郷旭川

8 月第二例会 臨時総会
8 月第三例会 Let's go together 

旭山動物園マイスターボランティア

9 月第一例会 北海道地区会員大会留萌大会参画
9 月第二例会 定時総会

たいせつマルシェ 2010 in 食べマルシェ
10 月第一例会 地域の学校を地域の力で
～地域・家庭・学校が融合した教育の実現に向けて～
10 月第二例会 新会員例会 10.10 会

健康プロデュース～健康が地域を救う～

11 月第一例会 第 60 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

心配、グッバイ、ジャンボ DE ナイト

12 月第一例会 創立 60 周年記念講演
戦略を超える理念経営

JC クリスマスパーティー
感謝の気持ちを愛するすべての人へ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

アイスアートビレッジ 2010
雪と氷の幻想 アイスアートリンク

担当：住民参画支援委員会

2 月第一例会
We love! あさひかわ 2010 年旭川はこう変わる
～食と農の魅力から地域活性化～

担当：地域活性化委員会

 「新・旭川 JC 宣言」に基づいた活動の検証
～夢をかたちにそしてかたちを現実に！～

担当：新・宣言検証委員会

ユナイテッドチルドレンの羽ばたき
～ We believe a new possibility ～

担当：青少年育成委員会

モティベーション
その偉大な力～成功への方程式

担当：会員開発委員会

2 月第二例会 市長例会

5 月第一例会

4 月第一例会

6 月第一例会
第 20 回烈夏七タまつり
こんなにも熱い！我が街・我が故郷旭川

担当：烈夏支援委員会

8 月第一例会

北の恵み 食べマルシェ参画
たいせつマルシェ 2010 in 食べマルシェ

担当：地域活性化委員会

旭川開村 120 年記念事業
第 60 回創立記念式典 · 祝賀会

担当：60 周年プロジェクト委員会
創立 60 周年記念講演

戦略を超える理念経営
担当：60 周年プロジェクト委員会

11 月第一例会 12 月第一例会
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第６１代理事長

本間 公浩

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( 夢ビジョン創造室 )
副理事長 ( まちの未来活性化室 )
副理事長 ( まちの魅力推進室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事
指名理事
理事（まちの未来活性化室長）
理事 ( まちの魅力推進室長 )

理事 ( 専務室長 )
理事 ( 夢ビジョン創造委員長 )
理事 ( まちの未来創造委員長 )
理事 ( まちのくらし活性化委員長 )
理事 ( まちのまつり推進委員長 )
理事 ( まちの魅力発信委員長 ) 
理事 ( 総務・渉外委員長 ) 
理事 ( 会員開発委員長 ) 
監事
監事
監事

フレッシュマンアワード

本 間　 公 浩
渡 邉　 千 晃
石 田　 慶 嗣
近 藤　 博 之
酒 井　 保 則
大 谷　 善 彦
高 田　 泰 慎
平 田　 大 樹
菊 川　 直 人
野 嶋 壮 一 郎
今 津　 寛 介

近 藤　 耕 介
海老子川 雄介
牧 原　 史 典
村 本　 暁 宣
福 居　 裕 二
鈴 木　 慎 吾
落 合　 孝 優
松 本　 尚 晃
石 川　 正 貴
嶋 岡　 寛 之
藤 原　 正 幸

荒 川　 敬 大新 会 員２０１１年度

稲 田　 良 輔
小 林　 大 祐
山 田　 大 生

荒 川　 敬 大
菊 地　 ミ オ
山 添　 宏 基

加 藤　 康 博
藤 原　 正 幸

大 谷　 善 彦
中 村　 弘 一

荒 井　 敬 大
中 川　 雄 策

　「明るい豊かな社会を作
るため」創始の精神を引き
継ぎ、「旭山動物園マイス
ターボランティア」や「た
いせつマルシェ」を年に数
回開催しました。
　冬まつりアイスドームで
は消防署の協力も頂いて二
基のアイスドームを作成
し、マジックショーやコン
サートも開催し多くの子ど
もたちの笑顔を見れまし
た。また、旭川ユナイテッ
ド・チルドレンも旭川市内
の現役中高生 10 名のメン
バーで活動し、旭川冬まつ
りへの参画事業としてアイ
スドームメロンパンを販
売。売上の一部は旭山動物
園 “ もっと夢 ” 基金へ募金
しました。3 月 11 日に起
きた東日本大震災の街頭募
金活動も行いました。

井 上　 雅 之
佐々木 雄二郎
岩 井　 隆 行

木 村　 哲 也
本 間　 公 浩

小 関　 聖 人
南　　 智 守
田 中　 圭 祐

鏡　　 圭 介
助 安　 秀 章
海 野　　 悠

瀬 古　 博 之

この年について

会員数

スローガン

2011.01-12
平成 23 年度

90 名

15 名
9 名

新会員：
卒業生： ）（

｢Let's create the dream｣
そして、その先にある道程 ( みち ) へ
～ 改革から実行への第一歩 ～

出　向　者

北海道地区協議会 藤 原　 正 幸
酒 井　 保 則

他　計 21 名

運営議長
委 員 長

( 役員 ) 道北エリア運営会議
( 役員 ) 財務特別委員会

日本青年会議所 野嶋 壮一郎ブロック代表JC 運動発信会議

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

石 川　 泰 路
石 黒　 裕 規
富 居　 典 弘
桜 井　　 学
重 原　 拓 司
篠 原　 智 子

村 本　 暁 宣

石 川　 泰 路

櫻 井　　 学
篠 原　 智 子
海 老 子 川 雄 介

嶋 岡　 寛 之

牧 原　 史 典
土 井　 隆 典
鈴 木　 慎 吾
富 居　 典 弘
荒 川　 敬 大

鈴 木　 慎 吾 ( 他 8 名 )

藤 原　 正 幸
重 原　 拓 司
酒 井　 保 則
嶋 岡　 寛 之
大 谷　 善 彦
近 藤　 耕 介

運営議長
幹 事
委 員 長
副委員長
副委員長
委 員

副委員長
副委員長
副委員長
委 員
副委員長
副委員長

委 員 長

酒 井　 保 則
近 藤　 耕 介
重 原　 拓 司
村 本　 暁 宣
野嶋 壮一郎
高 田　 泰 慎
榊 原　 博 史

藤 原　 正 幸
石 川　 正 貴
大 谷　 善 彦
石 田　 慶 嗣
本 間　 公 浩
上 村　 有 史
松 本　 尚 晃
福 居　 裕 二
近 藤　 博 之
落 合　 孝 優

９年間
８年間
７年間
６年間
４年間
３年間

２年間
１年間

( 地区 ) 道北エリア運営会議

( 地区 ) 財務特別委員会

( 地区 ) 地区大会運営委員会

まちの未来創造委員会
まちのまつり推進委員会

まちの魅力発信委員会

まちのくらし活性化委員会

まちの魅力発信委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会

2 月第一例会 アイスアートビレッジ 2011
コラボレーション・夢への架け橋

新会員セミナー

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
Dreamer 達のディープな夜

3 月第二例会 踏み出せば その一歩が道程 ( みち )
となり その一足が道程 ( みち ) となる 迷わず行け
よ 行けばわかるさ エリア！ 地区！ 日本！ ダー！

4 月第一例会 夢を実現する力！
～継続する強い意志を作るために～

5 月第一例会 情報共有例会

6 月第一例会 公開例会 私たちの知らない間に
忍び寄る黒船 TPP は 「開国」か？「壊国」か？

～ TPP が地域経済にもたらす影響とは～
たいせつマルシェ 2011

（6/26 ～ 10/2 隔週日曜日 計 7 回開催）

7 月第一例会 公開例会 
Let’s create the "Familication( ファミリケーション )"

〜親と子を繋ぐ愛言葉～

7 月第二例会 臨時総会

8 月第一例会 第 21 回烈夏七タまつり
〜未来につなげる熱い、夏〜

8 月第二例会 今こそ創始の志を胸に、果てしな
く続くストーリー ～この改革の先にあるもの～
8 月第三例会 Let’s go together!!

旭山動物園マイスターボランティア

9 月第一例会 定時総会
9 月第二例会 第 60 回北海道地区大会 伊達大会
たいせつマルシェ 2011 in 食べマルシェ

10 月第一例会 公開例会 Just Zoo It ！
～初めてのマイスター～

10 月第二例会 新会員例会
あさひかわに活きる者として、あさひかわの未来を創造する
～ 再考！ 再興！ 最高のまち 「あさひかわ」～

11 月第一例会 第 61 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会 試験に出る JC

～ JC ×卒業生＝理不尽 ?! ～

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 JC クリスマスパーティー　

愛しのあなたへ贈るドリームワールド

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

市長例会
担当：まちのくらし活性化委員会

1 月第二例会
アイスアートビレッジ 2011
コラボレーション・夢への架け橋

担当：まちのまつり推進委員会

私たちの知らない間に忍び寄る黒船は「開国」か「壊国」か？
～ TPP が地域経済にもたらす影響とは～

担当：まちのくらし活性化委員会

夢を実現する力！
～継続する強い意志を作るために～

担当：会員開発委員会

Let’s create the “Familication( ファシリテーション )“
～親と子を繋ぐ愛言葉～
担当：まちの未来創造委員会

2 月第一例会

6 月第一例会 公開例会

4 月第一例会

7 月第一例会 公開例会
第 21 回烈夏七夕まつり

～未来につなげる熱い、夏〜
担当：まちのまつり推進委員会

8 月第一例会

今こそ創始の志を胸に、果てしなく続くストーリー
～この改革の先にあるのもの～

担当：夢ビジョン創造委員会

8 月第二例会
たいせつマルシェ 2011

in 食べマルシェ
担当：まちのくらし活性化委員会

Just Zoo it !
～初めてのマイスター〜
担当：まちの魅力発信委員会

たいせつマルシェ事業 10 月第一例会 公開例会
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第６２代理事長

嶋岡 寛之

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( ひとづくり発信室 )
副理事長 ( 地域のみらい発信室 )
副理事長 ( 地域の誇り発信室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事 ( 事務局長 )
指名理事
指名理事
理事 ( 広報・会員交流委員長 )

理事 ( 会員開発委員長 )
理事 ( 青少年育成委員長 )
理事 ( 地域経済活性化委員長 )
理事 ( 地域のまつり推進委員長 ) 
理事 ( 地域の魅力創造委員長 )
理事 ( 総務・渉外委員長 ) 
理事 ( 財務局長 ) 
理事 ( 事務局次長 ) 
監事
監事
監事

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

褒賞委員長特別賞

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

嶋 岡　 寛 之
本 間　 公 浩
石 田　 慶 嗣
石 川　 正 貴
牧 原　 史 典
福 居　 裕 二
近 藤　 耕 介
近 藤　 博 之
村 本　 暁 宣
海老子川 雄介
石 川　 泰 路

上 村　 有 史
澤 田 真 由 美
篠 原　 智 子
石 黒　 裕 規
松 本　 尚 晃
榊 原　 博 史
落 合　 孝 優
林　　 高 辞
酒 井　 保 則
高 田　 泰 慎
平 田　 大 樹

北 﨑　 悌 綱
犬 伏　 和 夫

重 原　 拓 司
鈴 木　 慎 吾
外 﨑　 裕 二

澤田 真由美

松 本　 尚 晃

平 田　 大 樹

嶋 岡　 寛 之

牧 原　 史 典

高 田　 泰 慎
外 﨑　 裕 二

石 黒　 裕 規 ( 他 9 名 )

石 田　 慶 嗣
酒 井　 保 則
村 本　 暁 宣
海老子川 雄介
重 原　 拓 司

委 員
副 会 長
副 議 員
副委員長
委 員

新 会 員
新 会 員

副委員長
副委員長
委 員

委 員 長

酒 井　 保 則

重 原　 拓 司

福 居　 裕 二
近 藤　 博 之
澤田 真由美

石 川　 正 貴
石 田　 慶 嗣
近 藤　 耕 介
石 川　 泰 路
村 本　 暁 宣
鈴 木　 慎 吾
海老子川 雄介
北 﨑　 悌 綱

９年間
７年間
５年間
４年間

３年間
２年間
１年間

( 日本 )LOM サービス実践委員会
( 地区 ) 道北エリア担当

( 地区 ) 道北エリア運営会議
( 地区 ) 総務運営委員会
( 地区 ) 復興支援委員会

２０１２年度

青少年育成委員会
地域の魅力創造委員会

地域のまつり推進委員会

青少年育成委員会

地域のまつり推進委員会

大 矢　 正 彦
廣 瀬　 真 希

犬 伏　 和 夫
小 林　 睦 明

菊 地　 ミ オ
土 井　 隆 典

石 黒　 裕 規
津 山　　 旭
松 本　 尚 晃

飯 塚　 正 浩
高 田　 泰 慎
福 居　 裕 二

　2010 年代運動指針であ
る「旭川 JC 宣言～夢ビジョ
ン 2010 ～」を基軸に、高
みを目指し挑戦し続けるた
めに、更なる進化を遂げ創
造力の向上に努めて参りま
した。
　62 年の歴史と伝統に基
づく運動と地域に根ざした
活動を展開することのみな
らず、あの未曾有の大参事
である東日本大震災や原子
力発電所事故から約一年、
我々旭川青年会議所は旭川
地域を元気にすることだけ
を主眼に置くのではなく、
東日本復興支援の一助とし
て被災地や被災者に心をよ
せ、あの悲しい出来事を風
化させないためにも、また
被災地の子どもたちに笑顔
を取り戻すためにも、何が
出来るか…に挑戦しまし
た。

金 津　 美 湖
高 橋　 健 太

小 林　 睦 明
富 居　 典 弘

北 﨑　 悌 綱喜久野 夕介

重 原　 浩 貴
西 山　　 仁

この年について

会員数

スローガン

2012.01-12
平成 24 年度

84 名

8 名
12 名

新会員：
卒業生： ）（

Keep our challenges
and get the high top
変わらないために変わる、
凛然とした誇りある旭川の創造の為に

出　向　者

北海道地区協議会 酒 井　 保 則
石 田　 慶 嗣

他　計 20 名

副 会 長
塾 長

( 役員 ) 道北エリア担当
道北エリアアカデミー研修塾
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 更なる進化を求め主張しよう！市長例会！

2 月第一例会 アイスアートビレッジ 2012 
わくわく Winter Attraction!

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
GET THE ハイテンション

〜変わらないために泊まる！〜

4 月第一例会 Hello Coliseum 2012 
～熱意と正論を持ってぶつかり合おう〜

5 月第一例会 第一回北海道 JC フォーラム参画

6 月第一例会 皆で残そう 100 ％のキセキ！
皆で誓おう JC の絆！

6 月第二例会 公開例会 子どもの心に思いやり
～学ぶことは支援の為の第一歩〜

6 月第三例会 臨時総会
一般社団法人移行に伴う臨時総会

7 月第一例会  情報共有例会

8 月第一例会 第 22 回烈夏七タまつり
今、始まる烈夏伝説・・・

8 月第二例会 東日本復興支援プロジェクト
「福島っ子・旭川っ子ずっと友達！おもいっきり夏休み」in 旭川
地域活性化事業 ほっこり ひとの手市
～たいせつマルシェ＆アートマルシェ in 買物公園～

9 月第一例会 私達が、私達の為に本気で考える街づくり
～未来の変わらない旭川の為に～

9 月第二例会 第 61 回 北海道地区大会稚内大会参画
たいせつマルシェ 2011 in 食べマルシェ
9 月第三例会 臨時総会
9 月第四例会 定時総会

10 月第一例会 ここから始まる Next Step!
～旭山動物園マイスターボランティアさらに一歩先へ～
10 月第二例会 新会員例会

40yaers”Oath” together!! ～ 40 歳の誓い～

11 月第一例会 第 62 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 JC クリスマスパーティー　

愛するすべての人へ感謝とありがとう

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

更なる進化を求め主張しよう !
市長例会 !

担当：地域経済活性化委員会

１月第二例会 市長例会
アイスアートビレッジ 2012 

わくわく Winter Attraction!
担当：地域の魅力創造委員会

第一回北海道 JC フォーラム参画
担当：総務・渉外委員会

Hello Coliseum 2012
～熱意と正論を持ってぶつかり合おう！～

担当：会員開発委員会

子どもの心に思いやり
～学ぶことは支援の為の第一歩～

担当：青少年育成委員会

2 月第一例会

5 月第一例会

4 月第一例会

６月第二例会 公開例会
第 22 回烈夏七夕まつり

今、始まる烈夏伝統・・・
担当：地域の魅力創造委員会

8 月第一例会

東日本大震災復興支援事業 福島っ子・旭川っ子
ずっと友達！おもいっきり夏休み in 旭川

担当：青少年育成委員会

8 月第二例会
私達が、私達の為に本気で考える街づくり
～未来の変わらない旭川の為に～

担当：地域経済活性化委員会

ここから始まる Next Step! ～旭山動物園
マイスターボランティアさらに一歩先へ～

担当：地域の魅力創造委員会

9 月第一例会 10 月第一例会
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第６３代理事長

近藤 博之

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( みらいの旭川創造グループ )
副理事長 ( 広報・渉外グループ )
副理事長 ( 未来創造グループ )
副理事長 ( 旭川 JC 宣言実践グループ )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事 ( みらいの旭川創造グループ室長 )
指名理事（旭川 JC 宣言実践グループ室長）
指名理事 ( 広報・渉外グループ室長 )

理事 (LOM の夢創造委員長 )
理事 ( 未来のたから育成委員長 )
理事 ( リーダーシップ委員長 )
理事 ( まちおこし支援委員長 ) 
理事 ( 夢をかなえる力実践委員長 )
理事 (LOM の魅力発信委員長 ) 
理事 (LOM の力推進委員長 ) 
理事 ( 総務委員長 ) 
監事
監事
監事

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

近 藤　 博 之
嶋 岡　 寛 之
石 田　 慶 嗣
平 田　 大 樹
落 合　 孝 優
林　　 高 辞
海老子川 雄介
村 本　 暁 宣
鈴 木　 慎 吾
今 津　 寛 介
榊 原　 博 史

岩 井　 隆 行
櫻 井　　 学
山 田　 大 生
外 崎　 裕 二
田 村 総 司 郎
重 原　 拓 司
川 島　 和 也
長 谷 川 周 弘
石 川　 正 貴
近 藤　 耕 介
牧 原　 史 典

上 田　　 積

中 澤　 史 匡
犬 伏　 和 夫
北 﨑　 悌 綱
石 川　 泰 路
尾 形　 智 勝

外 崎　 裕 二

重 原　 拓 司

榊 原　 博 史
川 島　 和 也
上 田　　 積

石 川　 泰 路

平 田　 大 樹
林　　 高 辞
山 田　 大 生
尾 形　 智 勝
菅 井　 謙 敬

川 島　 和 也 ( 他 5 名 )

嶋 岡　 寛 之
石 田　 慶 嗣
牧 原　 史 典
海老子川 雄介
石 川　 泰 路
重 原　 拓 司

会 長
副 会 長
副委員長
小 幹 事
委 員 長
委 員
議 員

新 会 員

副委員長
副委員長
副委員長
委 員
副委員長

委 員 長

嶋 岡　 寛 之

牧 原　 史 典

海老子川 雄介
外 﨑　 裕 二
田村 総司郎
長谷川 周弘
犬 伏　 和 夫
伊 藤　 久 美

石 川　 正 貴
石 田　 慶 嗣
近 藤　 耕 介
村 本　 暁 宣
鈴 木　 慎 吾
近 藤　 博 之
北 﨑　 悌 綱
落 合　 孝 優
櫻 井　　 学
中 澤　 史 匡
松 山　 奈 々

１０年間
８年間
６年間
５年間
４年間
３年間
２年間
１年間

( 日本 ) 北海道ブロック協議会
( 地区 ) 会務担当

( 日本 )JC プログラム実践委員会

( 地区 ) 道民意謝馘実践委員会
( 地区 ) 総務運営委員会

( 地区 ) 道北エリア運営会議

２０１３年度

まちおこし支援委員会

夢をかなえる力実践委員会

まちおこし支援委員会

LOM の力推進委員会

石 倉　 佳 明
久 志　 卓 豊
長井 翔一郎

秋 山　　 謙
富 居　 慶 幸
伊 藤　 久 美

鏡　　 圭 介
外 崎　 裕 二

落 合　 考 優
田村 総司郎

市 川　 範 之
齊 藤　 三 寛
村 本　 暁 宣

　社団法人から一般社団法
人なった年である 2013 年
度は、2010 年代運動指針
である「旭川 JC 宣言～夢
ビジョン 2010」にのっと
り “ 夢づくり・ひとづくり・
地域づくり ” のリーダーと
なり真に豊かな地域の創造
に向けて各種事業を展開し
ました。
　各種事業を通じて、時
には “ 地域のリーダーづく
り ”、時には “ 経済を意識
した地域おこし ”、時には
“ 次代を担う青少年育成 ”
を行いました。
　また、旭川市民の生活・
文化の向上に寄与するまち
づくり並びに人づくりを目
的として活動している団体
への資金助成を通じて、そ
の活動を支援する「旭川な
なかまど基金」を設立しま
した。

伊 藤　 光 裕
松 山　 奈 々

菊 川　 直 人
西 村　　 光

菅 井　 謙 敬
山 田　　 篤

上 田　　 積
吉 村　　 諭

齊 藤　 眞 美
藤 井　　 昇

この年について

会員数

スローガン

2013.01-12
平成 25 年度

79 名

12 名
11 名

新会員：
卒業生： ）（

夢をかなえる力
〜 Dream for Asahikawa 〜

出　向　者

北海道地区協議会 嶋 岡　 寛 之
海老子川 雄介

他　計 19 名

副 会 長
委 員 長

( 役員 ) 会務担当
( 役員 ) 道民意識醸成実践委員会

日本青年会議所 嶋 岡　 寛 之会 長北海道ブロック協議会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会

2 月第一例会 Ice wonderland 2013
Smile for ASAHIKAWA

2 月第二例会 育てよう ! 未来のたから
見つめよう！ 未来の夢 〜旭川は私たち次第！〜

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
J と C は青年のしるし !!24 時間語らえますか？
3 月第二例会 きっかけ・レッツゴー！！

～日本・地区事業へ～
新会員セミナー

4 月第一例会 Now, let's think together. 
あさひかわ JC フォーラム

4 月第二例会 The brand of Asahikawa JC

5 月第一例会 会員拡大いつやるか？今でしょ !

新会員セミナー
6 月第一例会 情報共有例会
親睦事業 みんなのハートにアタック No.1

7 月第一例会 会員研修
「企業力の向上と継続的な成功」のための第一歩
7 月第二例会 臨時総会 

8 月第一例会 第 23 回烈夏七タまつり
鼓・踊・山！魅せる烈夏魂

8 月第二例会 旭川ナナカマド基金設立に向けて

9 月第一例会 定時総会
9 月第二例会 会員研修

「企業力の向上と継続的な成功」のための第一歩
新会員セミナー

10 月第一例会 新会員例会 愛を語る夕べ
～家族をもっと幸せに、そしてまちづくりへ～
10 月第二例会 旭川未来創造フォーラム

11 月第一例会 第 63 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

これだけは覚えておいていただこう

12 月第一例会 意気込み例会 ～勇往邁進～
夢あふれる旭川を創るのは俺たちだ！

12 月親睦事業 クリスマス DE ショー
～いつもは面と向かって言えない感謝の言葉だけど、
今日は、この場を借りて言わせてもらいます。…みんな、ありがとう～

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

市長例会
担当：夢をかなえる力実践委員会

1 月第二例会
Ice wonderland 2013

Smile for ASAHIKAWA
担当：まちおこし支援委員会

The brand of Asahikawa JC
担当：LOM の夢創造委員会委員会

育てよう ! 未来のたから見つめよう !
未来の夢 旭川は私たち次第！

担当：未来のたから育成委員会

会員研修「企業力の向上と継続
的な成功」のための第一歩

担当：LOM の力推進委員会

2 月第一例会

4 月第二例会

2 月第二例会

7 月第一例会・9 月第二例会
第 23 回烈夏七夕まつり

鼓・踊・山！ 魅せる烈夏魂
担当：まちおこし支援委員会

8 月第一例会

旭川ナナカマド基金設立に向けて
担当：LOM の夢創造委員会

8 月第二例会
旭川未来創造フォーラム 第一部
未来のたから育成フォーラム

担当：未来のたから育成委員会

旭川未来創造フォーラム 第二部
旭川経済の復活へ ! アジアの成長を取り込め !

担当：夢をかなえる力実践委員会

10 月第二例会 10 月第二例会
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第６４代理事長

牧原 史典

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
顧問
副理事長 ( 地域未来グループ )
副理事長 ( 地域発信グループ )
副理事長 (LOM の輝きグループ )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事 ( 地域発信グループ室長 )
指名理事（LOM の輝きグループ室長）

理事 ( 政治経済まちづくり委員長 )
理事 ( 青少年育成委員長 )
理事 ( 冬・夏まつり支援委員長 )
理事 ( 広報・渉外委員長 )
理事 ( 新会員・会員研修委員長 ) 
理事 ( 総務・財務委員長 )
理事
監事
監事

牧 原　 史 典
近 藤　 博 之
石 田　 慶 嗣
嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介
長 谷 川 周 弘
澤 田 真 由 美
海老子川 雄介
岩 井　 隆 行
山 田　 大 生

林　　 高 辞
榊 原　 博 史
稲 田　 良 輔
石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
喜 久 野 夕 介
櫻 井　　 学
石 川　 正 貴
平 田　 大 樹

金 田　 信 貴
守 谷　　 実
佐 々 木　 洵

尾 野　 洋 介
山 崎　 真 嗣
斎 藤　 徳 尚

石 田　 慶 嗣
尾 形　 智 勝
佐々木 雄二郎
野嶋 壮一郎

石 川　 正 貴
内 田　 貴 弘
櫻 井　　 学
中 澤　 史 匡
湯 浅　 秀 昭

赤 坂　 英 亮
犬 伏　 和 夫
近 藤　 博 之
中 井　 章 仁
牧 原　 史 典

　「勇往邁進」目標や目的
に向かって勇敢にまっしぐ
らに突き進む。この言葉を
胸に「夢あふれる旭川創造
に向けて」メンバーと共に
進みたいと強く思い、「夢
ビジョン 2010」をより具
体的にするべく、様々な運
動を発信しました。
　JCI 日本から公認トレー
ナ ー を お 招 き し、「Visual 
Future(VF)」「Community&
＆ C o m m u n i c a t i o n

（COM&COM）」「JC ゲーム」
の計 3 回のセミナーを開
催した他、2016 年度北海
道地区大会の実現に向けた
誘致活動を行いました。結
果は決選投票の末、函館で
の開催となり残念ながら地
区大会の誘致には至りませ
んでしたが、この経験が後
の 2020 年度へのつながる
きっかけとなりました。

林　　 祐 作
布 子　 克 敏

伊 藤　 光 裕
金 田　 信 貴
白 井　 雅 人
林 高　　 辞

守 田　 和 弘
橋 本　 直 久

平 間　 恵 子
清 水　 健 史

稲 田　 良 輔
小 関　 聖 人
蔦 井　 一 義
平 田　 大 樹

この年について

会員数

スローガン

2014.01-12
平成 26 年度

75 名

12 名
22 名

新会員：
卒業生： ）（

勇往邁進
～夢あふれる

旭川創造に向けて～ フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード
１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

尾 野　 洋 介
平 間　 恵 子
守 谷　　 実
松 山　 奈 々
伊 藤　 久 美
犬 伏　 和 夫
尾 形　 智 勝
菅 井　 謙 敬
中 澤　 史 匡
北 﨑　 悌 綱
湯 浅　 秀 昭
上 田　　 積

佐々木 雄二郎

長 谷 川 周 弘
尾 形　 智 勝

尾 野　 洋 介

石 川　 泰 路

川 島　 和 也
犬 伏　 和 夫
上 田　　 積
湯 浅　 秀 昭

鈴 木　 慎 吾 ( 他 6 名 )

近 藤　 耕 介
石 川　 正 貴
重 原　 拓 司

委 員 長
委 員
委 員

新 会 員
新 会 員
新 会 員
副委員長
副委員長
幹 事
委 員
副委員長
幹 事
副委員長
幹 事
委 員

副委員長

嶋 岡　 寛 之

重 原　 拓 司

海老子川 雄介
平 田　 大 樹
林　　 高 辞
松 山　 奈 々
中 澤　 史 匡
稲 田　 良 輔
守 谷　　 実

石 川　 正 貴
石 田　 慶 嗣
近 藤　 耕 介
牧 原　 史 典
鈴 木　 慎 吾
近 藤　 博 之
北 﨑　 悌 綱
山 田　 大 生
伊 藤　 久 美
菅 井　 謙 敬
澤田 真由美
平 間　 恵 子

１１年間
９年間
７年間
６年間
５年間
４年間
３年間
２年間

１年間

( 地区 ) 地区大会運営委員会
( 地区 ) 未来への責任意識確立委員会

２０１４年度

青少年育成委員会
冬・夏まつり支援委員会

広報・渉外委員会

新会員・会員研修委員会

新会員・会員研修委員会
新会員・会員研修委員会

出　向　者

北海道地区協議会 嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介

他　計 16 名

顧 問
委 員 長

( 役員 ) 直前ブロック会長兼
( 役員 ) 地区大会運営委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会

～市長と語ろう市民参画と協働〜

2 月第一例会 Ice wonderland 2014
〜 Love for your Asahikawa 〜

新会員セミナー第一弾「Visual Future（VF）」

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
原点回帰～湯気あふれる旭川 JC 結束に向けて～
新会員セミナー第二弾

「Community ＆ Communication（COM&COM）」

4 月第一例会 夢ビジョン 2010
～理念を実現させるための考え方〜

5 月第一例会 地区・日本を知ろう！見よう！感じよう！
5 月第二例会 次世代育成のためのステップアップ
新会員セミナー第三弾「JC ゲーム」

6 月第一例会 “Core”Case of SKM 2014
～ The way of Asahikawa’s economic revolution ～

7 月第一例会 To organization“ Ｇ to Ｔ ” 
～今いるメンバーで大金星をあげよう～

7 月第二例会 臨時総会 

8 月第一例会 第 24 回烈夏七タまつり
伝統への軌跡～百年後へ紡ぐ創始の想い～

青少年育成事業 北の大地で未来体験 2014

9 月第一例会 臨時総会
9 月第二例会 定時総会

10 月第一例会 新会員例会
JC による企業活動の応援の可能性について考える
10 月第二例会 第二回旭川未来創造フォーラム

未来の豊かなあさひかわ創造に勇往邁進！
旭川市長選挙立候補予定者 公開討論会

11 月第一例会 第 64 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 クリスマスに

ありったけの愛をこめて

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

　

市長例会
～市長と語ろう市民参画と協働〜

担当：政治経済まちづくり委員会

1 月第二例会
Ice wonderland 2014
〜 Love for your Asahikawa 〜

担当：冬・夏まつり支援委員会

”Core” Case of SKM 2014
〜 The way of Asahikawa’seconomic revolution ～

担当：政治経済まちづくり委員会

次世代育成のための
ステップアップ

担当：青少年育成委員会

To organization “G to T”
～今いるメンバーで大会星をあげよう～

担当：新会員・会員研修委員会

2 月第一例会

6 月第一例会

5 月第二例会

7 月第一例会
第 24 回烈夏七タまつり 伝統への軌跡

～百年後へ紡ぐ創始の想い～
担当：冬・夏まつり支援委員会

8 月第一例会

北の大地で未来体験 2014
担当：青少年育成委員会

8 月青少年育成事業
北海道地区大会主管立候補に

関わる誘致運動
担当：ALL 旭川 JC

第二回旭川未来創造フォーラム
未来の豊かなあさひかわ創造に勇往邁進 !

担当：政治経済まちづくり委員会

地区大会誘致運動 10 月第二例会
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第６５代理事長

鈴木 慎吾

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( まちの輝き創造室 )
副理事長 ( 地域づくり実践室 )
副理事長 (LOM の力向上室 )
専務理事 ( 専務室 )
指名理事（組織推進局長）
理事 ( まちづくりデザイン委員長 )

理事 ( 未来の夢創造委員長 )
理事 ( 夏の伝統創造委員長 )
理事 ( メンバーシップ委員長 )
理事 ( 組織マネジメント委員長 )
理事 ( 組織推進局次長 )
監事
監事 ( 外部 )
監事 ( 外部 )

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

The President アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

鈴 木　 慎 吾
牧 原　 史 典
嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介
澤 田 真 由 美
山 田　 大 生
石 川　 泰 路
長 谷 川 周 弘
鈴 木　 大 介

川 島　 和 也
岩 井　 隆 行
富 居　 慶 幸
重 原　 拓 司
小 林　 大 祐
今 津　 寛 介
石 川　 正 貴
近 藤　 博 之

新 谷　 逸 生
落 合　 正 行

秋 山　　 謙
菅 井　 謙 敬
守 谷　　 実
上 田　　 積
平 間　 惠 子

上 田　　 積

川 島　 和 也

長 谷 川 周 弘

小 林　 大 祐
林　　 祐 作

牧 原　 史 典

菅 井　 謙 敬

守 谷　　 実
落 合　 正 行
富 居　 慶 幸

鈴 木　 大 介 ( 他 7 名 )

澤田 真由美
平 間　 惠 子

議 　 員
議 　 員

新 会 員
新 会 員

副委員長
副委員長
副委員長
副委員長
副委員長

副委員長

委 員 長

重 原　 拓 司
　

川 島　 和 也

平 間　 恵 子
今 津　 寛 介
鈴 木　 大 介

石 川　 正 貴
嶋 岡　 寛 之
近 藤　 耕 介
石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
上 田　　 積
山 田　 大 生
澤田 真由美
秋 山　　 謙
新 谷　 逸 生
工 藤　　 森

１２年間
１０年間

８年間
７年間
６年間
３年間

２年間
１年間

( 地区 ) 道北エリア運営会議

２０１５年度

まちづくりデザイン委員会

未来の夢創造委員会
メンバーシップ委員会

メンバーシップ委員会

未来の夢創造委員会

まちづくりデザイン委員会

落 合　 正 行
哘 崎　 恭 寛
西野目 智弘
山 上　 雄 司

大西 謙次郎
後 藤　 正 則
遠 山　 優 太
福 島　 卓 志

金 森　 丈 尚
鈴 木　 英 和

大 西　 康 弘
嶋 岡　 寛 之

秋 山　　 謙
澤田 真由美
山 田　　 篤

　創立 65 周年の節目を迎
える 2010 年代の中間地点
として、地域の課題解決の
ために、世の中をもっとよ
くするために、地域と人々
との間に生まれる、かけが
えのない絆を「共感」とい
う形に変えていくべく「夢
をかたちに」をテーマとし
て、青少年育成とまちづく
りの今後の方向性を示す創
立 65 周年記念事業を開催。
　青少年育成は夢を信じ叶
えるために、主体的に行動
する力を養うこと、まちづ
くりは、産官学民が連携し
たシンクタンク構想や、新
たな資金集めの方法である
クラウドファンディングに
ついての内容で開催されま
した。記念事業は道北エリ
ア大会の開催地事業として
も位置づけられ、道北エリ
アの他 LOM のメンバーも
多く出席いただいた事業と
なりました。

加 藤　 廣 二
新 谷　 逸 生
早 川　 智 浩
守 田　 敬 幸

北谷 憲市郎
皆 川　 岳 大

工 藤　　 森
田 宮　 英 和
岡 﨑　 紘 奈
山 田　 知 央

金 森　 丈 尚
髙 橋　 宏 典
松 田　 基 樹
髙 島　 直 樹

作 家　 孝 幸
山 崎　 真 嗣

この年について

会員数

スローガン

2015.01-12
平成 27 年度

71 名

20 名
11 名

新会員：
卒業生： ）（

Belief.Action
（ビリーフ・ドット・アクション）

～夢を信じ行動すること。
それをつなぐ JC の力～

出　向　者

北海道地区協議会 今 津　 寛 介
近 藤　 耕 介

他　計 12 名

副委員長
副委員長

グローカルビジョン育成委員会
財政特別委員会

日本青年会議所 海老子川 雄介議 員地域再興会議
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会 市長と語る夕べ

～更なる旭川の発展を目指して～

2 月第一例会 It's a Snow World 2015
新会員セミナー～ JC を学んで頂きます～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
～夢を信じ一泊すること。それをつなぐ温泉の力～
3 月第二例会 きつかけ・レッツゴー !!

〜日本・地区事業へ〜

4 月第一例会 青年よ大志を抱け !
〜 a youth be Ambitious 2015 〜

4 月異業種交流セミナー
春だ！若手経済人 集まれ～

5 月第一例会 知ろう旭川 !! 伝えよう魅力を
～旭川を知り行動すること。それをつなぐメンバーの力～
新会員セミナー～楽しく学ぼう！

覚えよう！！セレモニー道場〜

6 月第一例会 外から稼いで内でまわす旭川をつくるために
～外貨獲得・地域内経済循環モデルの

旭川における適用と実践～
6 月親睦事業 JC 食の祭典～ Cooking.Action ～

7 月第二例会 会員研修は、LOM の力を向上させるのです。
〜継続的会員研修とその実践〜 

8 月第一例会 第 25 回烈夏七タまつり
～継承…そして伝統へ〜

8 月青少年育成事業 未来を切り拓く
0 泊 1 日・旭川体験ツアー

（7 月第一例会） 臨時総会
9 月第一例会 定時総会

10 月第一例会 新会員例会 
The Power of Everyone  町内会から考えるまちづくり
JC による企業活動の応援の可能性について考える
10 月第二例会 創立 65 周年記念事業
第一弾 夢をかたちにするまちづくり戦略フォーラム
第二弾 若者による旭川魅力発信のしゃべり場

11 月第一例会 第 65 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 ランチ DE クリスマス

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　
　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

　

市長例会 市長と語る夕べ
～更なる旭川の発展を目指して～

担当：まちづくりデザイン委員会

1 月第二例会
It’s a Snow World 2015

担当：未来の夢創造委員会

知ろう旭川 !! 伝えよう魅力を !!
～旭川を知り行動すること。それをつなぐメンバーの力〜

担当：未来の夢創造委員会

青少年よ大志を抱け！
～ a youth be Ambitious 2015 ～

担当：組織推進局

外から稼いで内でまわす旭川をつくるために
～外貨獲得・地域内経済循環モデルの旭川における適用と実践～

担当：まちづくりデザイン委員会

2 月第一例会

5 月第一例会

4 月第一例会

6 月第一例会
第 25 回烈夏七夕まつり

～継承…そして伝統へ〜
担当：夏の伝統創造委員会

8 月第一例会

未来を切り拓く
0 泊 1 日・旭川体験ツアー

担当：未来の夢創造委員会

8 月青少年育成事業
第一弾 夢をかたちにする

まちづくり戦略フォーラム
担当：まちづくりデザイン委員会

第二弾 若者による
旭川魅力発信のしゃべり場

担当：未来の夢創造委員会

創立 65 周年記念事業 創立 65 周年記念事業
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第６６代理事長

石川 泰路

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
副理事長（心あるまちづくり推進室）
副理事長（地域の生きる力発見室）
副理事長（未来のリーダー育成室）
専務理事 ( 専務室 )
指名理事 ( ファンづくり発信室長 )
理事 ( 出向者連絡会議長 )
理事 ( まちの豊かさ循環委員長 )

理事（地域の活力創造委員長）
理事 ( 未来の力支援委員長 )
理事 ( アカデミー研修委員長 )
理事 ( 組織の力継続委員長 ) 
理事 ( ファンづくり発信室委員長 )
監事
監事 ( 外部 ) 
監事 ( 外部 ) 

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
海老子川 雄介
川 島　 和 也
富 居　 慶 幸
長 谷 川 周 弘
鈴 木　 大 介
重 原　 拓 司
菅 井　 謙 敬

伊 藤　 久 美
今 津　 寛 介
近 藤　 耕 介
北 﨑　 悌 綱
平 間　 恵 子
山 田　 大 生
石 川　 正 貴
牧 原　 史 典

平 沢　 武 志
山 田　 知 央
落 合　 正 行
佐 々 木　 洵
岡 崎　 紘 奈
新 谷　 逸 生
工 藤　　 森
上 田　　 積

新 谷　 逸 生

山 田　 大 生

鈴 木　 大 介

山 田　 知 央
岡 崎　 紘 奈

菅 井　 謙 敬

新 谷　 逸 生

平 沢　 武 志
加 藤　 廣 二

菅 井　 謙 敬 ( 他 9 名 )

鈴 木　 慎 吾
鈴 木　 大 介
山 田　 大 生
山 田　 知 央
守 谷　　 実

委 員 長
幹 　 事
副委員長
幹 事
副委員長

新 会 員
新 会 員
副委員長
副委員長
委 員
副委員長
副委員長
副委員長

副委員長

重 原　 拓 司
　

上 田　　 積

守 谷　　 実
落 合　 正 行
工 藤　　 森
守 田　 敬 幸
齊 藤　 徳 尚

近 藤　 耕 介
石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
川 島　 和 也
長谷川 周弘
平 間　 恵 子
今 津　 寛 介
富 居　 慶 幸
北 﨑　 悌 綱
海老子川 雄介
佐 々 木　 洵

９年間
８年間
７年間
４年間

３年間
２年間

１年間

( 地区 ) 良循環地域創造委員会

( 地区 ) 和の心創造委員会

( 地区 ) 地区大会運営委員会

２０１６年度
２０１５年度後期

未来の力支援委員会
アカデミー研修委員会

ファンづくり発信委員会
地域の力継続委員会
地域の力継続委員会

ファンづくり発信室

まちの豊かさ循環委員会

瀧 川　 継 未
渡 部　 康 晴
木 村　 光 宏

後 藤　 啓 介
平 沢　 武 志
山 田　 隼 人

海 野　　 悠
中野渡 信隆
山 田　 大 生

入場 健太郎
富 居　 慶 幸
平 沢　 武 志

今 津　 寛 介
木 村　 光 宏
早 川　 智 浩

　2010 年代後半にさしか
かるスタートの年として、
宣言文のなかの一文にあ
る「豊かさの探求によるわ
がまち・あさひかわの発
展」について深く掘り下げ、
2020 年に向けて方向を指
し示すスタートの一年とす
るべく、地方創生、青少年
育成、地域のリーダーづく
りなど様々な運動や事業を
行いました。年間を通じて

「みんなで話す」というこ
とをテーマに産官学連携の
発展を掲げた活動や、自主
性を持った青少年の育成、
旭川夏まつり 55 周年を記
念した北海道内の他のまつ
りとコラボレーションをし
た烈夏七夕まつり、「心あ
るまちづくり」を推進する
I LOVE あさひかわキャン
ペーンなどを行いました。

竹 澤　 一 樹
酒 井　 美 佳
金 田　 一 宏

落 合　 正 行
西野目 智弘

橋 本　 直 樹
溝 口　 鉄 也

中野渡 信隆
能 澤　 悠 多
後 藤　 啓 輔

喜久野 夕介
布 子　 克 敏

この年について

会員数

スローガン

2016.01-12
平成 28 年度

69 名

14 名
13 名

新会員：
卒業生： ）（

Next Stage
on the Dreamers

〜五年後の未来を描き、
踏み出す青年達〜

出　向　者

北海道地区協議会 鈴 木　 慎 吾
他　計 18 名

委 員 長( 役員 ) 良循環地域創造委員会
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 市長例会 官民協働のまちづくり

～小さな一歩がつくる大きな未来～

2 月第一例会 第 57 回旭川冬まつり支援事業
旭川青年会議所プレゼンツ チルドレンフェスティバル
第 1 回新会員セミナー

～熱き心あふれる JAYCEE を目指して～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
〜明日への絆を深め、泊まり込む青年達〜

4 月第一例会 MA・TSU・RI
～知ろう語ろう烈夏七夕まつり～

異業種交流会 ～青年経済人の集い 2016 春～

5 月第一例会 主体的に行動する日本人の育て方
第 2 回新会員セミナー

～熱き心あふれる JAYCEE を目指して～

6 月第一例会 協働のまちづくり
～ JAYCEE にできること～

6 月親睦事業 仲間とクラブで
未来を切り拓け！輝く BBQ 懇親に向けて

7 月第一例会 Change your MIND Change your LIFE
〜今切り拓く無限の可能性～

8 月第一例会 第 26 回 烈夏七夕まつり
～伝統の創造～

8 月青少年事業 親子でいっぱい体験しよう
 わくわく体験バスツアー

8 月第二例会 臨時総会

9 月第一例会 定時総会

10 月第一例会 新会員例会 POWER OF HUMAN
～若者と JC が協働する街づくり～

11 月旭川創生事業 まちづくりフェス旭川
〜人と人とをつなぐ、心あるまちづくり〜

11 月第一例会 学校と会社をつなぐ産学連携フォーラム
教室と会社の現場で活かす『アクティブラーニング』の可能性
～地方創生の鍵を握るのは、センセーとシャチョーの人づくりだ！～
11 月第二例会 第 66 回創立記念式典 · 祝賀会
11 月第三例会 卒業生例会 卒論

12 月第一例会 2017 年度各委員会
プレゼン＆チアーズ

12 月親睦事業 JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　
　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

　

市長例会 官民協働のまちづくり
～小さな一歩がつくる大きな未来〜

担当：まちの豊かさ循環委員会

1 月第二例会
旭川青年会議所プレゼンツ

チルドレンフェスティバル
担当：未来の力支援委員会

協働のまちづくり
～ JAYCEE にできること〜
担当：まちの豊かさ循環委員会

主体的に行動する日本人の育て方
担当：未来の力支援委員会

Change your MIND Change your LIFE
〜今切り拓く無限の可能性～

担当：アカデミー研修委員会

2 月第一例会

6 月第一例会 公開例会

5 月第一例会

7 月第一例会
第 26 回烈夏七夕まつり

～伝統の創造～
担当：地域の活力創造委員会

8 月第一例会

JC radio station
（FM りべーる 14:30-15:00）

担当：ファンづくり発信室

毎月第 1・第 3 水曜日
まちづくりフェス旭川
～人と人とをつなぐ、心あるまちづくり～

担当：三役

学校と会社をつなぐ産学連携フォーラム
教室と会社の現場で活かす『アクティブラーニング』の可能性

担当：まちの豊かさ循環委員会

11 月旭川創生事業 11 月第一例会
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第６７代理事長

海老子川 雄介

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長（人財室）
副理事長（地域資源室）
副理事長（まちづくり室）
専務理事 ( 推進室 )
理事 ( まちづくり室長 )
理事 ( 推進室長 )

理事（人財委員長）
理事 ( 冬まつり事務局長 )
理事 ( 旭川創生委員長 )
理事 ( 政治経済委員長 )
理事 ( 烈夏事務局長 )
理事 ( 総務委員長 ) 
監事 
監事
監事 ( 外部 ) 

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

海老子川 雄介
石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
榊 原　 博 史
守 田　 和 弘
北 﨑　 悌 綱
岩 井　 隆 行
菅 井　 謙 敬
長 井 翔 一 郎

新 谷　 逸 生
守 谷 　　 実
工 藤　　 森
松 田　 基 樹
清 水　 健 史
上 田 　　 積
近 藤　 耕 介
鈴 木　 大 介
山 田　 大 生

野 村　 晋 也
西 脇　　 務

後 藤　 啓 輔
重 原　 拓 司

山 田　 知 央

海 老 子 川 雄 介
佐 々 木　 洵
長 井 翔 一 郎
清 水　 健 史

長 谷 川 周 弘

工 藤　　 森
山 田　 知 央
岡 崎　 紘 奈
岩 井　 隆 行
後 藤　 啓 輔
西 脇　　 務

上 田　　 積 ( 他 6 名 )

石 川　 泰 路
平 間　 恵 子
後 藤　 啓 輔
鈴 木　 大 介
山 田　 知 央
守 谷　　 実
近 藤　 耕 介
鈴 木　 慎 吾
新 谷　 逸 生
山 田　 隼 人

委 員 長
幹 　 事
委 員
副委員長
副委員長
委 員
副 議 長
議員 ( 塾長 )
議 員
議 員

新 会 員
新 会 員

副委員長
副委員長

副 局 長

重 原　 拓 司
　

菅 井　 謙 敬
守 谷　　 実
鈴 木　 大 介
守 田　 敬 幸
加 藤　 廣 二
守 田　 和 弘
林　　 祐 作
野 村　 晋 也

近 藤　 耕 介
石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾
上 田　　 積
平 間　 恵 子
新 谷　 逸 生
北 﨑　 悌 綱
齊 藤　 徳 尚
榊 原　 博 史
山 田　 隼 人
渡 部　 康 晴

１０年間
９年間
８年間
５年間
４年間
３年間
２年間

１年間

( 地区 ) 広報渉外委員会

( 地区 ) 経済再生戦略委員会
( 地区 ) 財政特別委員会

( 地区 ) 地区大会運営委員会
( 地区 ) 道北エリア運営会議

２０１７年度

政治経済委員会
冬まつり事務局

烈夏事務局

広報渉外委員会

太 田　 二 郎
三 津 谷　 宏
宇 山　 浩 好
稲 沢　 春 香

上 堀　 倫 典
堀 田　 一 寿
森 屋　 政 人
加 藤　 伊 織

上 村　 有 史
守 田　 和 弘
渡 邉　 正 俊

金 田　 一 宏
鈴 木　 大 介
山 添　 宏 基

加 藤　 廣 二
鈴 木　 慎 吾
山 上　 雄 司

　とりわけ力を入れたのが
中心市街の活性化です。旭
川青年会議所の先輩諸兄が
創った日本で初めてとなる
恒久型歩行者天国「買物公
園」。地域の代表的な季節
のイベントとなっている烈
夏七夕まつりや旭川冬まつ
りをはじめ、わが街の顔と
なる様々な中心部の賑わい
を創ってきました。
　冬まつり支援事業では開
園 100 周年を記念して常
磐公園で再び賑わいを創
り、烈夏七夕まつりでは買
物公園に笹短冊を設置。買
物公園ができた頃の街の勢
いを感じさせてくれた総務
委員会による「買物公園例
会」。一杯をかけて高校生
が買物公園に集結した「旭
川ラーメン甲子園」。さら
には新会員による例会テー
マも「常磐公園」、親睦事
業もまちなかゴミ拾いラ
リー。まちなかの活性化に
つながる取り組みをメン
バー挙げて徹底して行いま
した。

佐々木 雄大
山 本　 英 樹
筒 井　 和 騎
佐 々 木　 聖

後 藤　 啓 輔
守 田　 敬 幸

野 村　 晋 也
平 川　 貴 幸
原 渕　　 輝

西 脇　　 務
渡 邉　 正 俊
大 野　 史 聖
近 藤　 修 司

榊 原　 博 史
守 谷　　 実

この年について

会員数

スローガン

2017.01-12
平成 29 年度

71 名

19 名
13 名

新会員：
卒業生： ）（

前　進

出　向　者

北海道地区協議会 石 川　 泰 路
鈴 木　 慎 吾

他　計 17 名

委 員 長
塾 長

( 役員 ) 広報渉外委員会
道北エリアアカデミー研修塾
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ
1 月第二例会 若者の活気に満ちたまちづくり

2 月第一例会 第 58 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

2 月第二例会 ONE FOR ALL,ALL FOR ONE
～一人は皆のために、皆は 1 人のために、

スポーツに学ぶ組織力～

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
ZENSHIN all night ～気持ちは清らかに 

身体すべてぶつかりあい 前へ進もう～

4 月第一例会 地域資源が育む郷土愛
～人と人が繋ぐ地域の魅力～

5 月第一例会 平和通買物公園
「出発～現在～未来への前進」

6 月親睦事業 J-WALK ～何もかも言えたよ…夏～

7 月第一例会 そうだ！地元を知ろう！
魅力いっぱい旭川体験バスツアー

8 月第一例会 第 27 回 烈夏七夕まつり
伝統への軌跡～百年後へ紡ぐ創始の想い～

8 月青少年事業 親子でいっぱい体験しよう
 わくわく体験バスツアー

9 月第一例会 『ZERO TO ONE』
〜 ”0” から ”1” を生み出す力〜

9 月第二例会 臨時総会
9 月第三例会 定時総会

10 月第一例会 旭川の中心で郷土愛を叫ぼう
　～青少年から創めるまちづくり～

10 月第二例会 新会員例会
今進 imagine 〜いま、地域資源を想う〜

11 月事業 じもと×しごと発見フェア 旭川開催
11 月第一例会 創立 67 周年記念式典・祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会 全力前進

12 月第一例会 2018 年度各委員会よ
暁にほえろ！

12 月親睦事業 JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　
　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

　

若者の活気に満ちたまちづくり
担当：政治経済委員会

1 月第二例会
第 58 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

担当：冬まつり事務局

地域資源が育む郷土愛
～人と人が繋ぐ地域の魅力～

担当：旭川創生委員会

ONE FOR ALL,ALL FOR ONE ～一人は皆のために、
皆は 1 人のために、スポーツに学ぶ組織力～

担当：人財委員会

平和買物公園
出発～現在～未来への前進

担当：総務委員会

2 月第一例会

4 月第一例会

2 月第二例会

5 月第一例会
そうだ！地元を知ろう！
魅力いっぱい旭川体験バスツアー

担当：旭川創生委員会

7 月第一例会

第 27 烈夏七夕まつり
伝統への軌跡～百年後へ紡ぐ創始の想い～

担当：烈夏事務局

8 月第一例会
旭川の中心で郷土愛を叫ぼう
～青少年から創めるまちづくり～

担当：旭川創生委員会

じもと×しごと発見フェア
旭川開催

担当：政治経済委員会

10 月第一例会 11 月事業
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第６８代理事長

岩井 隆行

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長（人財室）
副理事長（地域資源室）
副理事長（まちづくり室）
専務理事 ( 推進室 )
指名理事 ( 地域資源室長 )
理事 ( 推進室長 )

理事 ( 旭川創生委員長 )
理事 ( 政治経済委員長 )
理事（人財委員長）
理事 ( まつり事務局長 )
理事 ( 広報渉外委員長 )
理事 ( 総務委員長 ) 
監事
監事 ( 外部 ) 
監事 ( 外部 ) 

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

岩 井　 隆 行
海老子川 雄介
石 川　 泰 路
菅 井　 謙 敬
伊 藤　 久 美
清 水　 健 史
新 谷　 逸 生
北 﨑　 悌 綱
工 藤　　 森

平 間　 恵 子
髙 橋　 宏 典
山 田　 隼 人
尾 野　 洋 介
上 田 　　 積
渡 部　 康 晴
長 井 翔 一 郎
鈴 木　 慎 吾
守 田　 和 弘

棚 橋　 真 希

野 村　 晋 也

小 林　 大 祐

尾 野　 洋 介 ( 他 4 名 )

上 田　　 積
堀 田　 一 寿
平 間　 恵 子

副委員長
委 員
委 員

新 会 員

副 局 長

副委員長

( 地区 ) 総務委員会

( 地区 ) 地区大会運営委員会

２０１８年度

まつり事務局

広報渉外委員会

まつり事務局

大西 紀一郎
谷 川　 輝 正
本 間　　 寛

池 田　 圭 治
棚 橋　 真 希
藤野 友里子
龍 後　 篤 志

海老子川 雄介
助 安　 秀 章
松 田　 基 樹

上 堀　 倫 典
斎 藤　 徳 尚
堀 田　 一 寿

上 田　　 積
近 藤　 耕 介
藤野 友理子

　各委員会主導で、自らが
考えて事業の案を出して計
画していくという事、そし
て楽しく運動を展開すると
いう事を念頭に、烈夏七夕
まつりに関しては、一つの
委員会が担当するのではな
く、全体事業と位置付けて
各部会をそれぞれの委員会
に割り振り行いました。ま
た、秋に新たな賑わいを
創ろうと、旭川地場産業
振興センターでラーメン
杯 2018 を開催。市民一体
となってラーメンを盛り上
げたいという想いから、プ
ロの店舗ではなくアマチュ
アの方を集めて、ラーメン
を作り一般の方に振る舞う
という企画内容でした。併
催で年を通じて集結した中
高生が中心となって夢会
議 2018 と題した事業を企
画。小学生向けに様々な職
業体験を行う事業となりま
した。さらに北海道地区大
会の主管立候補をし、全道
46LOM の承認を経て、2020
年度に開催が決定しました。

媚 山　 将 平
戸 田　 昭 弘
村 井　 正 雄

川 島　 和 也
髙 橋　 健 太
山 本　 英 樹

竹 田　 崇 裕
春 木　 正 樹
山 本　 優 作

高 塚　 託 也
畑 中　 真 吾
山 崎　 五 良

小 林　 大 祐
長谷川 周弘

この年について

会員数

スローガン

2018.01-12
平成 30 年度

66 名

16 名
14 名

新会員：
卒業生： ）（

暁 想像し創造する

１００％アワード

野 村　 晋 也山 田　 隼 人
棚 橋　 真 希

重 原　 拓 司
菅 井　 謙 敬

工 藤　　 森
海老子川 雄介
清 水　 健 史
堀 田　 一 寿

近 藤　 耕 介
石 川　 泰 路
上 田　　 積
平 間　 恵 子
新 谷　 逸 生
佐 々 木　 洵
岩 井　 隆 行
宇 山　 浩 好

１１年間
１０年間

６年間
５年間
４年間
３年間
２年間
１年間

出　向　者

北海道地区協議会 海老子川 雄介
石 川　 泰 路

他　計 26 名

副 会 長
局 長

( 役員 ) 道北エリア担当
( 役員 ) 事務局

日本青年会議所 清 水　 健 史幹 事財政審査会議
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ

2 月第一例会 第 59 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA2018

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
All Night to AKATSUKI ～暁まで渾身に懇親しよう～
3 月第二例会 市民と創る冬のあさひかわ

4 月第一例会 ぼくらのまちづくり
～みんなでまちづくり

5 月第一例会 協心戮力
～ 2020 年北海道地区会員大会への道～

6 月第一例会 臨時総会
6 月第二例会 make the next leap

～ JC の更なる可能性～

7 月第一例会 会員会議所会議 in 根室

8 月第一例会 第 28 回 烈夏七夕まつり
～誇り高き魂、伝統の夏～

9 月第一例会 定時総会

10 月第一例会 ASAHIKAWA の魅力を発信する
10 月第二例会 新会員例会 A healthy life

～旭川を健康なまちへ～
10 月第三例会 夢会議 2018
～学生が考えるまちづくり & 第一回ラーメン杯

11 月事業 じもと×しごと発見フェア 旭川開催
11 月第一例会 創立 68 周年記念式典・祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

　
　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月
　

第 59 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA2018

担当：まつり事務局

2 月第一例会
市民と創る冬のあさひかわ

担当：政治経済委員会

協心戮力～ 2020 年北海道
地区会員大会への道～

担当：総務委員会

ぼくらのまちづくり
～みんなでまちづくり〜

担当：旭川創生委員会

make the next leap
～ JC の更なる可能性～

担当：人財委員会

3 月第二例会

5 月第一例会

4 月第一例会

6 月第二例会
第 28 回烈夏七夕まつり

～誇り高き魂、伝統の夏～
担当：まつり事務局

8 月第一例会

ASAHIKAWA の魅力を発信する
担当：政治経済委員会

10 月第一例会
夢会議 2018 ～学生が考えるまちづく
り 夢をつかめ！ユメツカ旭川 2018

担当：旭川創生委員会

地域資源を生かした賑わい
第 1 回ラーメン杯 2018

担当：まつり事務局

10 月第三例会 10 月第三例会
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第６９代理事長

菅井 謙敬

褒賞受賞者

出　向　者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長 ( 人財室 )
副理事長 ( 地域資源室 )
副理事長 ( まちづくり室 )
専務理事 ( 推進室 )
指名理事 (地区大会特別委員長)
理事 ( 推進室 室長 )

理事（政治経済委員長）
理事 ( 旭川創生委員長 )
理事 ( まつり事務局長 )
理事 ( 人財委員長 )
理事 ( 総務委員長 )
監事 
監事 ( 外部 ) 
監事 ( 外部 ) 
監事 ( 外部 ) 

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

１００％アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

北海道地区協議会

菅 井　 謙 敬
岩 井　 隆 行
石 川　 泰 路
新 谷　 逸 生
清 水　 健 史
髙 橋　 宏 典
工 藤　　 森
山 田　 隼 人
平 間　 恵 子

山 田　 知 央
筒 井　 和 騎
宇 山　 浩 好
野 村　 晋 也
尾 野　 洋 介
重 原　 拓 司
海老子川 雄介
近 藤　 耕 介
鈴 木　 慎 吾

小 峯　 督 朗

西 脇　　 務

山 崎　 五 良

西 脇　　 務

小 峯　 督 朗

野 村　 晋 也

尾 野　 洋 介

山 田　 隼 人 ( 他 3 名 )

池 田　 圭 治
野 村　 晋 也
岸 井　 一 憲

石 川　 泰 路
新 谷　 逸 生
平 間　 恵 子

他　計 21 名

幹 　 事
議 　 員
代表幹事

運営専務
委 員 長
委 員 長

新 会 員

副 局 長

副委員長

重 原　 拓 司
　

工 藤　　 森

山 田　 隼 人
棚 橋　 真 希
筒 井　 和 騎

石 川　 泰 路
菅 井　 謙 敬
平 間　 恵 子
新 谷　 逸 生
佐 々 木　 洵
清 水　 健 史
宇 山　 浩 好
髙 橋　 宏 典
馬 場　 智 章

１１年間
７年間
６年間
５年間
４年間
３年間
２年間
１年間

( 地区 ) 持続可能社会創造委員会
( 地区 ) 道北エリア運営会議

( 地区 ) 道北エリアアカデミー研修塾

( 役員 )
( 役員 ) 持続可能社会創造委員会

( 役員 ) 地区大会運営委員会

２０１９年度

まつり事務局

人財委員会

地区大会特別委員会

蝦 名　 安 信
中 本　 吉 彦
藤 兼　 大 和
奈良岡 美咲
谷川 虎太郎

庵 原　 克 俊
小 峯　 督 朗
馬 場　 智 章
久 保　 竜 弥
渡 邉　 涼 太

工 藤　　 森
森 屋　 政 人

太 田　 二 郎
本 間　　 寛

伊 藤　 久 美
西 脇　　 務

　「楔」が持つ意味の通り、
何かを砕き刻む楔と、何か
と何かを繋ぎ強固なものに
する楔。この二つの想いを
込めて、今後の旭川の発展
に向けて、内部の組織運営
に対する考え方、文化、歴
史、政治、経済、教育、環境、
地域など事業の対象分野、
そして世代や性別、人種、
国籍、マジョリティやマイ
ノリティを問わず、全てに
目を向け楔の心を持ってま
ちづくりを行いました。
　2 月には旭川冬まつり支
援事業、8 月には烈夏七夕
まつりを行いました。また、
旭川の文化をテーマとした
例会を 3 月に行い、8 月に
様々な文化を体験する事業
を実施。他にも旭川の経済
発展の可能性を旭川空港の
利活用や、北海道から距離
が一番近い外国であるロシ
アとのビジネス交流から提
案。また、来年に控えた北
海道地区大会旭川大会の実
施に向けて機運を高める年
となりました。

尾 崎　 恒 夫
成 田　 卓 也
堀　　 直 也
印南 雄太郎

久 保　 竜 弥
龍 後　 篤 志

工 藤　 貴 弘
野畑 健太郎
若 林　 正 城
横 内　 浩 平

岸 井　 一 憲
西野目 晃正
湯 野　 永 知
坂 下　　 翼

菅 井　 謙 敬

この年について

会員数

スローガン

2019.01-12
平成 31 年度（令和元年度）

69 名

22 名
9 名

新会員：
卒業生： ）（

楔の心
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活動の軌跡

1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ

2 月第一例会 第 60 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
Deepen the wedge ～楔を深め前進しよう～
3 月第二例会 人生を豊かにする文化のチカラ
3 月第三例会 公開討論会

〜北海道を動かすのは旭川だ！〜

4 月第一例会 旭川の発展が北海道を救う

5 月第一例会 楔～身近に感じる地区大会～

６月第一例会 「Our Mission」
～自信と組織の強化と拡大～＆異業種交流会
６月親睦事業 サンロクでゴミ拾いナイトウォーク

7 月第一例会 臨時総会

8 月第一例会 第 29 回 烈夏七夕まつり
～市民みんなでレーッカ、レッカ！～

8 月第二例会 ぶんか体験コレクション
〜文化で心を豊かに〜

9 月第一例会 定時総会
9 月第二例会 第 68 回北海道大会北見大会
9 月第三例会 道は北にあり !

〜ロシアとの関係に迫る〜

10 月第一例会 新会員例会
旭川農業の底力〜その可能性を探る〜

11 月第一例会 創立 69 周年記念式典・祝賀会
11 月第二例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

第 60 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

担当：まつり事務局

2 月第一例会
人生の豊かにする文化のチカラ

～大人達が豊かにするまちへ～
担当：旭川創生委員会

楔～身近に感じる地区大会〜
担当：総務委員会・地区大会特別委員会

市長例会
「旭川の発展が北海道を救う」

担当：政治経済委員会

our mission ～自身と組織の
強化と拡大～＆異業種交流会

担当：人財委員会

3 月第二例会

5 月第一例会

4 月第一例会

6 月第二例会
第 29 回烈夏七夕まつり
～市民みんなでレーッカ、レッカ！～

担当：まつり事務局

8 月第一例会

ぶんか体験コレクション
〜文化で心を豊かに〜

担当：旭川創生委員会

8 月第二例会
第 68 回北海道地区大会

北見大会への参画
担当：地区大会特別委員会

道は北にあり！
～ロシアとの関係に迫る〜

担当：政治経済委員会

9 月第二例会 9 月第三例会
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第７０代理事長

新谷 逸生

褒賞受賞者

新　会　員

役 員 名 簿

卒　業　生

理事長
直前理事長
顧問
副理事長（地域資源室）
副理事長（まちづくり室）
副理事長（組織開発室）
専務理事 ( 運営室 )
指名理事（まちづくり室長）
理事 ( 組織開発室長 )
理事 ( 地域資源室長 )
理事 ( 運営室長 )

理事 ( 創立 70 周年特別委員長 )
理事（人財委員長）
理事 ( まつり事務局長 )
理事 ( 旭川創生委員長 )
理事 ( 政治経済委員長 )
理事 ( 広報渉外委員長 )
理事 ( 総務委員長 ) 
監事
監事
監事 ( 外部 ) 
監事 ( 外部 ) 

フレッシュマンアワード

アクティブアワード

会員拡大アワード

ＡＢＣアワード

ななかまどアワード

新 谷　 逸 生
菅 井　 謙 敬
石 川　 泰 路
尾 野　 洋 介
平 間　 恵 子
渡 部　 康 晴
山 田　 隼 人
清 水　 健 史
筒 井　 和 騎
宇 山　 浩 好
佐 々 木 雄 大

山 崎　 五 良
山 田　 知 央
遠 山　 優 太
能 澤　 悠 多
林　　 祐 作
池 田　 圭 治
佐々木　　洵
髙 橋　 宏 典
重 原　 拓 司
近 藤　 耕 介
海老子川 雄介

中 保　 翔 太

馬 場　 智 章

山 崎　 五 良

能 澤　 悠 多 ( 他 5 名 )

岸 井　 一 憲副委員長

新 会 員

副委員長

委 員 長

( 地区 ) 総務広報委員会

２０２０年度

旭川創生委員会

７０周年特別委員会

旭川創生委員会

遠 藤　 健 晃
高尾 健一郎

石 坂　　 圭
佐々木 勇輔
山 本　 昌 史

大西 紀一郎
若 林　 正 城

宇 山　 浩 好
山 田　 知 央

印南 雄太郎
平 間　 恵 子

　創立 70 周年、烈夏七夕
まつり 30 回目、そして北
海道地区大会旭川大会の開
催と大きなイベントが重
なった年でした。新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響
により、スケジュール含め
様々な変化を強いられたな
か「いま出来ることを精一
杯行おう」とメンバー全員
が団結し、特に地区大会
は開催ギリギリまでスケ
ジュールの変更があり、開
催方法も従来のものではな
い新しいことへのチャレン
ジの連続となりました。
　烈夏七夕まつりの記念す
べき第 30 回は中止となり
ましたが、「創始の想い」
を紡ぐべく、歴史を振り返
る記念式典として開催しま
した。また、旭川市内の小
学 5・6 年生に自分たちの
夢を描いてもらい、集まっ
た 734 枚の夢の中から投
票で選ばれた児童に職業体
験を通じた夢の体験をして
いただきました。

川 村　 健 太
中 保　 翔 太

哘 崎　 恭 寛

小 林　 大 晋
堀　　 浩 之

熊 谷　 哲 一
藤 井　 裕 万

髙 橋　 宏 典

この年について

会員数

スローガン

2020.01-12
令和 2 年度

64 名

11 名
8 名

新会員：
卒業生： ）（

躍　動
～未来へつなぐ感謝～

１００％アワード

尾 野　 洋 介
岸 井　 一 憲
佐 々 木 雄 大

清 水　 健 史

筒 井　 和 騎
堀　　 浩 之
池 田　 圭 治
林　　 祐 作

重 原　 拓 司

山 田　 隼 人

馬 場　 智 章
中 保　 翔 太
遠 山　 優 太
渡 部　 康 晴

石 川　 泰 路
平 間　 恵 子
新 谷　 逸 生
佐 々 木　 洵
野 村　 晋 也
宇 山　 浩 好
小 峯　 督 朗
石 坂　　 圭
中 本　 吉 彦
能 澤　 悠 多

１２年間
７年間
６年間
５年間
４年間
３年間
２年間
１年間

出　向　者

北海道地区協議会 石 川　 泰 路

他　計 12 名

顧 　 問( 役員 )
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1 月第一例会 定時総会／新年交礼会／卒業生を送る夕べ

2 月第一例会 第 61 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

3 月第一例会 新会員仮配属式／一泊親睦事業
躍湯～持続可能な温泉事業～

旭川市教育委員会へ 3,000 枚のマスクを寄贈
4 月第一例会 旭川 JC 宣言の検証と今後

5 月第一例会 市長対談 新型コロナウイルス
（COVID-19）に伴う旭川の現状と対策

6 月第一例会 みんなで元気になろう！
JC 運動とコロナの共存

活動の軌跡

7 月第一例会 臨時総会
7 月第二例会 願い

～旭川に大きな光と賑わいを〜

8 月第一例会 第 30 回 烈夏七夕まつり記念式典

9 月第一例会 第 69 回北海道大会旭川大会
9 月第二例会 定時総会

10 月第一例会 青少年よ未来へはばたけ！
～夢を描こう～

10 月第二例会 新会員例会
女性が企業の未来を救う！～持続可能な企業を目指して～

11 月第一例会 SDGs 推進例会
aSappy も Daisuki Genki な asahikawa

11 月第二例会 創立 70 周年記念式典
11 月第三例会 卒業生例会

12 月第一例会 意気込み例会
12 月親睦事業 JC クリスマスパーティ

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月
　

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月
　

第 61 回旭川冬まつり支援事業
わくわく ICE SQUARE in TOKIWA

担当：まつり事務局

2 月第一例会
旭川市教育委員会へ

3000 枚のマスクを寄贈
担当：三役

願い～旭川に大きな光と
賑わいを～

担当：まつり事務局

市長対談 新型コロナウィルス
（COVID-19）に伴う旭川の現状と対策

担当：政治経済委員会

第 30 回烈夏七夕まつり記念式典
担当：まつり事務局

地域支援事業

7 月第二例会

5 月第一例会

8 月第一例会
第 69 回大会北海道地区旭川大会

咲誇る未来へ
担当：ALL 旭川 JC

9 月第一例会

青少年よ未来へはばたけ！
～夢を描こう～

担当：旭川創生委員会

10 月第一例会
aSappy も Daisuki

Genki な asahikawa
担当：/ 広報渉外委員会

創立 70 周年記念式典
担当：/ 創立 70 周年特別委員会

11 月第一例会 11 月第二例会

植樹事業～感謝のバトン～ 
は 延 期 と な り 2021 年 6 月
23 日に行いました
担当：2021 年度広報渉外委員会

創立 70 周年記念事業



	▶ 歴代理事長座談会

	▶ 第 69 回北海道地区大会旭川大会 (2020 年 )

	▶ 旭川ナナカマド基金の設立 (2013 年〜 )

	▶ 東日本大震災復興支援事業 (2011 年 )

	▶ たいせつマルシェ (2008 年〜 )

	▶ 旭川ユナイテッドチルドレン (2009 年〜 )

	▶ 旭山動物園マイスターボランティア (2006 年〜 )

	▶ 烈夏七夕まつり (1990 年〜 )

	▶ 旭川冬まつりの支援 (1984 年〜 )

	▶ 創立 60 周年記念式典・記念事業 (2010 年 )

	▶ 創立 65 周年記念式典・記念事業 (2015 年 )

	▶ 創立 70 周年記念式典・記念事業 (2020 年 )

トピックス
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歴代理事長座談会

それぞれの年度を振り返って
池田：歴代理事長座談会を開始させていただきま

す。本日はお忙しい中お集まりいただきまして誠

にありがとうございます。

尾野：まずは皆様の理事長時代を振り返っていた

だき、当時どのような思いで一年をスタートされ

たか、どのような一年だったかお話いただければ

と思います。

石田：2009 年は、我行精神～誇りと伝統の継承、

そして新たな組織進化へ～をスローガンとして、

いかに新会員を増やせるかを課題に、新会員を開

発する委員会を 2 つ用意し、結果 24 名の新会員が

入会しました。たいせつマルシェでは旭川市の職

員の方を実行委員会に入っていただき、旭川のひ

とつのイベントとして育てていきたいという思い

でやっていきました。たいせつマルシェを市民移

管し手放す雰囲気になった年でもありました。後

はユナイテッドチルドレンを設立し、JC のような

組織を中高生で作っていく中で、新・旭川 JC 宣言

も終盤の年で、新しい JC 宣言を 2010 年に作ろう

と LOM の理事会で揉んだりもしていました。

渡邊：2010 年は創立 60 周年に向けて動くことを

考えて、事業については各委員長にお任せしてい

ました。私の役目は 60 周年の式典に会頭に来ても

らいたいという強い思いで、日本 JC の各ファンク

ションなどを全て参加し、早朝会議にて理事長の

名前を必ず呼んでもらって、会頭にアピールする。

たまたま、世界会議が大阪開催で参加しやすかっ

たのもありますが。結果 800 人規模の記念式典に

なりました。函館 JC も 60 周年で、お互い情報交

換しながら一緒に頑張っていました。険しい 1 年

でしたが楽しい 1 年でした。

本間：2011 年はとにかく旭川を元気にしたいと思

いからスタートしました。まず第一に実現したの

が冬まつり支援事業です。大勢の観光客の方に来

ていただいて旭川の冬を感じていただいたと思い

ます。また、公益社団法人にするのか、一般社団

法人にするのかを決める年でもありました。毎回

会議体を設けて委員会とは別に議論を重ねました。 

最終的には一般社団法人になりましたが、それで

よかったと思います。また、忘れてはならないの

は東日本大震災があった年でもありました。阪神

実施日：2021 年 9 月 27 日
石 田　 慶 嗣
渡 邉　 千 晃
本 間　 公 浩
牧 原　 史 典
鈴 木　 慎 吾
石 川　 泰 路
海老子川 雄介
菅 井　 謙 敬
新 谷　 逸 生
尾 野　 洋 介
池 田　 圭 治

第 59 代 理 事 長
第 60 代 理 事 長
第 61 代 理 事 長
第 64 代 理 事 長
第 65 代 理 事 長
第 66 代 理 事 長
第 67 代 理 事 長
第 69 代 理 事 長
第 70 代 理 事 長
第 71 代 理 事 長
2021 年度専務理事

パ ネ リ ス ト

ファシリテーター
司 　 会

出席者

創 立 60・65・70 周 年 を 記 念 し、

2006 年 か ら 2020 年 ま で の 理 事 長

の 皆 様 を お 招 き し た 歴 代 理 事 長 座

談 会 を 開 催 し ま し た。 出 席 い た だ

いた、9 名の歴代理事長に様々なエ

ピソードを 2021 年度理事長からお

聞きします。
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淡路大震災の際に旭川メンバーで復興支援に行っ

たのを知っていたので参考にしながら、支援物資

を送ったりしました。

牧原：2014 年のスローガンの勇往邁進は、目標目

的に突き進もうという想いで、1 番大きい出来事

は地区大会に主管立候補したことです。以前から

地区大会を誘致する話があった中で 2 度ほど立候

補に至らなかった過去があり、ぜひ僕の年には立

候補したいなって思って。結果は取れなかったけ

ど僕の中でこの年は、メンバー間の絆が深まった

印象でした。もう 1 つが東日本大震災の復興支援

事業で、2012 年の時に実施した福島の子ども達を

旭川に呼んで、リフレッシュにしてもらう事業を

2014 年にもやりました。

鈴木：三役を経ないで理事長をやったという突飛

な例でありまして、ここにいる強烈な先輩方の教

えの下、頼まれたことは、すべて答える気持ちで

やらせて頂きました。前年に地区大会に手を上げ、

残念ながらという流れの中で、2015 年は重鎮の

方々含め 22 名が卒業してのスタートということ

で、経験の浅い私と石川泰路くんをはじめ、現役

メンバーと共に、65 周年という節目を皆さんに助

けていただいて、なんとか一年乗り越えられたと

いうのが感想です。節目に何をやり遂げるのかよ

り、市民との共感、JC が市民とまちづくりをつな

ぐ役目であることを認識しながら共感を元に 1 歩

ずつ歩んでいきたいと考えていました。その中で

最後に LOM 内褒賞を決める時に三役が、担当以外

の委員会が良かったと評価をしていたことが驚き

と共に 1 番嬉しかったことでした。記念事業を作

り上げる工程が普段の年よりも 1 つ多くなり負荷

がかかる中で三役が委員会をしっかりと導いてく

れたということに尽きる一年だったなと思います。

石川：夢ビジョン 2010 の後半に差し掛かる年で、

前半色々と提言されてきたことを 2020 年のゴー

ルに向けて方向性を示す 1 年と位置づけていまし

た。 地区大会を 5 年以内に実現するということや、

自らが行動する心を養うための青少年育成、産官

学など他団体との連携した政治経済やまちづくり、

新会員を拡大するためだけに広報を行うことなど、

一つひとつに目的を絞って取り組みました。

海老子川：理事長や委員長がなかなか決まらず、

人事もすごく苦労している年がずっと続いていて、

その流れをどうやったら変えられるかなと思って

いて、もっと前に進める組織が続いていくために、

みんながいきいきと夢を語れて邁進出来る雰囲気

を作るべく、メンバーの力をお借りして一年邁進

しました。福岡に行ったり、鶯歌の式典で来賓と

して扱っていただいたり、鶯歌の姉妹 JC のマレー

シア JC と交流したり LOM の行事とはまた違う経

験をさせてもらいました。

菅井：第 69 代理事長で会員も 69 名でした。年号

は令和へ、消費税が 10% になるなど、ニュースが

多かった年でした。日本 JC では鎌田会頭が日本一

SDGs を推進する団体になると掲げ、持続可能な形

で事業をやっていくべきだという風潮もあった年

でした。地区大会の準備として、地区大会特別委

員会を立ち上げ、理事会の度に情報共有をしまし

た。新しいことでは文化振興に関心が強かったの

で、文化などのなかなか結果が出にくい事柄にも

着手したい思いがありました。個人的には繋げる

年と位置づけたので行政との風通しも考えて公職

を積極的に出ました。会員数的に中小企業の数だ

と思って、対話中心の組織にしていかなきゃいけ

ないという風に思いました。

新谷：LOM の創立 70 周年、第 30 回烈夏七夕まつ

り、北海道地区大会旭川大会の開催、3 つが重なる

とわかった上でお受けしました。副理事長は全員
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何かの実行委員長を兼務していただき実務的な部

分は、実行委員長をはじめとする LOM の皆さんに

お任せをしながらとにかく外に出てトップ外交官

としてつながりを持って走る覚悟をしていました。

その中、2 月から新型コロナウイルスが流行りだ

し、全国 692LOM の理事長さんのグループライン

を作って情報共有をしたり、大きな事業を抱えて

いる中で、中止する選択肢もある中、JC らしくそ

の時できる形を模索する方向で、委員長の皆さん

には、非対面でも情報発信できる手段など、今で

きることを考えて柔軟に取り組んでもらいました。

新・旭川 JC 宣言の内容と検証
尾野：ありがとうございます。2010 年までの運動

指針である、新・旭川 JC 宣言の部分に関してお話

をいただければと思います。

石田：事業や議案を考えるときに新・旭川 JC 宣言

に沿っているのかが重要だった。2006 年の烈夏は、

地域社会から住民参画するまつりとして作り手と

担い手と参加者の三位一体を考えた。事業計画に

宣言のどの部分がどう組み込まれているのかが理

事会で問われる。宣言が達成されるために、どう

いう効果を出していくのかが大事だった。

渡邊：各事業はゆくゆくは市民に渡していく流れ

で動いていた。烈夏もそうだし旭山動物園マイス

ターボランティアも。この宣言、指針を念頭にお

いて、理事会も宣言をベースに議論しました。

尾野：その後宣言が検証され新しい旭川 JC 宣言で

ある夢ビジョン 2010 ができたのが 2010 年ですね。

渡邊：今日欠席してる近藤君が委員長で、検討会

議を行って検証や新しい宣言の内容を決めました。

尾野：夢ビジョン 2010 の内容はどのようにして作

られたのでしょうか。

海老子川：全メンバーを対象にしたアンケートを

取ったなかで印象として残っているのは、やらさ

れ感という回答が多かったんですよね。委員会で

素案を書いて上程をして。検討会議を重ねて、で

きたのが 11 月の式典の発表ギリギリでしたよね。

本間：やらされ感っていうのがね、前からだけど

すごく問題で、みんな思っていた部分だったんだ

よね。過去の検証しないと怒られる時代だったん

ですよ。やらされ感を脱するには、そこしかない

という想いでスタートをしていました。

宣言に沿った継続事業が生まれた
石川：一般社団法人にした理由のもう一つとして

共益の事業つまり LOM 内の研修を大事にしたいと

いうのもありましたよね。あと、ユナイテッドチ

ルドレンって 3 つの柱の次代を担う子ども達の育

成に合致してましたよね。実際に子ども達が自ら

の手で未来を良くして行きたいというのと、それ

を体験する環境を作る方法として、当時静岡県浜

松市で 4 名の中高生が発足した活動に共感したわ

けですよね。

渡邊：発足したのは石田君の年。全国数カ所で JC

が UC を作る動きがあり、認証番号 7 番の旭川と

してもという思いもありました。

石田：本当はね、大学生を入れたかった。

石川：UC のくくりが中高生だったんですよね。

石田：そうなんだけど大学生も入れた方がより効

果に繋がるって感じたんだけどね。当時の委員長

に取り下げられました（笑）

石川：アイスドームで壺屋さんとコラボしたメロ

ンパンを旭川 UC で売ってましたよね。旭山動物

園マイスターボランティアもやってたから、その

売上を動物園に寄付したり。たいせつマルシェも、

住民参画システムの構築のイメージがあります。

最初は一次産業の農家さんが対面販売する仕組み

でしたよね。本間先輩の時は 7 回やりましたよね。

本間：2 週間おきのペースで、その年度の最後が食
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べマルシェだったんです。

石川：旭川市の方で秋の賑わいを作るみたいな動

きがあったときに、たいせつマルシェが参考にさ

れて食べマルシェが出来たんですよね。

本間：たいせつマルシェ協議会に市役所の方も入っ

ていたからね。

地区大会主管立候補へ
尾野：2014 年に地区大会主管立候補をしました。

牧原：当時は地区大会についてマイナスイメージ

が多かったですね。実際に大会が終わった後、み

んな疲れて、メンバーが減るとか、体力が落ちて

くる部分もあり。

海老子川：反対の方に対しても下地作りからしな

きゃいけないということがあって。

石田：2009 年の地区大会誘致の例会では立候補す

る結論が出たが、稚内が出ることになり、その後

雲行きが怪しくなっている状況になってた。

牧原：当時の専務の海老子川君と、函館が立候補

するし旭川もこのタイミングでしたいよね。めっ

ちゃ楽しいよねというのが本当に最初のきっかけ

ですね。その後大変でしたけどね。

海老子川：結構大変でしたね。いろんな圧力がか

かったり。なぜ理事長所信に書いてないんだって。 

牧原：まったく触れず立候補しますって言ったか

ら。理事からも色々なこと言われて。でもそのぐ

らいの感覚でやらないとたぶんいけないなって。

創立 65 周年を迎えた 2015 年以降
尾野：2015 年は節目を迎え、夢をかたちにをテー

マにまちづくりや青少年育成事業を行いましたね。

鈴木：旭川 JC 宣言の文書に、夢をかたちに、そし

てかたちを現実にと最後に書かれており、ターニ

ングポイントとして、夢を漠然とさせないで、具

体的に何をするのかが、夢をかたちにするという

ことなのですね。具体的な事業を構築したいなと

いうことから一年スタートしました。

石川：2011 年から歴代のスローガンは、夢がキー

ワードになっているんです。2016 年は NextStage 

on the Dremers が ス ロ ー ガ ン で す け ど、 夢 を 持

ち実現する人々が次のステージに行きましょうと

いう意味合いで、サブタイトルの 5 年後の未来を

描くと、数字をあえて入れたのは、5 年後である

2020 年に夢ビジョン 2010 を完結するための方向

性を示すのが大命題でした。

海老子川：市役所にいくつかの機関があって、JC

に対する期待値って高かったんですよね。余って

いる予算を LOM の事業にしたり、先輩方が続けて

きたまちづくりの協働。市民と一体になって 夢を

作っていくという議論と具体的な実践ができたと

いう期待がありました。LOM メンバーの反応も良

かったし、内外の熱が高まっていた中でできたと。

石川：海老子川先輩の時は、中心市街地の活性化

の印象があります。ラーメン甲子園の実施もそう

ですし、買物公園の名前も変えようという運動を

起こして、街のシンボルに再び注目してもらうきっ

かけとなり、それが新聞に載ったり。

尾野：2019 はどうですか。

菅井：SDGs に当てはめて可視化したら目的達成が

分かりやすくなった。また 2018 年から地区の議案

フォーマットとほぼ同じにし、2019 年から KPI 値

を設定し、企業で採用しているような数値的な目

標を導入した議案になっています。

新谷：2020 年は、夢ビジョン 2010 の検証という

タイミングを迎えました。2030 年までの世界共通

の目標である SDGs に、それぞれの事業を結びつけ

て、具体的に 17 のゴールターゲット 169 のターゲッ

トを当てはめて続けていく中で、旭川独自の運動

指針は設定しない方向になりました。

最後にひとこと
石田：いろんなことが起こっていますが、次の新

しい時代に向け、発想力で切り開いていただきた

いと思います。ありがとうございました。

渡邊：10 年ぶりに円卓に来て座れたのは本当に懐

かしいですね。松倉先輩が理事長の時に初めて委

員長に立候補して。本当に当時は大変でしたが楽

しかった。自分の能力に限りはありますが、地域
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をどうにかしたい、何かしたいという意識が芽生

える。そこが JC の素晴らしい所だと思います。

本間：先輩から理事長を経験したなら責任がある

ぞと。卒業しても旭川のために尽くしなさいと言

われて、今でもその約束を守ってきたつもりです。

卒業しても止まってはいけないなと思います。ぜ

ひここにいる理事長経験者の皆さんにも今後も頑

張っていただきたいです。

牧原： 現役の頃に結構大変だったことが、終わっ

てからいろんな場面で活かされたり。とても勉強

になるんで本当に一生懸命やれば卒業してからも

地域貢献できると思うので頑張ってください。

鈴木：自分の在籍当時を振り返ることができたの

でいい時間だったなと思いました。自分たちがやっ

ていた時よりも色々なものが発達している中です

が、人と人の付き合いなど、昔も今もこれからも

JC のあり方って基本は変わらないと思いますので、

苦労しながらも 40 歳までという学びの場を活用し

ながら、自分の人生の糧にしていただければと思

います。また、新会員の方と話す機会が最近あっ

たのですが、一生懸命だし真面目で、とにかく明

るいんですよね。旭川 JC もこれからも伸びるし安

心だなって思いました。ありがとうございました。 

石川：雲の上の存在の先輩方と肩を並べて一緒に

円卓に座ってお話できたのは本当に貴重な経験で

した。立派にやったよね、ここまで旭川引っ張っ

てくれたよねって思っていただければ、歴代理事

長だった身として本望だったと思います。2021 年

でラストなんで最後まで駆け抜けて卒業したいと

思います。ありがとうございました 。

海老子川：久しぶりに緊張感があって、JC という

濃密な時間を取り戻せた気分になれたし、また明

日から違う自分ですごせるかなと思います。2020

年、非常に厳しい中でなかなか出すことができな

い答えを皆さんで議論したことに意義があったと

思います。青年会議所は街の灯です。そのことを

胸に刻みながら、現役の方も活動いただきたいで

すし、卒業したメンバーとしては、現役のみなさ

んの灯火となっていかなきゃならないと思いまし

た。良い機会を本当にありがとうございます。

菅井：本日知らなかった話がいくつもありました。

やっぱり語るに値する団体だなと感じた次第です。

現役の方に対しては、一生懸命やる姿は美しいと

いう言葉をかけたいなと思います。理事長の時は

本当におかげさまで楽しかったので、現役の皆様

に理事長を目指していただけると嬉しいです。ま

た、経済人として事業を強く伸ばすことを約束し

て、後はきちんと後任者を入れられるように頑張

りたいなという風に思います。

新谷：いかにデジタルの技術が進もうが、時代が

変わろうが、JC の本質って変わらないんだなとい

う風に思ってます。僕の年のスローガン躍動。と

にかく個人がやりまくれ！もっと輝け！と。 それ

に尽きるのかなと思います。私自身も残された現

役としての時間をしっかりと走り抜けたいですし、

記念誌を手に取る先輩方にも、今の現役もしっか

り頑張っているので、ぜひご安心をいただきたい

ということと、新会員を招き入れて育てる仕組み

もしっかり継承しておりまして、全道各地で会員

減少がすごいペースで進んでいますが、旭川は先

輩方が築いてくれた仕組みのおかげで 新しい方が

育ち組織が継続し続けております。現役の皆さん

には、やれることは多いから精一杯やった方がい

いと思っておりますので、その言葉をお伝えした

いと思います。

尾野：皆様ありがとうございました 。これで座談

会を終了します。本日は本当にありがとうござい

ました。
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第 69 回 北海道地区大会 旭川大会の軌跡

2014 年に地区大会主管立候補
石川：地区大会に立候補した経緯をお願いします。
牧原：私が入会した 2008 年の時に既に LOM 内で
地区大会に立候補しようという動きがありました。
2009 年度も立候補についてずっと検討していたん
です。その流れで 2010 年に立候補しようと動き始
めた際に、稚内 JC が立候補すると聞き親 LOM と
してバックアップに回る流れとなり断念しました。
この先地区大会に立候補しないんじゃないかとい
う雰囲気の時に、僕に理事長の声がかかり、海老
子川君に専務理事をお願いして、函館 JC が立候
補するという情報はあったけど、競い合うのも面
白いねという単純な発想からでしたが、やるから
には取りに行く決意で立候補しようと決めました。
当時の旭川 JC は継続事業ばかりに流されていたこ
ともあり、地区大会という新しいことを取り入れ
ることで、違った目線もできると考えていました。
海老子川：2010 年から遠のいている実態があって、
地区役員とか地区出向も遠のいていったんですよ
ね。出向被れみたいな言葉も当時はあったんです

けれども、牧原さんは松倉ブロック会長のセクレ
タリーや、日本へ出向されたりすごく高みを目指
されていて、自分も専務を受ける前の 2013 年に地
区役員で出向させてもらって、地区に出て行くと
確実に仲間も増えるし JC の醍醐味も体験できるし、
そういうメリットが地区大会を誘致することでよ
り広く LOM に伝播できるというメリットは牧原さ
んと話をしてました。同じ三役だった近藤副理事
長も地区役員で出向して頂いて、地区との関係と
か地区協議会に対するコミットみたいなものは根
底にはあったと記憶しています。
石川：2012 年から地区で始まった北海道 JC フォー
ラムをサンプルにして、2013 年、2014 年と行った
旭川未来創造フォーラムは、疑似地区大会みたい
なイメージを持ちながら関わった記憶があります。
海老子川：2010 年代運動指針の夢ビジョン 2010
ができ 2011 年から LOM の雰囲気が変わり、今ま
で言えなかったことも言えるようになってきたの
はあります。旭川の課題解決のために市民を巻き

実施日：2021 年 9 月 17 日〜 10 月 5 日

2020 年度に 30 年ぶりの北海道地区大会を

実現し、主管獲得までの流れを未来へ残す

べく、惜しくも獲得にならなかった 2014

年度の立候補から、2018 年にリベンジを達

成し、2020 年に実施するまでの流れを当事

者の皆様からお聞きします。

牧 原　 史 典 海 老 子 川 雄 介先輩 先輩
2014 年度理事長。2009 年に
ブ ロ ッ ク 会 長 セ ク レ タ リ ー、
2013 年には日本 JC 委員会の
小幹事として出向。地区大会
実現の足がかりを作った。

2014 年度専務理事、2017 年度
は 第 67 代 理 事 長。2018 年 度
は 2013 年度の地区委員長に続
く 2 度目の役員出向で、道北
エリア担当副会長を担った。

地区大会誘致検討の例会を開催
同じく例会を開催し賛成多数で主管立候補
が決定されるが稚内の立候補により保留に
旭川から石田道北エリア長を輩出し、留
萌大会のバックアップをする
旭川から酒井道北エリア長を輩出し、稚
内大会のバックアップをする
嶋岡ブロック会長を輩出
牧原理事長のリーダーシップのもと地区
大会に向けて再検討し、立候補を行うが、
函館に決定し獲得ならず
地区大会を再検討する
定時総会にて審議し主管立候補を決定
海老子川エリア長を輩出。主管立候補届
けを提出しプレゼンテーションを経て
2020 年度の開催が決定
石川運営専務、新谷委員長、平間委員長ら
3 名の地区役員を始め多くの出向者を輩出
地区大会を構築。途中新型コロナの影響
でオンライン開催に切り替え実施
新谷ブロック会長を始め地区役員を 3 名
輩出し、地区大会の御礼と感謝の年に

2008 年
2009 年

2010 年

2012 年

2013 年
2014 年

2016 年
2017 年
2018 年

2019 年

2020 年

2021 年
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込み参加できるフォーラムをやろうと、近藤理事
長の年に村本専務が旗振りとなって組み立てをし
ました。市民に対するインパクトや LOM 内で 1 つ
のことをやった達成感はあったと思います。
石川：旭川 JC 全委員会が 1 つの事業を作り上げる、
まさに集大成の場だったんですよね。
海老子川：地区の北海道 JC フォーラムも、それま
では会員会議所会議に合わせて各委員会の事業を
やっていましたが効率的じゃないし、サマコンに
習って北海道 JC の運動発信やタイミング的に問題
提起の場で、その成果を地区大会で発信するとい
うロジックで、事業の立て付けも時代に照らし合
わせて変わってきたし、少ない資源を最大限活用
して発信力を高める意味合いからも、一同に介す
る手法が出てきて、旭川も取り入れたのですね。
石川：2014 年を振り返るとたくさん学びはあり
ましたが、最初のとっかかりとしては仕事の傍ら
の JC 活動で更に負担や重圧がのしかかるようなイ
メージがあったかもしれません。
菅井：LOM と地区の活動の時間配分がいわゆる別
立てっぽい感覚で、重なったりどちらかだけとい
う話もあり、その印象はあったかなと思います。
僕は U ターン組だったので、地元のいろんな人と
関わりたいと思っていて、北海道とか日本とかは
遠慮しますみたいな話を聞いたのは覚えてます。
石川：メンバーの統制が大変だったと思いますが、
LOM 内でどんな動きをされましたか。
牧原：理事会で立候補を提案したらほとんどの理
事が反対だったんですね。当時の理事の人たちは、
出向など LOM 外の世界を見てない方も多かった記
憶があります。僕が外に出て感じたのは、旭川は
認証番号 7 番で、道北のリーディング LOM だから
しっかりしてくれないと困ると、僕が入会 2 年目
でブロ長セクだった頃から言われてました。それ
が外から見た旭川 JC の印象でした。知らないから
良いも悪いも分からないということで、地区大会
の説明会が函館であり、ほぼ理事全員と多くのメ
ンバーを引き連れて参加しました。その後、僕自
ら理事にアポを取り各委員会へ説明に回りました。
まずは理解を示して行動を起こしてもらいたいの
で、丁寧に話しを進めていった記憶があります。

菅井：僕らの委員会に来ていただきましたよね。
牧原：基本的には嫌な反発じゃないんで、話して
納得できなかったら説明聞きに行こうかと。
石川：当時僕の委員会でも議題に入れていました。
実際に誰がどの役をやるのかっていう話はでてい
ました。僕自身も何か役をやるかもしれないし誰
が音頭とるのかなと。最終的に理事会で満場一致
の賛成からの立候補でしたが、意思統一に向けて
どのような動きをされてましたか。

海老子川：安全第一のはずなのに現場でヘルメッ
トを被ってくれない中で、6 割ぐらいがヘルメット
を被ったら間もなく全員ヘルメット被るようにな
るっていう話を聞いたんですよね。立候補も 6 割
超えたら全員賛成に変わるイメージを持っていて。
澤田副理事長がうまく調整してくれました。理事
長も自ら声かけながら、道北エリアの理事長を同
志にして輪を広げていって、その姿を LOM メン
バーも見ていて、オセロがひっくり返る感覚もあっ
て、根室クールのプレゼンテーションで一気に実
感しましたね。4 番の函館、7 番の旭川が全力で挑
み、結果はどうあれ、まずは LOM が 1 つになった
ことにすごく感動した記憶がありますね。
石川：理事会の承認後からプレゼンテーションに
向かって 1 つの事業を構築していった姿に旭川 JC
の力強さと一体感を感じました。よく言われる 4
益は、どのように考えていたのでしょうか。
牧原：益よりもまずは旭川 JC 頑張ればできるのに、
言い方悪いですけどなめられてるよと。旭川のメ
ンバー 70 〜 80 人にいるのに 10 〜 20 人の LOM
に勢い負けてるって。直接言われなくても雰囲気
でそう見られたりするのが僕も嫌でなんとかした

菅 井　 謙 敬 石 川 泰 路先輩 君
2019 年 度 第 69 代 理 事 長。
2017 年に委員、2018 年に副委
員長で地区出向。持ち前のコ
ミュニケーション能力で地区大
会本番へバトンをつなげた。

2016 年度第 66 代理事長。2017
年広報委員長時にまるごそ北海
道 JC を創設。5 年間地区役員
で出向した。2019 年度は旭川
から 30 年ぶりの運営専務。
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いと。僕自身も結構言われました。卒業するから
責任ないよねと言うメンバーもいたし実際そうだ
な、後１、2 年あったらと思ったけど、歳だからしょ
うがないと。何言われても地区大会が旭川 JC を変
えるきっかけになる。その思いが 1 番強かった。
海老子川：本能ですか。
牧原：そうなの。 なぜって言われるとやりたいか
らって言うだけで、なかなか感じてもらえないメ
ンバーが多かったなって。最初は本当に抵抗が多
くて理事会で一度上程取り下げてるんですよ。そ
の時に海老子川専務ご立腹だったんですね。相談
もせず勝手に下げて。6 割の賛成で後々みんなが同
じ方向にというのが嫌だったんですね。次の理事
会までの間に函館に見に行ったりして、理事長が
そこまで言うならって 2 回目の審議で通りました。
菅井：もう一度丁寧に行ったってことですね。
石川：何回もお話しに来ていただきましたよね。
菅井：覚えてますね。取り下げた理事会も覚えて
るからオブザーブしてたような。
牧原：専務怒らせちゃった！ってその記憶が…。
相談すれば良かったなって。そういうところ突っ
走ってワンマンになっちゃから（笑）
石川：それだけ真剣な議論だったんですよね。
牧原：立候補する決議を取るまではいろいろ大変
でしたが、取った後のメンバーの力は本当に助け
られました。それがなかったら道北の他 LOM のメ
ンバーに旭川 JC 頑張ったねって言われなかっただ
ろうなって感じました。
菅井：根室に 30 人くらい来てましたよね。
石川：僕たちその根室のプレゼン用の VTR を作る
担当委員会で、道北の理事長さんたちのビデオを
撮りに行ったんですよね。
牧原：あーそうそう。
石川：その時他 LOM の理事長さんから旭川が元気
ないと道北全体が元気ないとみられるんだという
話も口酸っぱく言われたんですよね。そんなに言
うんなら 1 発元気出してやろうって気持ちになっ
たし。牧原理事長の熱意もあり、菅井先輩も含め
て自分の委員会メンバーに次回の理事会で賛成に
手を挙げるからって話をして。
菅井：言ってました。
海老子川：それが泰路らしいよね。黙って賛成に
手を挙げとけよって思うけど。
石川：僕は長く残るメンバーだから地区大会を実
施するときに何か役が来てもやりますよっていう
ことも含めての賛成ですからね。
菅井：やっぱり後よろしく感はすごい不安でした

けどね。理事長がということじゃないですけど。
牧原：僕は卒業しますけどぐらいな感じで…。
海老子川：卒業して地区大会の場面に立てなかっ
た人たちがいっぱいいて、確かに形としてはそう
だけど本当に立ちたかったと思いますよ。
石川：地区大会を獲得するために、対外に対して
どのような動きをしていましたか。
牧原：道北エリア長に道北 LOM 全体を巻き込ん
だ地区大会を構築したいという話を相談して、そ
の後に道北エリアの各理事長全員のもとへ挨拶に
行き、立候補の話をしたら全員が賛同してくれて、
道南エリア以外の理事長のところに挨拶行くと話
したら、道北の理事長が牧原さんを 1 人にさせな
い、必ず 2 人以上一緒に行くからと言ってくれて。
海老子川専務も 100％一緒に行ってくれましたが、
道北の理事長も一緒に行ってくれて、旭川だけで
はなく道北が一丸となっているのが、道央と道東
の理事長にはすごく強い印象だったのかなと。
石川：アポイントとかスケジュール管理とかはど
うされていたんですか。
海老子川：牧原理事長が直に各理事長とアポイン
ト取っていた記憶がありますね。理事長自ら外交
されていて、それがすごく格好良かったです。
石川：準備期間に大事なのは地区の諸会議、事業に
多くのメンバーでコミットするってことですよね。
海老子川：そうですね。結構ギリギリで無理やり
来てもらうのも多かったけど、行った先で牧原理
事長必ず声かけてたし食べさせてましたよね。
牧原：ソフトクリームを食べてたんだよね。男気
じゃんけんで一日にソフトクリーム 4 本とかね。
楽しみながら理事長同士でも交流していました。
海老子川：みんなでエスカロップ食べに行ったり
とか、かなり楽しくやっていた記憶がありますね。
石川：菅井先輩は北海道 JC フォーラムや地区大会
で小樽に行ったと思うんですが。
菅井：その時はやっぱり 2 年目の参加の仕方です
けどね。関わるというよりはまず内容を見てとい
うのとお食事会を通してちょっとおしゃべりした
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り。意外に地区出向者と地区大会中話す機会ない
じゃないですか。忙しくてね。あまり話し聞かな
かったなっていうのはありますよね。
石川：一般参加者も来場するイベントで、旭川か
らもブース出展しましたよね。寒いと思って温か
いものにしたら、ピーカンで全然売れなかった（笑）
菅井：コックコート着てやったんですよね。
石川：稚内大会の時も旭川醤油焼きそばを配った
りして、地区大会を肌感覚で体験するみたいな 。
牧原：確か僕の記憶では当時の山口地区会長に旭
川をアピールをするために、京都会議やサマコン
の早朝会議に行って、名前書いた記憶があります。
石川：そういえば早朝会議ってありましたよね。

2016 年から再び検討し始める
石川：その後、僕が理事長だった 2016 年度から改
めて地区大会の足がかりをつけていこうかという
中で、2014 年度の動きをかなり参考にしました。
担当副理事長が海老子川先輩でしたね。
海老子川：石川理事長の段階では立候補が前提に
近い話になってて。2014 年に函館に負けたけど、
勝つまでやめないみたいなスタンスで。その熱を
維持することが大切と思ったし、もう 1 つはやる
なら何やるか、立候補から先に進んだ議論が出来
たし、残るメンバーが見えてたから迷いはなく進
められたし大きな衝撃はなかった。
石川：副委員長以上で出向者をたくさん出す動き
がありましたね。役員である委員長以上で出るの
が 1 番大切だと地区側からは言われたけど、2017
年以降はその役割を僕や海老子川先輩がやって、
実務部分で実際に関われるメンバーも旭川にいる
という空気を地区に作っていくのも必要かなって。

海老子川：実際に立候補したのは 2018 年で、岩井
さんもかなり LOM 外でコミュニケーションとりな
がらやってた部分があるので、そこで団結して烈
夏 30 周年や創立 70 周年もあるし、そういう１年
にして 2010 年代運動指針を最後に大きく花開かせ
て次の 10 年代に行こうっていう前向きなビジョン
しかなかったです。

そして 2018 年に再び主管立候補へ
菅井：主管立候補の旗を振ったのは岩井理事長で、
牧原理事長の時も含めて長くいた人たちの地区大
会をやりたかった気持ちに報いたいというのは、
すごい覚えてる。あと地区出向している人ならわ
かると思うけど、旭川の議案の精度は高いんです
よね。なので北海道全域でやってもいいんじゃな
いかと背中を押すような話もあったりして、1 つの
方向としてはあったのかな。
石川：2017 年の時に 2020 年に残るメンバーを集
めて話し合いをしたんですよね。その時みんなで
やろうという方向になったのを記憶しています。
新谷：地区大会に手をあげるという強烈なリーダー
シップのもと、僕はそれを後押ししているという
ことに終始徹底をして動いていたというのを覚え
ていて、その根底にあったのは 2014 年に立候補す
るも主管獲得に至らず、先輩方がいろんな想いを
背負って地区出向し続けてきてくれていた、その
想いを形として実現をする。外部的な事情もあっ
て手を挙げられない期間があった中で、2018 年の
役員が決まる早いタイミングで、地区大会に立候
補という全力で前に進んでいくような理事会の発
足の感じだったのかなと思いますね。
渡部：2018 年は総務委員長で、地区大会とは何ぞ
やっていう例会をやらせてもらったんですね。僕
自身も他の地区大会に行ったことがなくて、わか
らない部分があったんですけど。例会後のアンケー
トで意識が高まった、勉強になったとの回答が多
く得られ、メンバーに対して地区大会の意識付け
や学びが提供できたんじゃないかと思います。
石川：旭川が立候補する時に一番重きを置いてた
のは、北海道の真ん中にあるという中核都市であ
ることとか、交通の便が良く遊びもあるとか、旭

新 谷　 逸 生 渡 部　 康 晴君 君
2020 年 度 第 70 代 理 事 長。 地
区大会主管理事長として力強い
リーダーシップを取る。2019
年度は地区委員長として役員出
向。2021 年度はブロック会長。

2020 年度副理事長兼 70 周年
実 行 委 員 長。2018 年 度 LOM
の総務委員長として地区大会
や出向についての知識教養や
意識醸成に尽力した。



82

川らしさを打ち出した内容だったかと思いますが、
主管獲得まではどんな動きをしていましたか。
菅井：2018 年体制が進んでいく中で、2017 年は
地区役員が 1 人だったのが 2018 年は 2 人になって、
出向者も 17 人から 26 人になり、メンバーが地区
出向を通じて旭川の以外の事業に少しづつ詳しく
なってきたと思います。後は選挙ではなく旭川 JC
しか立候補しなかったのが分かって、だからといっ
て獲得と思っちゃいけない気持ちも含めながら、
全道の LOM に挨拶しに行く日にちと場所を各委員
会に割り振ったり。他 LOM メンバーとも風通しが
良くなるきっかけになってますよね、例会は素直
に勉強になったし、渡部委員長が網走メンバーの
ところへ取材に行ったり、樫原先輩を例会にお招
きし、27、8 年前のことを詳しく話してくれたり、
いろいろなことを知るきっかけにもなった。
新谷：思い出したのですが、2017 年 9 月の定時総
会で地区大会の立候補について総会決議されたこ
とを facebook にあげたんですよ。既に旭川は戦闘
態勢だということを早めに情報発信して。他 LOM
は手を挙げづらくなりますよね。2014 年の経験を
踏まえて打算的にやったし 2018 年は LOM メンバー
の 50% ぐらい出向したし、海老子川さんがエリア
長で出向された関係で久々に旭川で会員会議所会
議が開催され、地区役員や理事長さんが泊まるホ
テルの部屋を調べてお土産を置いたり、地区大会
を誘致したいことを全力でアピールしたり。
菅井：新年交礼会で荒井副会頭の挨拶で旭川で地
区大会を決行するっていう話も聞いてというとこ
ろでバシッと応援歌が流れてたっていうのは…。
新谷：あの一言はでかいですよね。シニアクラブ
も地区大会主管理候補することを共有していて応
援していると新年交礼会で話してくださって。
菅井：新年交礼会に地区役員も多く来ているわけ
だから事前プレゼンテーションに近いようなア
ピールが出来たんじゃないかなと思います。
石川：その話が他の LOM にどう映ったかというと、
地域との連携、他の団体との連携もできていると
いう印象も残ったと思います。
渡部：道内の各 LOM を回るのが 1 番大変なのと、
会員会議所会議の時など、気配りにすごい神経を
尖らせて、当時の新谷専務が細かい気配りをして
いた所を身近で見ていて大変さを感じました。
新谷：岩井理事長のリーダーシップで LOM が 1 つ
になったし、前にとにかく突き進んだと思います。
5 月 7 日に立候補届を出して、旭川のみしか提出さ
れてないことはわかった瞬間にもう確定って流れ

ではあるんだけど、そこから 7 月 7 日の会員会議
所のプレゼンテーションまでの 2 ヶ月間で LOM 回
りをした。立候補しましたというご報告に回った
んですよ。１LOM しか手を挙げてないから結果が
見えてる中でもあえて丁寧に一生懸命回ったのは
大変だったけど想いは伝えられたのかな。
石川：根室の会員会議所会議の公開プレゼンテー
ションは、新谷専務がしましたよね。
新谷：根室でのプレゼンテーションは、緊張した
ランキングで１位か２位ですね。めちゃめちゃ緊
張しました。カンペなど自分の逃げ道を一切無く
して。パワーポイントのスライドも 4 枚ぐらいで。
用意してくれたのが清水健史副理事長で、車の中
で練習していたので清水副理事長だけは喋る内容
が分かってるんだけど当日の会場で喋り始めた内
容がほとんどシナリオ外のことで、いつスライド
を動かせばいいんだって。気合で乗り切るみたい
な。その時はそんなに出向歴とかはないし、あの
会員会議所のロの字がめちゃめちゃアウェーに感
じた。座ってるのは全道の理事長さんばかりだし、
地区役員も 30 人以上いる。その中でマイク１本で
プレゼンするという殺伐とした雰囲気だったとい
うのを覚えてます。後に会員会議所とか地区協議
会というものが地区大会に向かっていくにつれて
どんどん味方になってくる、距離が近づいてくる
のを感じていくことになりますよね。
菅井：プレゼンの資料を作成にあたって道北の
LOM 理事長がボールをパスする動画の内容で、道
北エリア会議の度に声をかけたり、最たるものは
プレゼンの時に一緒に立ってもらったというのは
ある。地域連携の功績の部分もあると思いますね。
石川：7 月にプレゼンテーションが終わった後、9
月に会員会議所会議で審議予定だったのですが、
胆振東部地震の影響で 11 月に延期となった審議の
時、菅井先輩がご挨拶されましたよね。
菅井：地区大会に限らず JC の一年間の感覚が２、
3 か月で変わるでしょう。9 月が 11 月になった中で、
気持ちが変わったのが記憶にありますね。誰 1 人
やらされてるわけでも、やりたい人達だけで決まっ
た訳でもなく、もちろん 2019 年になったら更に感
じるんだけど、何も準備なく真摯に感謝と頑張り
ますと伝えた気がします。
新谷：立候補届の受付期間が 1 ヶ月ぐらいあるん
だけど、LOM の認証番号の 7 番に合わせて 5 月 7
日に提出することを決めて資料を作り込んで、6 月
7 日に菅井理事長予定者を承認する臨時総会をやっ
てるんですよね。主管 LOM として次年度の組織も
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早期に固まっていることの発信も含めて、臨時総
会を 6 月にやるのはすごい早い。更に偶然にも 7
月 7 日が根室のプレゼンテーションの日で、立候
補の届け出が審議可決される予定が 9 月 7 日の苫
小牧クールの会員会議所だったんですね。それが
震災によって地区大会ごと延期になり主管の決定
だけは 7 ではなかったんだけど、月を追うごとに
意識しながらやってたなと思い出しました。
石川：地区大会を 2020 年に実施するということで、
烈夏 30 回や創立 70 周年など全部重なってるのが
わかってて、あえてぶつけたんですよね。
渡部：蓋開けてみないとわからないなというとこ
ろしかなかったですね（笑）
石川：3 つが重なり、うまくミックスされた良い年
になりそうな感じはありましたよね。2019 年の菅
井理事長もすごく早く決まりましたし、それだけ
考えても既に LOM 益がすごくあったと感じます。
菅井：物分かりの良い人が続いてるんですね（笑）
この記念誌を読む人もそうだけど、きっかけがあっ
てやるってなったらやるんだなって、その延長の
話で受けたら皆やるし根性ある人が多いです。
石川：地区大会の当事者メンバーの一員になると
いうことは中々ないですよね。30 年振りですから。
菅井：地区大会の議論は毎年やってるとわかって
きますよね。知らないからやめようとか、順番が
違うとか、人数が足りないとか、いろんな考え方
もご縁もあって、十人十色な意見と想いが地区大
会にあるなと思いました。

2019 年は地区大会本番への準備期間
石川：2019 年度の準備期間を全体的に振り返って、
どういう年と位置づけて活動しましたか。
菅井：まず石川運営専務、新谷委員長、平間委員長
と地区役員が旭川から 3 人でてるんですね。多分
3 人役員に出たのって、ほとんどなかったと思いま
す。お陰様で会員会議所など北海道の各会議に行っ
ても、ほとんどのメンバーが関わっているという構
図になっていたと思います。また、山田指名理事が
地区大会運営委員会の幹事として地区大会の動きを
把握し、LOM の地区大会特別会議の担当委員長と
して理事会後に準備会議を行い、情報共有をしまし

たよね。 組織としては LOM か地区かどちらかに偏
らないようにしたいと思いました。旭川でやってる
ことを地区でもやりたいし、地区でもやっているこ
とを旭川でもやったらいいんじゃないかという気持
ちがあって、組織に関しては 2019 年だけ役員を出
すとか、いろいろな動きは今年だけという感じにな
らないように心がけました。
新谷：LOM では副理事長として会員拡大・研修系
の委員会を受け持ちながら地区協議会の委員長職
で出向しましたが、心がけていたことは LOM の活
動を大事することです。22 名の新しい仲間を受け
持つ担当のラインを持ってるし、三役としての立
ち位置もあるので、地区の活動が忙しいからといっ
て、絶対 LOM のことは手を抜かないという覚悟を
決めて出向したのを思い出します。
平間：地区大会運営委員会の委員長として主管で
ある北見のメンバーと一緒に地区大会を構築して行
く経験をさせてもらいました。もちろん準備期間と
して 1 番近くで主管の動きを見ていく想いもあり、
LOM の活動が大事とは思ってはいたんですけど、
とにかく北見大会を成功に導くことに重きを置く
中で、なかなか LOM の担いが出来ていない部分は
あったと思います。ただ、委員会の幹事として山田
指名理事が一緒に出向してくれて委員会メンバーと
北見メンバーをつないでくれたり、情報をしっかり
と LOM に落としてくれました。 私が北見大会に集
中している時にそういう動きをしてくれたからこそ
両立できたのかなと思っています。
石川：それぞれの役割がしっかりと機能して北見
大会の成功と旭川大会の準備が両立できましたね。
山田：そばで見ていたから感じますが、地区運の
委員長をやりながらもう 1 つ何かやるのは絶対無

平 間　 恵 子 山 田　 隼 人先輩 君
2019 年度は地区大会運営委員
会の委員長で、2020 年度は地
区大会主管実行委員長。歴代初
の女性実行委員長としてコロナ
禍の旭川大会を成功に導いた。

2019 年度は地区大会運営委員
会幹事と LOM で地区大会特別
委員会委員長を両立。外の情報
を LOM に届ける重要な役割を
担った。2020 年度は専務理事。
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理だと思います。やっぱり LOM が大事だというと
ころに尽きるんですけど、僕の役割は委員長の補
佐をすることと、LOM に理事会後の準備会議で資
料としてどんどん落として LOM を巻き込まきゃな
というところを 1 番に考えてました。必死で頑張っ
ている中、菅井理事長と工藤専務が必ず来てくれ
たのがすごい安心感で励みになりましたね。
平間：あー、あるある。安心感。
菅井：人数多く行けてましたね。新会員もね。
新谷：気持ちよく送り出してくれて。その光景を
見に来てくれて。声をかけてくれて。
菅井：どんどんメンバーが詳しくなったり徐々に
交流が深まってるのが見えてたもんね。
山田：いつもニコニコしてお疲れーって言ってく
れるのが、僕らにとって安心感ですよね。
石川：地区の上程など、委員長出向の 2 人には、
かなり苦労をかけたと思いますが、正副の立場で
見た時に、新谷君、平間先輩の両委員会が圧倒的
に人数が集まってましたよね。その姿を見てさす
が旭川だなといつも誇らしく感じていました。1 番
大事なのはたくさんの人を巻き込む力ですからね。
そういった意味でもお二人に関しては本当に素晴
らしい委員会運営だったと思います。
菅井：機会の提供の中で昔と違ってリーダーシッ
プの概念が変わっているのに仲間を集められるの
は 1 つの勝ちの絵面ですし、人を集められるメン
バーがいるのは鼻高いですね。すごかった。
石川：二人の楽しんでる姿を見て、楽しかった地
区委員長時代を思い出しながら、楽しかったな、
もう一度やりたいなって日々思っていました（笑）
平間：地区の委員長は楽しいでーす（笑）
新谷：財産ですね。

SDGs やオンライン会議を導入
菅井：2019 年の石川運営専務の時に、事業の目標
設定を主観じゃなく KPI で数値化して分かりやすく
端的なフォーマットにしたり、zoom を使った Web
会議も実験的に導入したり、色々仕掛けて 2018 年
から 2019 年にかけて大きく改革しましたよね。
石川：本会からの流れで、まず SDGs の推進が大前
提でした。各運動事業に SDGs のゴール番号を設定
し目標やプロセスをすべて数値化するために、KPI
値を導入して、数字やゴールを意識した事業計画
を作ることによって、実際に目的がどのくらい達
成されたのか数字として見れるから引き継ぎやす
く次のステップにも行きやすくなったと思います。
菅井：委員長のお二人からしたら前年のフォーマッ

トを引き継ぐだけでなくなったということですね。
平間：そうそう、そうだった。
石川：Web 会議の導入に関しては、現在はコロナ
禍で当たり前になりましたが、2019 年当時は各地
に赴いての会議が主流で、試験的に正副や役員会
議をオンラインで開催して効果検証をしました。
まさかこんなに早く当たり前の時代になるとは
思ってなかったけど…。導入した理由は、委員会
の回数を増やしたり、移動の時間を議案構築に使
えて委員会運営がしやすくなったり、よりよい事
業が構築できるんじゃないかと思ったんですよね。
もちろん対面でのコミュニケーションや信頼関係
を築くことも大切なので、オンラインはあくまで 
1 つの新しい手段として活用してほしいなと。地
区役員の皆さんにも実際に体感してもらいたくて、
年間公式スケジュールに組み込んだんですよね。

菅井：今となってはものすごい下地をしましたね。
石川：1 年 1 年何か形に残るチャレンジをしてい
かなきゃね。紡がれてより良くなるものが運動で
すから。そういう意味では SDGs 推進するど真ん
中の委員長が新谷くんだったんですよね。
新谷：そうですね、SDGs を広めましょうという
のが役割の委員会で、最初は全然知らないし勉強
して人に伝えなきゃいけないので、インプットと
アウトプットを繰り返して板についてきたのかな
と。翌年に旭川大会を控えてるから、外の情報を
吸収して持ち帰る大前提での出向だけど、その年
だけ切り取って考えてもやっぱりめちゃめちゃ楽
しかった思い出だし、菅井理事長に背中押しても
らって頑張ってこいって言って出させてもらって、
確かに色々大変なこともあったんだけど、学びも
あり楽しいこともあり、すごい良い 1 年でした。
平間：私も思い返しても楽しかったことしか覚え
てなくて…もうそれに尽きる。委員会のメンバー
数が 30 人位の大所帯だったんですけど、1 人じゃ
本当に何もできないんで、副委員長が 4 人いて幹
事がいて、メンバーが各地から来るので、それぞ
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れスケジュールを合わせて集まってやってく中で
委員会メンバーと北見メンバーが仲良くなり、距
離が縮まって一体感が出てくる実感がすごく嬉し
かったというのは覚えています。 まぁ議案の上程
に関しては本当に辛かったけど（笑）
新谷：3 日間の会議クールの間、寝ないでやるみた
いなスピード感を LOM に持ち帰ってこないと、次
の年の地区大会でみんな同じ思いをするから、体
は慣らして LOM に伝えて牽引していかなきゃとい
う想いはあって、あのスピード感に体を慣らしたっ
ていうところは大きな経験でした。
山田：そうですよね。地区運の副委員長と北見さ
んが仲良くなっていく話もありましたが、これっ
てすごい難しいことだったんですよ。平間委員長
だからできるきめ細やかな対応でみんなが結束し
ていき、当人同士が連絡取り合っていく。多分 1
番そこに気を遣われてたのかなって。
石川：地区運は主管と主催が両輪であり、主管側
にも部会長がいて、副委員長がそれぞれの部会長
とバディを組んで協力していく流れですよね。
平間：そういうのもあったと思います。副委員長
には、部会長を支えて欲しいということだけを伝
えたら、副委員長なりのやり方で直接会いに行っ
たり、こまめに連絡を取り合いながら相談に乗っ
て進めていってくれましたね。
山田：そういう時の人柱（仲介役）として僕をど
んどん投入してたんですよね（笑）
菅井：LOM の地区大会特別委員会の時の山田委員
長も遠慮せず、素直に大変だということも言って
たから生の声で良かった感じはしたけど LOM のメ
ンバーに対して単純に今こんな感じだよ、これ良
くないよとか言ってくれてたから、それで入りや
すかったというか、素直で実直な感じは映ってた
よね、今思い出してた。
石川：各会議で菅井理事長や LOM メンバーの姿を
見て安心したという話もありましたが、他の地区
役や理事長との積極的な外交もしてましたよね。
菅井：何人かの先輩が会員会議所会議でそうされ

てたって話を聞いて、挨拶って単純なようで深かっ
たりするので、しすぎて失礼になること全くない
から、最低限それぐらいはっていうのと、後はお
しゃべりっていうのもあるよね。会議が終わった
けど菅井が帰ってこないんだよって（笑）
平間：よくおっしゃってましたね。
山田：それを探す工藤専務がいて（笑）
平間：毎回待ってました（笑）
新谷：すぐ行方不明になる（笑）
菅井：理事長毎にちゃんと話題があるんですよ。
石川：菅井先輩が元々持っている、なかなか真似
できないスキルですよね。準備期間の理事長とし
てこの上ないベストな動きでした。走り出しが良
い形でスタート出来たと思っています。
菅井：改めて個性が重なったのかもしれないです
よね。地区の委員長がいて、少しずつチームが出
来てきて、日を追うごとに北見メンバーから平間
さんが信頼される空気があり、だからこそ会員会
議所会議とかでの話しやすさとか、下地ができて
いる感じがあったかもしれないですね。
石川：次年度に向けての準備や気概とかは。
山田：LOM メンバーは正直実際に何が起こるか分
からなかったと思うんですよ。地区大会の準備例
会の内容は、地区大会はこうあるべきだというの
にこだわりたかったのもありました。実際に構築
段階から関われたので、構成は自分の中に落とし
込めたんです。それを部会ごとに分けて、尾野総
務委員長が兄弟委員会でしたが、例会の構築の中
でどんどん理解してくれたんじゃないのかなと。
菅井：シニアとの関わりもね。
石川：先輩方の協力というか暖かい気持ちをたく
さん感じました。そして、いよいよ 2020 年度に行
く段階で次年度の理事長として新谷君が推薦され
て。心よく引き受けていただけましたよね。
新谷：地区大会の立候補を検討していた 2017 年度
からすると 2 年位が経って、現実として結構ハー
ドだと理解が進んでいて。そういう意味での覚悟
は持ちましたけど、同時に LOM としてみんなの成
長の機会があり決して僕 1 人でやることではない
ので、メンバーに頼り、相談しながら任せる所は
任して。北見大会の式典の時にメンバーで並んで
大会の鍵を受け取って、菅井理事長がスピーチし
たあの場面が本当の意味での地区大会本番のキッ
クオフって感じがしましたね。
平間：一区切りした瞬間でもあったんですけど、
あの場面は鮮明に覚えています。先輩もたくさん
来てくれたし、ここからが本番なんだなってすご
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く重たいものがのしかかってきたような感覚はあ
りました。後、鍵を落とさないか心配でした（笑）
石川：北見大会が終わった後、懇親会場の撤収作
業に多くの旭川メンバーが手伝いに来て、本当に
素晴らしい光景でした。自発的だったのですか？
菅井：自発的にというか…会場に皆残ってて、ま
だ終わらないみたいだから片付けに行こうかって。
新谷：大懇親会場の片付けまで含めて地区大会だ
と気づけたのは、出向して話を聞いたし、地区大
会に関わった地区役員の方々が汗だくで片付けし
ているところを見て清々しいものだと思いました。
菅井：北見大会の式典での決意表明ですが、3 年未
満の地区大会がわからないだろう人たちに対して
の伝え方を意識したのを思い出しました。極力解
りやすく高いハードルを低く表現するようにして。
北海道の各 LOM のメンバーも全員の時間とお金が
原資になってる。それを無駄にしないよう極力歩
み寄ってみんなとやりたいという気持ちを込めま
した。詳しい人だけの大会にならないようにと。
平間：地区大会は 2014 年に入会してからずっと参
加していて、楽しい思い出が毎年あって、旭川で
やるとなった時から準備段階、実行まで、ずっと
関われたことは良い経験になったと思います。た
くさんの学びがあった。すごい感謝しています。
新谷：自ら出向したことで、以前まで感じていた
あの役員会や会員会議所会議の雰囲気、ものすご
い恐ろしくて。得体の知れない場所に踏み込んで
みたら今度はそこがホームになり仲間になるとい
うか、殻を打ち破ったのは大きかったと思います。
山田： 一生形見にする思い出話の 1 つとなること
だと思いました。楽しいだけじゃなかったけど終
えると楽しい思い出しか残ってないのが本音です。
石川： 地区大会誘致に動き出し、2017 年の地区委
員長から 2021 年までの 5 年間ずっと地区役員で出
向させてもらい、本当に充実した日々でした。快
く送り出していただいた各年度の理事長をはじめ、
メンバーの皆さんに感謝です。LOM の皆さんがあ
の場所で、それぞれにスポットライトが当たって
いる姿を想像してすごいワクワクしていたし、そ
ういう想いで出向をしていました。新谷君、平間
先輩が地区の委員長として多くのメンバーを引き

連れて上程している姿を見た時や、地区運幹事と
して実行委員会の会議進行をする山田君の姿を見
て、本当に嬉しかったし幸せな気持ちになりまし
た。その積み重ねが JC 活動であり出向であり、仲
間と一生語り合える思い出が作れると思いました。

4 部会長を中心に地区大会を構築
佐々木：旭川大会はどういうコンセプトの趣旨文
にしたのですか。
平間：地区会長の方針に沿ったものにしなければ
ならないのですが、2020 年の一丁目一番地は組織
改革を掲げてたんですよね。以前から女性の活躍
が課題としてあったのですが、JC だけではなく、
いろんな地域でいろんな人が活躍できる社会って
素敵だし、明るい未来につながるなという考えの
もと趣旨文を作り出しました。文章が出来上がる
までには、LOM メンバーにもたくさん意見を聞い
たし、事業部会の事業と直接関わってくるので、
清水事業部会長と一緒に作り上げました。
清水：事業部会は趣旨文の考えを具体化すること
を使命としています。2019 年から押し出している
SDGs の精神である多様性と包摂性を内容に取り込
みました。旭川はいろんな産業があって、いろん
な価値観の人が輝く街だという認識のもとに、全
道へ輝ける社会を広げるという内容にしました。

佐々木：「咲誇る未来へ」というテーマに至った経
緯をお教え下さい。
平間：趣旨文が変わるとテーマとのぶれが生じた
りしてしまうので、趣旨文がほぼ出来上がった段
階で趣旨文に沿うテーマを考えたのですが、いろ
んな人が輝いて明るい未来を想像できるテーマが

清 水　 健 史 宇 山　 浩 好君 先輩
2020 年度地区大会の事業部会
長。LOM で多くの役員経験や、
地区の副委員長での出向経験か
ら主管フォーラムを担当し、新
たな切り口の内容となった。

2020 年度地区大会の懇親部会
長。まつり系の経験が豊富。新
型コロナの影響で残念ながら大
懇親会は中止となったが、最後
まで LOM をサポートした。



87

良いと思って、夜中の 2 時ぐらいとかにパって頭
に降りてきたのが「咲誇る未来へ」でした。人を
花に例えて北海道中に個性豊かな花が咲誇ってい
るようなイメージです。LOM のみんなに提示した
ところ、賛成してもらえたので、この１本の案で
進めて行きました。
佐々木：趣旨文やテーマが決まると、それぞれ部
会長たちの実務になりますが、途中で新型コロナ
ウイルスが流行り変更を余儀なくされました。
筒井：当初は集合形式で盛大に大会式典、卒業式
を実施する方向性だったので色々変更がありまし
た。地区大会における大会式典にどんな意味や効
果があるのか議論をした記憶があります。慣例の
流れがある中でどうテーマを盛り込んだらいいの
か、どこに焦点を充てたら良いのか考えながら構
築しました。セレモニーの 国歌や JC ソング斉唱な
どが主管色を出せるポイントだったりもして、少
年少女オーケストラの皆さんに演奏をお願いした
んですよね。実際は大勢の前での演奏は叶わなかっ
たのですが、子ども達が立派なステージで輝く姿
を表現したかったので盛り込みました。
佐々木：式典のイメージは、鍵の伝達式、活動総
括を行い、主催や主管だけではなく全道 LOM を巻
き込んで全体の集大成を表現するイメージを持っ
ていますが、気をつけた所はありますか。
筒井：全道の会員に向けて地区からの発信は会長
挨拶しかなく、こちらから何かコントロールでき
ることはないと思います。Web 開催になったこと
で、各 LOM のコール & レスポンスの代わりに、ホー
ムページに特設ページを設け、各 LOM の事業や
運動を掲載したのが新しい試みだったと思います。
Web の良さはじっくり見れたり朝の時間に来てく
れない人たちも目を通してもらえることですかね。
佐々木：卒業式も対面の計画から Web へ変更とな
り、みんなで歌った映像を流した記憶があります。
筒井：新谷理事長からのオーダーは、感動の涙が
流れるという内容で 1 番悩んだかもしれないです。
旭川色も出さないといけない中で、僕は旭川出身
の玉置浩二が大好きで、どうしても曲を使いたかっ
たのです。当初は大雪アリーナの予定で、装飾も
考え、思い出映像を流して僕が歌うっていう。コ

ロナの影響で Web 開催となりダメになったんです
けど、どう一体感をつくり卒業生を送り出してい
くのか考える中で、各 LOM の皆さんが田園を歌っ
ている映像を収録し、zoom 内で配信する方法で感
謝の気持ちを表現する内容となりました。
佐々木：メインフォーラムも、予定から紆余曲折
あり、Web で開催となりましたね。
清水：多様な個性が活躍することでイノベーショ
ンを起こし世の中を変えて行く、よくして行くと
いう精神を表現するフォーラムを構築しました。
いろんな人が個性を輝かして自由に働ける事が 1
番の念頭にあり、ワークライフバランスの実現や
テレワーク、副業など、好きな時間や場所で、い
ろんな働き方ができることによって、いろんなア
イディアが生まれて世の中が良くなっていくとい
う流れを 1 番大きな軸として発信しました。働き
方の他にも LGBT の方や日本ではあまり多くはない
ムスリムの方、障がい者の方だったり多様な方が
生きやすい世の中を表現していく内容になりまし
た。しかし、新型コロナウイルスの蔓延で講師が
現地に来れない状況になったんですよ。例えば専
門家をパネリストで呼びたいと思っていましたし、
MC にネームバリューがある人の起用を考えてい
たし、いろんな方にアプローチしましたが、コロ
ナ初期の段階において、東京から北海道へ来れず、
テレビも出演者同士の間隔を開けたりオンライン
での出演が始まった頃で、今考えると少し過剰と
思えるぐらい皆さん移動に気を使ってましたよね。
佐々木：Web 配信でのメインフォーラムに対する
反響とか効果とかどうでしたか。
清水：出来上がったものは満足のいく内容でした。
ライブでフォーラムをやる場合に比べても、僕ら

筒 井　 和 騎 佐々木 雄大君 君
2020 年度地区大会の式典部会
長。2019 年は委員長として文
化をテーマに様々なアイディア
を発信。最後まで大会の要であ
る大会式典・卒業式を構築した。

2020 年度地区大会の総務部会
長。新型コロナの影響で二転三
転、対面と Web の両方の議案
や資料を準備するなど、抜群の
精神力とバイタリティを持つ。
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が発信したい内容を、より密度の濃いものを作り
上げることができたと思いますね。
佐々木：全体で集まることを想定して、楽しみに
している人が多いのが大懇親会ですが、最終的に
新型コロナウイルスで中止になってしまいました。
宇山：当初の問題としてスケジュールと予算の面
があったと思います。例年土曜日開催が多かった
と思いますが、金曜日に設定し会員の方に長く滞
在してもらうスケジュールでした。予算が決まっ
ている中でも旭川を楽しんでもらいたいので、お
酒の提供や食品の取扱いに悩みました。チケット
制にて購入してもらうとか。途中からコロナの影
響で懇親会ではなく、旭川の名産品を皆さんに贈
る方向に変更したのですが結構反対意見があって。
オンラインで懇親会をやる案も出てきたけど現地
開催に変わる妙案とはならず、中止という決断に
至りましたよね。1 番大変だったのが、途中からほ
ぼオンライン会議になりましたが、会議体も含め
て毎日我が家が会議の拠点になり、毎日誰かいる
んですよね。それが 1 番大変でしたよ。

佐々木：だいたい誰かいましたね、半分は私ですか。
その節は大変お世話になりました。みんなで朝ま
でもありましたね。大変助かりました。
清水：総務部会は新型コロナウイルスの感染によっ
てどんな動きがありましたか。
佐々木：基本的には計画からなくなった作業が非
常に多くありました。あとは現地開催する場合と
しない場合の議案や案内文とか、様々なパターン
を作り、作成する資料の数がすごく多くなりまし
たね。1 番混乱したのは発送の関係ですかね。式
典や事業や懇親、全部総務に集めて発送するのか、
各々から発送するのか、今回は各々で発送を取り
まとめましたがうまく疎通が取れなくなった。発
送物の窓口は 1 つにして対応するほうが良いと思
いました。広報はコロナの影響で予算がつかなく、
最初のデザイン費と SNS の広告だけの費用になっ
たのが痛いところでした。見ていただくための発

信が足りなかったです。コロナの影響でホームペー
ジを会場とする形で、各フォーラムや旭川の名産
物を見ることができる構成になりましたよね。
平間：フォーラムは 1 番最初に Web 開催が決定
しました。絶対にできる形にしようということで、
Web 上の会場を考え、当日みんなに見てもらえる
ものを作るための議案が 1 本増えたんですね。そ
の中に各 LOM の理事長紹介を入れたり、いろんな
情報が詰まったホームページになりました。例年
より充実した内容になり、今までと違う発信方法
もできたし、色々大変ではあったけどすごく良かっ
たかなと思います。最終的に式典も卒業式も会場
があるような感じで作れてよかったですね。
佐々木：全体スケジュールもコロナの影響で何度
も変更になりましたよね。
平間：初上程時のスケジュール議案は毎年必ず揉
めるんですよね。役員会の意見を反映したら、今
度は理事長の皆様から意見がたくさん来てみたい
な。今回に関しては、地区との話し合いでやるや
らないや、延期していつ開催するかもありました
し、ずっと審議を取っていた記憶もあるし。でも
実際に集まる可能性を追求した地区側の意向もあ
り、ギリギリまで決まらなかったですね。最終的
に卒業式だけ別の日になったりしましたし。
佐々木：卒業式は最終的にすごくいいものができ
ましたね。式典や卒業式を Web にしたことによる
効果や成果、逆に課題などはありましたか。
筒井：リアルと Web どちらもメリットはあるし、
良いところはあります。Web はアーカイブが残っ
て後から見ることができたり、時間や場所に縛ら
れないのも 1 つのメリットだったと思いますね。
清水：新型コロナウイルスというネガティブな要
因から始まり、その制約の中で新しい方法を生み
出す必要があり、結果新しい地区大会のあり方を
発信できたと思います。旭川に来るのが難しい人
に対しても発信できたし、面白かったら 2 回 3 回
と見ることができる。発信において優れた方法を
手に入れたのではないかなと思うんですよ。今後
は Web の効果を昔ながらの現地開催にどう取り入
れていくかの方向に進んでいくんじゃないかな。
宇山：懇親部会で後悔があるとすれば、大会ホー
ムページ公開時に、旭川の食材や名産の発信がもっ
とあってもよかったと思います。もっと旭川の地
場企業に貢献できたらという心残りはありますね。
佐々木：ホームページを使った効果は、いろんな
人が見れて期間も長いことかと思います。一方で
集まって開催とは全然勝手が違うことも充分に理
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解できたので、今後もハイブリッドとか新しい方
法も出来てくるだろうし今回の Web 運営は非常に
効果的で未来に残せる実例だったと感じました。
宇山：僕としては、とにかく実際に大懇親会をや
りたかっただけですね。
清水：旭川で地区大会をするのは 30 年ぶりで身近
な先輩に主管の経験者はいなかったし、地区大会
自体もかなり負荷のかかるものだったから普通に
やっても大変だったはずなんですよ。更に新型コ
ロナウイルスが発生した一年目でしたし本当に皆
さん思い出すと吐きそうになるぐらい大変だった
と思うんですよね。貴重な体験だったと思います。
筒井：本当に貴重な役をさせていただきました。
改めて紡いでくださった先輩諸兄に感謝を申し上
げたいです。対象者に対して目的を最大限に達成
するために手法など事業を組み立てて行くのです
が、自分が楽しめないと絶対ダメだと思います。
大変だけど、後で思い出になるように作っていっ
てもらえたら、楽しみながら運動自体もやってい
けるんじゃないかなと思います。
佐々木：自分も楽しんでやるのがまず最初かなと
常に思っています。辛いことももちろんあるんで
すけど、そういう気持ちから入っていけば、周り
も巻き込めるというのが私の持論でもあります。
過去の議案見て、頭の中でビジョンで浮かべて、
地区大会に限らず引き継いだことを網羅した上で、
構成を立てることが非常に大事だと思いました。
更に良いものを作るというのはそういうことだと
非常によく感じた大会でした。30 年ぶりの大会と、
貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。
平間：旭川大会は成功した、素晴らしい地区大会
だったと思います。本当に実務を先頭きってやっ
てくれた部会長達。人選が素晴らしかったと思っ
てます。部会長って地区役員と同じぐらい忙しい
し、同じレベルだと言われてるんですよ。筒井部
会長は、式典と卒業式で慣例が多い中、疑問点や
新たな視点を持って向き合ってくれたと思ってい
ます。清水部会長はテーマと趣旨文をずっと一緒
に作っていく中で、私に無いものをすごく持って
る人なので、傍でフォローしてくれたのが、最初
の段階から心強くて。趣旨文通りのフォーラムに
なったと思うし、メインフォーラムとして大会を達
成できたことは清水部会長だったからと思ってま
す。佐々木部会長はいろんな案内文などがある中
で、常に文章を作る状態にだったと思うんですよ。
その都度しっかり向き合ってくれたし、広報に関
しても今までとは手法が違ったけど、攻めの広報

ができてたんじゃないかなと思って。facebook な
どの SNS もたくさん更新してくれたし、旭川色も
あり、地域の人みんなで応援している旭川大会が
出てすごく良かったなと思ってます。宇山部会長
は、私も本当に懇親会やりたくて。実行委員長受
けた時には既に描いている全体像があって。大懇
親会は地域性を発信できる素晴らしいコンテンツ
で、たくさんメンバーが集まってくれる。どうい
う形でもやりたいと思っていたけど、最終的には
やめたほうがいいよこういう状況だしとスパッと。
頼りになる存在だったんだと本当に思ってます。
このメンバーがあまり年を取ってないうちに是非
もう一回どこかで手を上げてくれることを私は切
実に願っております。本当にリベンジして欲しい
なって思うよね。今回成功したと思ってるけど、
悔しい気持ちもあるから。誰かがリベンジしてく
れると思っています。ありがとうございました。

いろいろと重なった 2020 年度
山田：まず、他団体との兼ね合いとして、各所へ
の行脚からスタートしましたよね。
平間：当初のところにもう一回行きましたよね。
新谷：2018 年に地区大会に立候補したときにご挨
拶に行った所ですね。特に市役所は足しげく通い
ましたね。商工会議所は趣旨文、テーマとかある
程度形にしてから、正副会頭にアポイントとって。
平間：途中段階のスケジュール資料何枚かつけて。
山田：シニアクラブも地区大会の組織図を組んで
いただきました。
新谷：シニアとしても全力で応援するからと、す
ごい先輩方に背中を押してもらったなあと思って。
青年会議所の機動力の高さを感じました。
渡部：シニアだけではなく全体的にもすごく協力
的な感じでしたよね。

新谷：1000 人規模の大会実施に対してエールの声
がほとんどでネガティブな声は一切なかったです。 
山田：当該年度の三役を引き受けてどうでしたか。
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新谷：もうやったるわと。地区大会含めてその一
年間は覚悟で、その一方で負荷が掛かる一年とい
うことでけが人が出たり事故が起きたり、ネガティ
ブなことが起こらないようにと思っていました。
平間：実行委員長としては１年間やり切るぞって
いうのがあって。近くで共に動く 4 部会長をしっ
かり見ていこうと、後は大会を成功させる。
尾野：僕は懇親部会に目線が向いていたのかなと
思います。宇山部会長は卒業年度で、最後に完全
燃焼というか、やり遂げて卒業してくれれば嬉し
いなと思っていました。
渡部：僕もオンラインでの式典を成功させた筒井
部会長がいましたが、LOM で室長もしていたので、
極力負担をかけず地区大会に集中してもらえるよ
うな環境づくりを徹底しました。
山田：LOM 自体が空中分解しないよう 1 番気を遣
う一年でした。自分自身が一番先に空中分解して
どこかに飛んでいきそうになりましたけど（笑）
新谷：専務が本当にしっかり見てくれて。あと 1
人でも多くの人に機会を提供する最大のミッショ
ンがあり、それぞれにドラマが起きて、心に良い
思い出が残ればいいなと思っていました。

副主管の道北各 LOM との協力体制
山田：副主管である道北各 LOM の理事長の所に行っ
て、誰か部会に出てほしいとお願いしましたね。
新谷：立候補する時から道北の地区大会というコ
ンセプトが根底にあって、0 から関わってほしい。
一緒に地区大会を感じてほしいという思いですよ
ね。LOM から元気な人がいたらって 2019 年の暮
れぐらいに声かけに回りました。
山田： 新年交礼会も皆で回って。
新谷：1 番多かった日で 5 ヶ所くらい交礼会が重
なって、函館の主催実行委員会終わりに急いで函
館空港に行き丘珠空港に飛んで深川に行ってね。
メンバーが手分けして各地の交礼会で横断幕持っ
て旭川大会の PR もしましたね。LOM の総力として、
北海道こんなに広いのに、すごく嬉しかったなあ。
平間：あの頃はまだコロナもなかったから忙しかっ
たけど清々しかったよね。ただ突っ走っていて。
渡部：京都会議ぐらいまでは清々しかった。

新谷：案内が来ていない LOM も山田専務から何日
ですかって聞いて PR させてくださいって言って。
山田：行けないところは電報出してね。他団体も
JC 頑張ってという応援が強かったですよね。
新谷：何よりシニアの先輩からの応援がものすご
い支えだったなって思いますね。
渡部：シニアとしての要望も思いも全部押し殺し
て、全部現役の判断に任せると言ってくださって。
新谷：そこで記念誌は作ってほしいと初めて言わ
れて。中本委員長率いる 2021 年度の広報渉外委員
会の皆様に大変お世話になることになったんです。

年度途中で未曾有の感染症が蔓延
山田：コロナになった時に地区大会をどうしよう
か真剣に考え出した時に、すごかったのが主旨文
がぶれないっていうことでした。
平間：たまたまだと思う（笑）。事業部会長が 1 番
困らせず進めたから良かった。大会の方向性など、
ゲストも全然アポとかもとれなくて、1 番最初はど
うするんだというとこでしたね。

新谷：コロナで現地に集まれない、呼べないとなっ
た時の切り替えは早かった。集まる前提だったら
大会の各ファンクションが企画倒れになる可能性
が極めて高く、オンラインに振り切る事も含めて、
お預かりしている 69 回目の大会を何としてもでき
る方法で形にしたかった。
渡部：LOM と地区協議会の間で議論しましたよね。
新谷：当時の世の中は全て中止の判断が歓迎され
ていたし。本当に判断は難しかった。
山田：どんな状況でも地区大会を開催したいとい
う前提で話をして、その中でできる方法を提示し
て地区協議会と議論しましたね。
平間：関わったすべての人がそれぞれ悩んだと思う。
新谷：正解がないことに対しての議論があって、
69 回目を預かったもの同士で議論はしましたよ。
通常は毎月会議があり主催主管で必ず顔を合わせ
ることができたけど、Web 会議になって便利なと

尾 野　 洋 介 君
2020 年度三役で烈夏七夕まつ
りの実行委員長。地区大会では
懇親部会を担当しつつ地区に副
委員長で出向。2021 年度は第
71 代理事長。
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ころや足りないところも痛感したから、その機会
が奪われたのは残念だった。
山田：式典と卒業式のみ対面で行う方向になり、7
月で審議取ったんですよね。
新谷：7 月が中標津で。理事長さんも、メンバーも
行きたくても状況的にっていう人も多かったし。
平間：会場自体に人数制限がありましたもんね。
新谷：事業計画の審議という 1 つの節目、その光景
を1人でも多くのメンバーで迎えたかったですよね。
でも、困難な状況でも悔しい気持ちもポジティブに
捉えて挑戦するってことに、多くの学びを得ました。

いろいろあった地区大会を終えて
山田：地区大会を終えて、メンバーはどう変わっ
たと感じられましたか。
尾野：地区大会は全員でやるものなので、その繋
がりや接点がすごく増えたと思います。皆さんス
キルがすごく高い方ばかりでしたが、さらにスキ
ルが上がりつつ、繋がりが強くなったと思います。
渡部：地区大会の議案を携わったことにより LOM
の議案の精度がすごく高まった。地区大会の構築
を通じて、今回のコロナの影響のように突然対面
から Web に切り替えたりと、事業の構築の仕方が
すごく対応がすぐできるようになったと思います。
LOM 全体のレベルアップに繋がったと思います。
平間：Web 開催になって何が残せるのか不安はあっ
たのですが、人によっては地区協議会と距離が近
くなった人もいると思うし、視野が広がった人も
絶対いると思うから良かったと思っています。
山田：地区協議会との距離がぐっと縮まったのと、
トライアンドエラーを勢いとしてポジティブにや
る気持ちがすごく強くなったと思います。その反
面、通常開催の方が絶対関われたのにな、という
気持ちは残っています。ただ、新しい角度から物
事を発表すること対して、すごく挑戦するような
議案になり、アフターコロナでもその発想力でもっ
と大きい事業になっていくと思いました。
新谷：主管益の部分は当然風通しが良くなったり、
変化に対応してきた。変化に対応できたのが 1 番
の成長につながった学びだったと。出向とか望め
ば当たり前に手に入るチャンスとして存在するべ
きで、その距離は近くなったなと思います。40 歳
までの限られた時間の中で、地区大会を主管する
のは機会だらけだから、現役中にやれたのは、め
ちゃめちゃ幸せなことだったと今は思いますね。
山田：最後に地区大会を、主管したいという未来
のメンバーに向けてお願いします。

渡部：立候補の時から携わり、大変な思いをして
きましたが、30 年も開ける必要もなくやる気があ
ればやった方が絶対いいと思いました。LOM や自
分のためにもなると思うので。ただ無理はせず、
全体が同じ方向であればやるべきだと思います。
尾野：そこに至るまでの数年間のプロセスでそれ
ぞれスキルアップするし繋がりも増えるし、絶対
プラスになると思うので、ぜひやって欲しいです。

山田：結論から言うとやった方がいいと思います
ね。まず LOM の決断力をあげなきゃいけない。準
備段階で夢を膨らませてより決断力が強くなって、
前年には夢が最大限まで膨れ上がりますよね。そ
して当該年度、この夢を放つべく高まった状態で
スタートできると思います。今回の地区大会はコ
ロナの影響で何度も変更を余儀なくされた部分は
あったけど、それがあったからみんなの知恵や才
が発揮できた。でも 1 人では絶対できないです。1
人の 100 歩より 100 人の 1 歩なんです。100 人み
んなが力を出せばその辛さも半減できるから、地
区大会はやった方が良いよって言い切れます。
平間：現地開催できる地区大会が元に戻って来た
時は、まずは参加しに行ってほしいなって思いま
す。汗水垂らして駆け回って頑張っている北海道
のメンバーがたくさんいるはずだから、その姿を
見てほしいと思います。その上で旭川でもやりた
いと思ってもらえたら私たちも幸せだしやっても
らいたい。地区大会の主管は本当にたくさんの学
びがあるので、挑戦して欲しいなと思います。
新谷：10 年に一度手を挙げることを決めている
LOM が何個かあってなんでだろうって思ってい
たけど、今はその答えが見えて、嫌でも地区大会
に向き合うとその 3 年位は LOM が動くんですよ。
LOM の起爆剤となります。かけがえのない現役の
期間を最大限有効に活用できる手法の一つが地区
大会だと理解しています。立候補から始まって、
実施して、携わる一人ひとりにストーリーやドラ
マが生まれて、それが一生涯の財産になり LOM の
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レベル UP も図れる。地区大会主管の気運が高まっ
たら、また目指すのはいいことだと思います。も
し未来に起こるとすれば、シニアという立場にな
りますが応援したいよね。その渦中に居ると本当
に大変だけど、振り返ってみると地区大会は究極
の継続事業だから、JC にいるのであれば目指すべ
き、触れてみるべき、携わるべき事業だと思います。
海老子川：地区大会を旭川で念願叶ってできたあ
の形というのは、旭川にしか出来ない地区大会だ
と思いますし、その時代の状況の変化に即応する
形で実施ができ大きなトラブルもなく、こうやっ

て振り返りの座談会ができて本当に素晴らしいこ
とだと思います。本当はそこに立ちたくて叶わな
かった人たちがいっぱいいることも知っていただ
きたいし、それが JC の良いところだと思います。
そのタスキが絶えることなく、さらなる高みを目
指して新しいまちづくりの目標なり課題なりに対
峙して頂けると、先輩として嬉しい限りです。
牧原：終わってから思うのは、何かやるきっかけっ
て、考えてやるんじゃなく、1 歩踏み出す勇気って
言うんですかね、大変だから難しいとか、実現可
能じゃないなっていうのは JC の中では考えなくて
も良いと思うところと、その経験が本当に人のつ
ながりとか、悔しい思いもたくさんしたんですけ
ど結果、今は素晴らしい経験をいただいて、今の
人生につながって仕事とかじゃなく、人生につな
がっているなってすごく感じるんで、このまま旭
川 JC が発展して行くには、ビビらないでやるって
決めたらやるっていうところが 1 番大切なんじゃ
ないかなって思います。

　旭川青年会議所として 30 年ぶりに北海道のステージに立つことができ、旭川を全道
に発信するチャンスとも捉えて、まちづくりの一環としても大きな夢を描きながら仲間
と歩んだ日々は、素晴らしく尊いものでした。コロナ禍という非常に厳しい状況に陥り、
思い描いていた地区大会とは全く違う形になりましたが、変わりゆく状況を受入れ、様々
な困難を乗り越えた先に、第 69 回北海道地区大会旭川大会を刻むことができたのは、北
海道地区協議会、全道 LOM の皆様のご理解、そして諸先輩の皆様の支えがあったからと
感謝しております。主管として至らない点もありましたが、どの様な形でも必ず成功さ
せたいと諦めることなく立ち向かった日々は、LOM 全体の成長につながったと実感して
います。旭川青年会議所は道内で二番目に大きな LOM であり、道北エリアはもちろん北
海道地区協議会の戦力になるべき LOM でもあると思います。旭川大会を機に旭川メンバー
が北海道地区協議会でも更に活躍し続けてくれることを願っておりますし、それは必ず地
場である旭川の発展につながるものと考えております。自身のキャパを決めつけず、全
ての機会を受入れて、LOM でも出向でも挑戦し続けていただきたいです。

　公益社団法人日本青年会議所北海道地区協議会第 69 回北海道地区大会旭川大会の開催に
際し、心を寄せていただきました全ての皆様に心より感謝申し上げます。北海道地区協議会
における究極の継続事業と称され、運動の集大成の場であり、常に特別な存在であり続ける
地区大会を主管させていただいたことは、LOM にとって大変光栄なことであり、多くの方々
の想いを背負った挑戦の日々でした。大会テーマ「咲誇る未来へ」のもと、大きな時代の変
化に順応する中で、今できることを探求し、従前とは違った全く新しい形の大会に挑戦する
ことになりましたが、大会誘致に動き始めた瞬間から、数年かけて想いを形にしていく長い
道のりには、LOM の垣根を超えた多くの仲間との素晴らしい出逢いがありました。仲間と
ひたむきに努力し、真剣に議論し、切磋琢磨し、共に歩んだ軌跡は多くの尊い機会に溢れ、
携わった全ての方々にそれぞれのストーリーがあることでしょう。大会を契機として LOM
が経験を積み、視野を広げ、多くの側面で成長を遂げられたことはもちろん、人と人が深く
つながり、たくさんのご縁を頂戴したことは、LOM にとって大変貴重な財産となりました。
今後も地区大会をはじめとする青年会議所で得られる多くの機会を前向きに捉え、人と人の
つながりを大切にし、メンバーそれぞれの彩り豊かな人生の糧としていただきたいです。

主管理事長・主管実行委員長のお二人からメッセージ

第 69 回
北海道地区大会

旭川大会
主管理事長

第 69 回
北海道地区大会

旭川大会
主管実行委員長

新谷 逸生

平間 恵子

地区大会に関わった全ての方へ、感謝を申し上げます。
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①事業実施に至った経緯
　旭川市内には青年会議所だけでなく、様々な運

動を展開している各団体があり、特に小規模の団

体において意気込みはあっても資金面で苦しんで

いる団体もありました。その頑張っている方々へ

継続して支援していく仕組みを創りたいという想

いがありました。当時道内の先駆けとして札幌青

年会議所でブルーアース募金があり我々としても

色々なやり方を模索しながらもブルーアース募金

をモデルにしてやっていこうと 300 万円の原資で

始めることにしました。札幌のシステムに近い形

を目指し、メンバー一緒になって定款などを作成

しました。

②事業の内容
　この基金は旭川のまちづくり・人づくりに寄与

している団体を対象として、事業資金もしくは運

営資金として、年間総額 30 万円の資金助成をする

基金です。旭川市民の生活・文化の向上に寄与す

るまちづくり並びに人づくりを目的として活動し

ている非営利団体（町内会などの地域団体もしく

は NPO 法人・任意団体）への資金助成を通して支

援をおこなっております。

③良かったこと
　実際に募金として拠出したときよりも、その団

体から有意義に使っていただけた報告を受けたと

きは嬉しかったですね。「非常に助かりました」と

いう声もいただきました。特に小規模団体へのサ

旭川ナナカマド基金
実施期間：2013 年〜

鈴 木　 大 介 先輩

2015 年度
まちづくりデザイン委員会
委員長

ポートは着実に行われている実感を得ることがで

きました。

④大変だったこと
　まず事業継続するために資金を集める仕組みを

構築することでした。賛同頂ける飲料販売メーカー

様に、現役メンバーのお付き合いが長い方を通じ

てお願いにいきました。また現役メンバーから基

金への寄付という形ではなく、あくまでも善意で

の拠出という形が必要だったため、自動販売機や

ワンコインという仕組みの構築も大変でした。ま

た事業の周知をするにあたり、ポスター、リーフ

レットを配布しましたが、如何に公共性があり、

効果的・効率的な広報につながるかという点から

掲載場所の選定にも苦労しました。実際に事業が

スタートしてからは対象事業の選定をしましたが、

これが最も大変でした。多い時で６～７件の応募

をいただきましたが、最初はただ単に資金が欲し

くて応募してきたものもあり、事業主旨や公益性

の観点や対象事業団体の過年度実績や構成団体な

ども精査し、慎重に選定を進めていました。

⑤事業を振り返って
　毎年の継続事業であるため、その性質上原資が

減少して行ってしまうことを避けられません。し

かしながら創始のメンバーの想いとしては継続の

原資を集めることは大変ですが、事業としては素

晴らしいと思うのでぜひ継続してほしいです。過

去に日本 JC に資金源の調達方法も相談したら良い

アドバイス等も頂きましたので、うまく活用して

事業継続につなげて頂きたいと思います。

基金受賞団体

2014 年度 
　旭川地区サッカー協会 第 3 種事業委員会
2016 年度 
　WORKSHOP COLLECTION ／

特定非営利活動法人もりねっと北海道
2017 年度 
　旭川ラーメン応援チアダンスプロジェクト／北柔会
2019 年度 
　子育て支援団体 よつばのクローバー／

旭川市少年少女オーケストラ



94

①事業実施に至った経緯
　この委員会には当初より青少年育成の他に東日

本復興支援の担いもありました。「本当に必要とさ

れる支援を必要な方々に届けたい」との強い思い

から先ずはゼロベースで東北の各 LOM を訪ね、視

察、聞き取りを始めました。その中で遊び盛りの

子どもたちを全く見かけない現状、放射能から遠

ざけ、心身ともにリフレッシュが必要である事を

知り、福島県原町 JC のご紹介で出会った「南相馬

こどものつばさ」のご協力を得る形で「青少年を

主とした復興支援」にたどり着きました。旭川市

民を巻き込んで受け入れたい想いから「子どもの

心に思いやり」～学ぶことは支援のための第一歩

～と題し、震災後の子どもたちにおける PTSD につ

いて臨床心理士である大学教授を招き、公開例会

を行いました。その後「Joy Full 実行委員会」を立

ち上げ復興支援がスタートします。

②事業の内容
　先ずはフェリーとバスを乗り継ぎ福島っ子を迎

えに行くことからスタート、福島っ子 30 名旭川っ

子 30 名の交流事業は臨床心理士 2 名の同行の元、

一泊は旭川っ子のご家庭にホームステイ、もう一

泊は富沢ふれあいの家に宿泊。動物園に農業体験、

牛の乳しぼり体験やそば打ち体験、工芸品作りな

ど盛りだくさんで旭川を満喫してもらいました。

フェアウェルパーティーのジンギスカンや流しそ

うめんは盛り上がりました。

③良かったこと
　旭川に来る数日前に父親を亡くした男の子がおり、

母親から参加についての相談を受けたときに、責任を

持って預かるので是非来ていただきたいと伝えました。

また、それが委員会メンバーの結束力を高めるきっか

けとなりました。子どもたちにはママと呼んでいただ

き、慕ってもらえたのが嬉しかったです。事業終了後、

原町 JC のメンバーから子どもたちの笑顔あふれるメッ

セージを送っていただき、大号泣してしまいました。

④大変だったこと
　寄付金活動が烈夏の協賛金時期と重なり大変でした

が、被災者が製作し、復興支援の一助にもなる「幸福の

黄色い折鶴ストラップ」をツールにし目標額を達成でき

ました。フェリーデッキでのラジオ体操、バス内の自己

紹介やゲーム、途中でのお弁当調達や食事場所の設定に、

緊急時対策マニュアルやタイムスケジュール、子ども用

旅のしおりの作成…仕事もせず、毎日パソコンの前に居

ました。ホームステイのマッチングも大変苦労しました。

⑤事業を振り返って
　支援をしたという事よりも、事業を通じて子ども

たちから学ばせてもらったことの方が多かったです。

東日本大震災復興支援
福島っ子・旭川っ子「ずっと友達！おもいっきり夏休み」in 旭川

実施期間：2012 年 8 月 7 日〜 12 日

澤田 真由美 先輩

2012 年度
青少年育成委員会
委員長
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①事業実施に至った経緯
　2000 年代の運動指針を示す、新・旭川 JC 宣言

において「次代を担う子どもたちの育成」を一つ

の柱として掲げてきました。私たちは「親として」

「大人として」「人間として」次代を担う子どもた

ちを育成する義務があること、子どもたちを育て

ていく親や地域社会、そして私たち自身に向けて、

身近な事象から何かを学び取ることをできる「体

験」の場を提供することで、私たちは子どもたち

に対し「心に残る感動」を与えたいと願うといっ

た内容があり、それらをより躍進させるための土

壌を醸成するべく、子どもたちにより多くの「体験」

と「心に残る感動」を与えていくための有効な手

法として静岡県浜松市の中高生 4 人が集まり発足

され活動していた、ユナイテッドチルドレン（UC）

を旭川でも設立することをを目指しました。

②事業の内容
　JC メンバーに対して、ユナイテッドチルドレン

設立に向けた協力依頼をする例会を実施し、「次代

を担う子どもたちの育成を考えるフォーラム」を開

催した後、旭川市内の中高生に向けて、ユナイテッ

ドチルドレン体験ワークショップを開催しました。

旭川ユナイテッドチルドレン
実施期間：2009 年〜

平 田　 大 樹 先輩

2009 年度
青少年開発プロジェクト委員会
委員長

ユナイテッドチルドレン（UC）とは「未
来の日本・世界を動かす人を創る」を理
念とし、それぞれの地域に即した問題に
中高生が中心になって取り組み、その活
動を通して社会の抱えてる問題を知り、
その解決が出来る人間へとメンバー一人
ひとりが成長する場となっています。

③良かったこと
　中高生たちやその保護者の皆様の考えを知るこ

とができました。中高生が旭川のことを知ろうと

真剣に議論する機会となり、その結果、子どもた

ちの目線から旭川の良さを活かした様々なアイ

ディアが生まれ、イベントなどの運営を通じて新

たな賑わいを創出することが出来ました。また、

運営準備をする中で、同じ志を持つ中高生同士の

輪が広がり、学校を跨いだ交流へと繋がりました。

JC メンバーに対しても、子ども達が旭川に対して

考え、純粋に取り組む姿から、様々な学びを得る

ことができたと考えます。

④大変だったこと
　JC は単年度制のため継続がとても難しかったで

す。立ち上げのメンバーが JC を卒業しても対応せ

ざるを得なく、相手が学生なのですべての活動に

メンバーが立ち会わなければいけなかったのです。

学生本人ではなく教育機関の学校と学生の親御さ

ん、行政とのやり取りが発生して運営が複雑でし

た。後半 UC がイベント屋になってしまい背景目的

を子たちに意識させるのが難しくなっていきまし

た。教育者じゃないから、教育者からの冷たい視

線を感じることもありました。教育のことは素人

のあなたたちは言わないでと言われたりしました。

⑤事業を振り返って
　石田理事長が描いていたものを、担当委員会と

して形にしました。現在は旭川 UC のサポートグ

ループ初代会長の佐藤友泰先輩の思いを紡ぎ、渡

邉千晃先輩が二代目会長として活動しています。
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①事業実施に至った経緯
　たいせつマルシェは「食」を大切にする古くて
新しいライフスタイルの提案を通じて、様々なコ
ミュニケーションの創造を図り、豊かな地域社会
の創造に地域社会全体で取り組むための環境作り
を目指し、「協力」から「連携」へ、「連携」から「協
働」という地域 Vision を掲げました。
　パリのマルシェには、たとえバターを買うお金が
なくてもバター屋さんの笑顔がある。2008 年、もの
づくり戦略モデルとして旭川市長へ提言したプラン
を地域経済活性化プランの事業として実際に形にし
たダイナミックなものでありました。当時のメンバー
は、阿部祐之先輩、松倉智幸先輩（2008 年理事長）、
今津寛介氏（現旭川市長）、上村有史氏（現旭川市議）、
近藤博之氏（2013 年理事長）他、錚々たる顔ぶれの
中、後のマルシェ委員会を引き継ぐ市川範之氏と私
も委員会を超えて新人として参加しました。

②事業の内容
　初回は実験開催として 2008 年 8 月～ 9 月に計 3
回、10 時～ 17 時の間に買物公園（3 条～ 4 条）に
て単管パイプのテントを張って行いました。2010
年から始まった当時の西川市長の活性化政策の一
つとなった「北の恵み食べマルシェ」は、市長の
看板事業として 2019 年まで行われました。以降「た
いせつマルシェ」として参加し、2011 年には青年
会議所から民間に移行します。たいせつマルシェ
協議会を立ち上げ、たいせつマルシェの基本コン
セプト及び目的を参加者と共有しました。

たいせつマルシェ
実施期間：2008 年 8 月〜

村 本　 暁 宣 先輩

2011 年度
まちのくらし活性化委員会
委員長

③良かったこと
　当時、生産者と消費者が直接話す機会である直
売店が少なく、市場に出せない規格外を自ら持っ
てきて売ることに、どちらも喜ばれていました。
　買物公園という構想は JC の先輩の功績でありそ
こで行われる食べマルシェも JC からの提言である
事は感慨深いものがありました。旭川市に食べマ
ルシェとして残せたこともとても良かったと思っ
ています。

④大変だったこと
　路上で調理する事の制限に苦労しました。生産
者と加工者がその場で旬を提供する。例えば、羽
幌の甘エビまつりなど文化的なものとは違いマル
シェの形がなく目指している形がなかなか実現と
なりませんでした。

⑤事業を振り返って
　マルシェは接触に重きをおいていましたが、今
は非接触を好む時代となり、ICT を利用しての販売
網の拡大など根本的に人とのつながり方が変わっ
てきています。このような時代背景から「たいせ
つマルシェ」は役目を終え、次の段階に移る時だ
と考え、たいせつマルシェ協議会は 2021 年 7 月に
解散することとなりました。
　今いる JC のメンバーで新たに提言し、策定して
欲しいというのが私の想いでもあります。
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①事業実施に至った経緯
　旭山動物園が全国から脚光を浴びている一方で、

旭川市の財政状況やマンパワーの不足、他の動物園

が注目されることで下火になってしまう不安や危機

感を抱えていました。これらの課題を解決するため、

2005 年のシンポジウムにて市民参画型の事業とし

てマイスターボランティアが提案されました。

②事業の内容
　１年目は手探りの中、実行委員会や動物園の裏

側を見学できる講習会等を開いて、約 200 名のボ

ランティア登録をいただきました。講習を受けた

ボランティアの人たちはオレンジ色のベストを着

て、ごみ拾いや道案内のサポートを実施しました。

③良かったこと
　市民参画型の事業を実施できたこと、1 年目で

核として活動された方が会長となり今でもマイス

ターボランティアが継続され定着していることと

なります。

旭山動物園マイスターボランティア
実施期間：2006 年〜

山 城　 晋 一 先輩

2006 年度
冬の元気発信委員会
委員長

④大変だったこと
　実行委員会、講習会の回数が多く、委員会メンバー

へ多くの負担を掛けてしまったこともありました。

⑤事業を振り返って
　この事業を見守っていくまたは応援できるよう

に、継続的な検証が必要と考えています。移管し

た現在でもマイスターボランティアは継続してい

ますが、新規の募集を JC ホームページに掲載する

等、応援できる部分はまだあると考えられます。
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烈夏七夕まつり

年度 回数 実行委員長 主な内容
1985 年 旭川のまつりについて考える事業を行い、提言書を作成する
1987 年 千貫神輿のお披露目と解説、粋旭によるデモンストレーション等を実施
1988 年 まつりのあり方についての提言書を作成

1989 年 旭川開基 100 年に向けて夏・冬まつり提言書を作成。旭川 2 世紀への踊りコンテスト、
アマチュアバンドによる踊れる曲へのアレンジコンテスト等を実施

1990 年 夏まつりに伴う実験イベント「ローソクだせ」を実施。夏まつり提言書を作成し、関係団体に配布

1991 年 第 1 回 畠　　 明 弘 烈夏七夕まつり開始。買物公園を連行し、3 基の太鼓山車に飾りやのぼりを立て、JC メンバー
がその周りで囃し立てながら踊る形で実施。「ローソクだせ」や「あんどん行列」を実施

1992 年 第 2 回 佐 々 木　 通 彦 昭和通りを使った大型山車を連行。沼田町の「夜高あんどん」、留萌市の「やん衆あんどん」、羽幌町
の「女みこし」、富良野の「へそまつり」、旭川永山屯田まつりの「みやまあんどん」計 5 団体を招待

1993 年 第 3 回 牧 野　　 聰 旭川 JC 山車の制作や 3 条買物公園にやぐら等を設置。子ども山車を使った子どもた
ちの参加があり『見る側』『参加する側』『担う側』が三位一体となる理想形に近づく

1994 年 第 4 回 青 木　 典 彦 100 万円が当たる『あんどん行列コンテスト』を実施。企業をはじめとする団体の参
加が得られる。ラスベガス 6 日間ペアご招待券が当たる短冊抽選会を実施

1995 年 第 5 回 長 谷 川　 力 也 織姫彦星イベントを実施。行燈山車・踊り・太鼓を主軸に昭和通りを通行止めにして運行を
実施。また旭川大雪アリーナで『まつりセッション』（子ども獅子舞・神輿担ぎ等）を実施

1996 年 第 6 回 田 中　 信 也 市民の『地域意識』の高揚を図り「まつり」に係る団体、各関係機関とのネットワーク作りを模索
1997 年 第 7 回 美 馬　 弘 幸 「市民参加」をキーワードに、市民と一丸となる地域に根ざしたまつりを推進
1998 年 第 8 回 江 夏　 秀 則 郷土愛精神の醸成と元気な人々の住む旭川づくりを成すべく集う人々の暖かい心の環境を創造
1999 年 第 9 回 仁 矢　 康 己 市民自らが主体的に参加・参画するという意識を芽生えさせる取り組みを行う

2000 年 第 10 回 樋 口　　 透 第 8 回地域伝統芸能全国フェスティバル（北海道）日本のまつり　ふるさと・旭川
2000 と共に開催し、旭川を代表するまつりに成長した烈夏を全国に発信

2001 年 第 11 回 阿 部　 祐 之 スケートボードと DJ のセッション、YOSAKOI ソーラン in Recca
2002 年 第 12 回 高 畠　 政 美 「まちづくりマネジメント計画」に基づき、まちづくりに対して意欲のある人を応援、支援
2003 年 第 13 回 金　　 聖 一 法被コンテスト・体験まつりを実施
2004 年 第 14 回 酒 井　 祐 司 こころンピック・子ども向け和太鼓フェスティバルの実施
2005 年 第 15 回 寺 島　 賢 一 連行ルート変更提案（参加団体に連行ルート変更等に対してアンケート調査）
2006 年 第 16 回 石 田　 慶 嗣 連行ルートを昭和通りに変更。太鼓フェスティバル・体験和太鼓・子烈夏の実施
2007 年 第 17 回 藤 原　 正 幸 運動指針である「地域社会を支える住民参画システムの構築」の推進
2008 年 第 18 回 本 間　 公 浩 烈夏七夕まつりの来場者にアンケートを実施
2009 年 第 19 回 安 田　 典 充 連行時の踊り・お囃子の統一、山車の見せ方の検討

2010 年 第 20 回 千 葉　 真 也 「地域の人々全員が街のプロデュー サー」を基本理念として、一般の人々が誰でも気
軽に街づくりに参加できるシステム構築を推進

2011 年 第 21 回 福 居　 裕 二 子ども山車を新たに設けたことにより 4 団体（こども 31 団体と保護者）が参加
2012 年 第 22 回 石 黒　 裕 規 織姫彦星のイベントを復活させ、フィナーレに。市民ボランディア山車の制作

2013 年 第 23 回 外 崎　 裕 二 織姫彦星を行うフィナーレ会場を 5 条に変更。試験的に山車コンテストを実施。全国
で 2 番目に大きい大太鼓「神 ( カムイ )」を借りて演出

2014 年 第 24 回 稲 田　 良 輔 参加団体へ持ち込み山車への移行の促し開始（招待から参加へ）、山車コンテストを正式に開始
2015 年 第 25 回 岩 井　 隆 行 体験山車の実施、財務局の設置開始

2016 年 第 26 回 伊 藤　 久 美 旭川夏まつり第 55 回記念として道北 5 団体と行灯連行などコラボレーション。フィ
ナーレを 3 条と 5 条（織姫彦星）で実施。体験踊りの実施、地点管理部会設立

2017 年 第 27 回 長 井　 翔 一 郎 短冊コーナーの設置、5 条におけるオープニングフェスの再開。烈夏担当委員会を「烈
夏事務局」として少人数にし、烈夏以外の委員会に役割を設ける

2018 年 第 28 回 北 崎　 悌 綱 新烈夏囃子の考案、クラウドファンディングを初実施。山車の連行に札幌北高生徒も
初参加、旭大生を連行と地点管理に組み込む

2019 年 第 29 回 清 水　 健 史 当日参加者を募ることでより多くの市民が参加。資金調達のため、常盤公園に出店を
出し、前年に続きクラウドファンディングを実施（101,000 円集まる）

2020 年 第 30 回 尾 野　 洋 介 コロナウイルスの蔓延により中止。第 30 回記念式典、講師として佐々木通彦先輩、2
名の顧問をお招きした講演会を実施
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旭川冬まつり支援

年度 事業名 主な内容
1984 年 第 3 回石狩川クロスカントリー オープン競技、対抗リレー、歩くスキー
1985 年 第 4 回石狩川クロスカントリー オープン競技、対抗リレー、歩くスキー、仮装大会
1986 年 GOGO! ホワイトカーニバル（旭川冬まつり前夜祭） 神輿パレード、雪中ウルトラクイズ、ファイアーストーム
1987 年 GOGO! ホワイトカーニバル（旭川冬まつり前夜祭） 神輿パレード、雪中ウルトラクイズ、ジャズダンス、太鼓
1988 年 第 3 回ホワイトカーニバル 山車・仮装行列パレード、フロージングスカルチャーの作成
1989 年 第 4 回ホワイトカーニバル・NTV 人文字コンテスト参加 冬まつりパレード、ウルトラクイズ、アイスシェル
1990 年 市民氷彫刻コンテスト 市民対象の氷彫刻コンテスト開始。氷彫刻世界大会ウェルカムパーティー
1991 年 第 2 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、スノーバレー大会、氷彫刻世界大会ウエルカムパーティー
1992 年 アイスアートフェスタ ’92・スノーバレーバトル ’92 第 3 回市民氷彫刻コンテスト、スノーバレー大会
1993 年 ホワイトカーニバル ’93・熱冬！スノーバレー 第 4 回市民氷彫刻コンテスト、スノーバレー、前夜祭協力、氷彫刻世界大会ウエルカムパーティー
1994 年 アイスアートフェスタ ’94・第 5 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト
1995 年 アイスアートフェスタ ’95・第 6 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト
1996 年 アイスアートフェスタ ’96・第 7 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷上ボーリング、雪上綱引きなど
1997 年 アイスアートフェスタ ’97・第 8 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷上ボーリング、電激イライラ棒など
1998 年 アイスアートフェスタ ’98・第 9 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト
1999 年 アイスアートフェスタ ’99・第 10 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、アイスウェイト、小学生クイズ選手権など
2000 年 アイスアートフェスタ 2000・第 11 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト
2001 年 アイスアートフェスタ 2001・第 12 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト
2002 年 アイスアートフェスタ 2002・第 13 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテストを 3 会場に。氷彫刻体験コーナーの新設
2003 年 アイスアートフェスタ 2003・第 14 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷彫刻体験
2004 年 アイスアートフェスタ 2004・第 15 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテストを 4 会場に。氷彫刻体験
2005 年 アイスアートフェスタ 2005・第 16 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷彫刻体験
2006 年 アイスアートフェスタ 2006・第 17 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷彫刻体験
2007 年 アイスアートフェスタ 2007・第 18 回市民氷彫刻コンテスト 氷彫刻コンテスト、氷彫刻体験
2008 年 アイスアートストリート「旭川アイスアートビレッジへ続く道」 氷彫刻体験、アイスドーム制作、アイスカフェなど
2009 年 アイスアートビレッジ 2009 雪と氷の憩いの場 アイスアートパーク アイスドーム、アイスカフェ、アイスアート体験など
2010 年 アイスアートビレッジ 2010 雪と氷の幻想　アイスアートリンク アイスドーム、アイスカフェ、アイスアート体験など
2011 年 アイスアートビレッジ 2011 コラボレーション・夢への架け橋 アイスドーム制作、アイスカフェ、アイスアート体験など
2012 年 アイスアートビレッジ 2012 わくわく Winter Attraction! アイスドーム制作、アイスシアター、アイスカフェバーなど
2013 年 ICE Wonderland 2013 Smile for ASAHIKAWA アイスシアター、氷彫刻体験、スノースクート体験、ハート型撮影スポットなど
2014 年 ICE Wonderland 2014 〜 Love for your Aasahikawa 〜 アイスシアター、氷彫刻体験、スノースクート体験、ハート型撮影スポットなど
2015 年 It's a snow world 2015 氷彫刻体験、お絵かきコーナー、雪上ストラックアウト、雪上 PK サッ

カー、雪上跳び箱、雪上パークゴルフ、ハート型撮影スポットなど
2016 年 JC support a Winter Festival 2016 ～旭川青年会議所プレゼンツ チルドレンフェスティバル～ 氷彫刻体験、スノーボード、チュービング、ヤマメ釣り、子ども縁日など
2017 年 わくわく ICE SQUARE in TOKIWA Welcome 雪だるま、氷彫刻体験、かまくら体験、SNS 切り抜きパネル展示 など
2018 年 わくわく ICE SQUARE in TOKIWA 2018 Welcome 雪だるま制作、100m の光の回廊、氷彫刻体験、かまくら体験、パネル展示など
2019 年 わくわく ICE SQUARE in TOKIWA 2019 Welcome 雪だるま制作、雪中サッカー大会、スノーモビル体験、氷彫刻体験、雪遊び体験など
2020 年 わくわく ICE SQUARE in TOKIWA 2020 Welcome 雪だるま制作、雪中サッカー大会、雪合戦、スノーモビル体験、氷彫刻体験など
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創立 60 周年記念式典・祝賀会及び記念事業

日 時

場 所

参 加 者

コンセプト

担 当

日 時

場 所

参 加 者

出 演 者

担 当

2010 年 11 月 13 日（土）

式典 11:00 〜 12:30・祝賀会 13:30 〜 15:30

ロワジールホテル旭川 3F ボールルーム

681 名（対内 101 名／対外 578 名）

過去への感謝・現
い

代
ま

を生きる・未来への責任

創立 60 周年実行委員長 石川 正貴
60 周年プロジェクト委員会 委員長 大谷 善彦

2010 年 12 月 3 日（金）19:00 〜 21:00

旭川市民文化会館小ホール

177 名（対内 43 名／対外 134 名）

アチーブメント（株） 代表取締役 青木 仁志 氏

60 周年プロジェクト委員会 委員長 大谷 善彦

　60 年の歩みを振り返り、学び、歴史を紡いで来
られた諸先輩方に感謝をし、変化する多様な社会
に適応し、未来への責任を持ち続け、明るい豊か
な社会の実現のために運動し続けていくことを約
束する年にすることをコンセプトに、北海道各地
の青年会議所メンバーや関係団体の皆様、姉妹 JC
の タ ン ペ レ、 友 好 JC の 鶯 歌 の 皆 様 を 多 数 お 迎 え
し、盛大に式典及び祝賀会を実施しました。式典
の 中 で、2000 年 代 運 動 指 針 で あ る「 新・ 旭 川 JC
宣言」を振り返り、次の 10 年である 2010 年度運
動方針として『豊かさの探求によるわがまち・あ
さひかわの発展』を掲げ、「旭川 JC 宣言 夢ビジョ
ン 2010」を発表しました。また国際交流の機会と
し て タ ン ペ レ JC、 鶯 歌 JC の 皆 様 と 交 流 を し、 友
情を深める機会となりました。

　「 過 去 へ の 感 謝 」 と「 未 来 へ の 責 任 」 を 自 覚 し
「現

い

在
ま

を生きる」うえで創立当初のような高い志を
持ち行動するリーダーが数多く育成することが未来
の「明るい豊かな社会」に寄与ことにつながると考
え、居心地のいい「今」に甘んじるのではなく、高
い「志」を持ち新しい一歩を踏み出すきっかけにな
ればという思いが詰まった記念講演となりました。

創立 60 周年記念式典・祝賀会

創立 60 周年記念講演「戦略を超える理念経営」

姉妹 JC のタンペレ JC と友好 JC の鶯歌 JC の皆様との国際交流の様子
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創立 65 周年記念式典・祝賀会及び記念事業

日 時

場 所

参 加 者

テ ー マ

担 当

日 時
場 所
参 加 者
出 演 者

担 当

日 時
場 所
参 加 者
出 演 者

担 当

2015 年 11 月 14 日（土）

式典 17:00 〜 18:40・祝賀会 19:00 〜 20:10

アートホテルズ旭川 3F ボールルーム

253 名（対内 43 名／対外 210 名）

夢をかたちに

組織推進局 局長 長谷川 周弘（実行委員長）

2015 年 10 月 25 日（日）16:00 〜 18:00
道北経済センタービル 2 階大ホール
123 名（対内 40 名／対外 83 名）
釧路公立大学地域経済研究センター 教授 佐野 修久 氏
旭川市総合政策部長 赤岡 昌弘 氏
旭川信用金庫 理事長 原田 直彦 氏
まちづくりデザイン委員会 委員長 鈴木 大介

2015 年 10 月 25 日（日）14:00 〜 16:00
旭川アッシュビル（ash）
97 名（対内 35 名／対外 62 名）
朝妻 久実 氏／星野 智哉 氏／ラフ→チケット
中高大学生 (11 名 )
未来の夢創造委員会 委員長 川島 和也

　2010 年代の中間点にあたり、過去 5 年の運動を
振り返り、未来へと導く年と位置づけ、開催され
ました。旭川 JC 宣言にある「夢」の姿を「かたち」
にするべく、旭川で生まれ育った人々が郷土に誇
りを持ち、自らが描く夢の実現に向け行動するこ
とを実行するため、人と人とを繋ぐ架け橋になる
こ と を コ ン セ プ ト に、 道 北 エ リ ア 10LOM の メ ン
バーや関係団体の皆様、友好 JC である鶯歌 JC の
皆様を来賓に迎え、旭川青年会議所シニアクラブ
の皆様とともに盛大に祝いました。また、2020 年
までの 5 年は、真の豊かさとは心が満たされるこ
とと捉え、「ひとの心」が通う行動や「誰かのため」
の運動を行っていくことを誓いました。

　佐野氏の基調講演やパネルディスカッション。産
官学金連携や市民参画が可能な新たな資金調達の手
法であるクラウドファンディングを紹介し、新たな
アイディアを提案。また、年間を通して行ってきた
事業の提言を発表。旭川市に提出しました。道北エ
リア大会の開催地事業としても位置づけられ、道北
エリア各 LOM メンバーも多く参加いただきました。

　夢を持って様々なステージで活躍している方の
経験を、参加の中高大学生と語り合い、夢に向かっ
て行動する大人から学び、今後の人生に活きる経
験から夢を持って自発的に行動する青少年が未来
のリーダーとして旭川を明るく照らす灯火となる
ことを実感する青少年育成事業となりました。

創立 65 周年記念式典・祝賀会

創立 65 周年記念事業

■ 第一弾 夢をかたちにするまちづくり戦略フォーラム

■ 第二弾 若者による旭川魅力発信のしゃべり場
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創立 70 周年記念式典・祝賀会及び記念事業

日 時

場 所

参 加 者

テ ー マ

担 当

日 時

場 所

参 加 者

担 当

■ 旭川市役所へアジサイ寄贈

■ アジサイの植樹実施
日 時

場 所

参 加 者

担 当

2020 年 11 月 14 日（土）18:00 〜 19:45

アートホテル旭川 3F ボールルーム

122 名（対内 39 名／対外 83 名）

躍　動

創立 70 周年実行委員長 渡部 康晴
創立 70 周年特別委員会 委員長 山崎 五良

2020 年 11 月 24 日（火）10:00 〜

旭川市役所

5 名

創立 70 周年事業部会 部会長 清水 健史

2021 年 6 月 23 日（水）10:00 〜 12:00

あさひかわ北彩都ガーデン

54 名（対内 41 名／対外 13 名）

広報渉外委員会 委員長 中本 吉彦（2021 年度）

　当初は北海道各地の青年会議所メンバーや関係
団体の皆様、また国際交流として姉妹 JC のタンペ
レ、友好 JC の鶯歌の皆様もお迎えし、盛大に実施
する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大
の影響により、縮小した形での実施となりました。
　万全の感染症対策を実施した上で、旭川青年会
議所の現役メンバーやシニアクラブ諸先輩の皆様
に加え、旭川市長、上川総合振興局長を来賓とし
て迎え、ソーシャルディスタンスを保ち式典のみ
を行いました。規模は小さいながらも旭川青年会
議所の 70 周年を多くの皆様と共にお祝いすること
ができました。

　創立 70 周年を迎え、今まで旭川青年会議所を支
えてくださった方々に感謝の気持ちを形にするべ
く、旭川市にアジサイを寄贈しました。そして翌
年 6 月 23 日に、旭川市長をはじめ旭川青年会議所
シニアクラブ諸先輩の皆様と、現役メンバーが共
に雲ひとつない青空の下、あさひかわ北彩都ガー
デンに（森山病院裏～スターバックス裏）にアジ
サイ 83 株、ノリウツギ 54 株、合計 137 株を植え
ました。旭川デザインウィークともコラボし、多
くのメディアにも取り上げていただきました。
　あさひかわ北彩都ガーデンが旭川市民の皆様に
愛され憩いの場となり、旭川青年会議所が歩んで
きた 70 年への感謝と、これからも旭川市民の皆様
と共に歩み続け、植樹したアジサイと共に成長し、
未来へと力強く咲誇ることを皆で誓い合いました。

創立 70 周年記念式典

創立 70 周年記念植樹事業 〜感謝のバトン〜



	▶ スポンサー歴

	▶ 姉妹 JC・友好 JC

	▶ 褒賞受賞歴
•	 JCI

•	 日本青年会議所

•	 日本青年会議所自由部門スポンサー歴

•	 北海道地協議会

•	 北海道ブロック協議会

	▶ 正会員

	▶ 卒業会員

	▶ 物故会員

	▶ あとがき　　　　

資　料
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スポンサー歴

姉妹・友好 JC

年　度 認定月日 認証番号 LOM 名 理事長名

1952 年 �3 月 14 日 28 号 網 走 青 年 会 議 所 山　 崎　 与　 吉

1953 年 12 月 8 日 65 号 芦 別 青 年 会 議 所 藤　 井　 諄　 一��

1954 年 1 月 1 日 73 号 稚 内 青 年 会 議 所 松　 岡　 一　 隆

1954 年 8 月 28 日 74 号 深 川 青 年 会 議 所 松　 岡　 一　 隆

1955 年 4 月 10 日 81 号 富 良 野 青 年 会 議 所 山　 崎　 賢　 二

1955 年 10 月 8 日 82 号 名 寄 青 年 会 議 所 山　 崎　 賢　 二

1956 年 2 月 18 日 84 号 紋 別 青 年 会 議 所 山　 崎　 賢　 二

1956 年 3 月 3 日 98 号 留 萌 青 年 会 議 所 山　 崎　 賢　 二

1957 年 7 月 19 日 117 号 士 別 青 年 会 議 所 小　 泉　　　 歩

1958 年 5 月 16 日 142 号 赤 平 青 年 会 議 所 森　 山　 元　 一

締結年 NOM 名 LOM 名

1967 年 アメリカ合衆国 ブ ル ー ミ ン ト ン・ ノ ー マ ル JC

1985 年 11 月 フィンランド共和国 タ ン ペ レ J C

開始年 NOM 名 LOM 名

2000 年 6 月 台　湾 鶯 歌 J C

姉妹ＪＣ

スポンサーＪＣ

友好ＪＣ
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褒賞受賞歴

年　度 受　賞

1957 年 ニュージーランド・アワード賞

1987 年 姉妹 JC 最優秀賞

1994 年 JCI 特別賞

年　度 受賞 LOM 名

1990 年 水と緑の都市（まち）づくり推進賞優秀賞 守山 JC

1991 年 水と緑の都市（まち）づくり推進賞優秀賞 石巻 JC

1992 年 水と緑の都市（まち）づくり推進賞優秀賞 亀岡 JC

1993 年 水と緑の都市（まち）づくり推進賞優秀賞 佐沼 JC

1994 年 水と緑の都市（まち）づくり推進賞優秀賞 大曲 JC

年　度 受　賞

1964 年 優秀 JC 賞

1966 年 最優秀ローカル JC 賞

1969 年 最優秀青少年問題賞

1972 年 交通公害対策推進最優秀賞

1983 年 社会開発推進優秀賞

1983 年 青少年開発推進努力賞

1986 年 自由部門賞三世代交流推進賞優秀賞

1987 年 水と緑の都市（まち）づくり推進最優秀賞

1992 年 おまつり推進賞努力賞

1994 年 自由テーマ賞優秀賞

1997 年 「ひとづくり」推進賞優秀賞

2010 年 2010 年度 L-1 グランプリ 地域振興部門最優秀賞（たいせつマルシェ）

ＪＣＩ

日本青年会議所 褒賞自由部門スポンサー歴

日本青年会議所
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年　度 受　賞

1964 年 最優秀ＪＣ賞

1964 年 最優秀委員会賞（経済委員会）

1965 年 優秀ローカル JC 賞

1967 年 最優秀ローカル委員会賞（社会福祉委員会）

1983 年 優秀社会開発推進賞

1983 年 優秀教育青少年開発推進賞

1984 年 広報活動推進賞最優秀賞

1985 年 指導力開発部門最優秀賞

1986 年 魅力ある人づくりに関する運動優秀賞

1986 年 広報誌コンクール対外紙部門努力賞

1987 年 経営開発推進最優秀賞

1987 年 広報活動推進最優秀賞

1987 年 新しい日本の生き方をつくる国際理解推進優秀賞

1988 年 会員拡大推進最優秀賞

1989 年　 青少年開発推進優秀賞

1989 年 地域ビジョン策定努力賞

1990 年 自立した人間づくり推進部門優秀賞

1991 年 地球（ほし）づくり推進部門優秀賞

1992 年 地球（まち）づくり推進部門優秀賞

1992 年 おまつり推進努力賞

1995 年 「活き活き JC づくり」推進優秀賞

1997 年 人づくり推進最優秀賞

2018 年 最優秀拡大達成 LOM 賞（50 名以上部門）

北海道地区協議会

北海道ブロック協議会
褒賞制度無し

褒賞受賞歴
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池　田　圭　治

石　川　泰　路

石 坂 　 　 圭

稲　沢　春　香

庵　原　克　俊

印　南　雄太郎

宇　山　浩　好

蝦　名　安　信

遠　藤　健　晃

大　西　紀一郎

大　野　史　聖

尾　崎　恒　夫

尾　野　洋　介

加　藤　伊　織

川　村　健　太

岸　井　一　憲

北　﨑　悌　綱

工　藤　貴　弘

熊　谷　哲　一

小　林　大　晋

媚　山　将　平

小　峯　督　朗

坂　 下　　　 翼

佐々木　　　洵

佐々木　　　聖

佐々木　勇　輔

佐々木　雄　大

哘　崎　恭　寛

重　原　拓　司

清　水　健　史

新　谷　逸　生

高　尾　健一郎

髙　橋　宏　典

棚　橋　真　希

平　間　恵　子

藤　井　裕　万

藤　兼　大　和

堀　　　 浩　 之

堀　　　 直　 也

村　井　正　雄

山　崎　五　良

山　田　知　央

山　田　隼　人

山　本　昌　史

湯　野　永　知

横　内　浩　平

若　林　正　城

渡　部　康　晴

渡　邉　涼　太

谷　川　虎太郎

筒　井　和　騎

遠　山　優　太

戸　田　昭　弘

中　村　光一朗

中　本　吉　彦

中　保　翔　太

奈良岡　美　咲

成　田　卓　也

西野目　晃　正

能　澤　悠　多

野　畑　健太郎

野　村　晋　也

馬　場　智　章

林　　　 祐　 作

原　 渕　　　 輝

春　木　真　樹

2020 年度　正会員

（株）キュービック不動産
代表取締役

サンデンパ ( 株 )
代表取締役

( 株 ) 陽菜舘
代表取締役

リアルケア ( 株 )	
代表取締役

旭川信用金庫
調査役

旭川市役所
主　査

（株）Ｅ保険プランニング
セールスマネージャー

旭川空港ビル ( 株 )
営業部営業係長

( 株 ) 日専連旭川

( 株 ) 大西時計店
取締役営業企画課長

( 株 ) エイペックスジャパン

（有）尾崎塗装

( 有 ) エムエー保険サービス
代表取締役

（株）アイ・ディー・エフ

( 株 ) カワムラ
代表取締役

（株）キシイ
取締役営業部長

（株）Social Bridge
代表取締役 CEO

（株）くどう
専務取締役

（株）熊谷商店
代表取締役専務

緑橋通法律事務所
弁護士

媚山鉄工 ( 株 )
常務取締役

北海道デリカフーズ（有）
取締役

登揚建設（有）

( 弁 ) 千葉総合法律事務所
中小企業診断士・社会保険労務士

( 株 ) 丸松ササキ工業
工事部長

( 株 ) プロテクト・ガード
代表取締役

( 株 ) エフ・イー
常務取締役

( 株 ) 雪屋
代表取締役

重原整骨院

りんどう法律事務所
弁護士

新谷建設 ( 株 )
取締役副社長

高尾呉服店
営業部長

( 株 ) 扇松園
代表取締役支配人

ラウンジ ルダン
代　表

谷川印刷（株）

（株）ダスキン旭川
取締役部長

ソニー生命保険 ( 株 )

歌原戸田建設 ( 株 )	
代表取締役社長

（株）中村葬儀社
常務取締役

（有）ごまそば鶴㐂
専務取締役

（株）ノヴェロ旭川支社

Dunhill
ママ

（株）ロジスティクス道央
代表取締役社長

西野目産業（株）ホテル大雪
取締役営業本部長

（株）能澤自動車
代表取締役

（株）館脇倉庫
取締役

極東警備保障 ( 株 )
取締役常務

（株）弘文社
代表取締役専務

林祐作事務所

鶏と酒 ぶち
店　主

( 有 ) アール・ケイ企画
代表取締役

( 有 ) ゼニット
営業マネージャー

（株）藤井
業務課 課長

（株）藤兼商店
常務取締役

（株）山本ビルアルファ旭町店
マネージャー

アトラス・サーベイ（株）
取締役

医療法人恵心会
理　事

男山 ( 株 )
取締役

（株）ベリージャパン
専務取締役

（株）サントラスト
代表取締役

日本生命保険相互会社
営業部長

旭川小型運輸（株）
専務取締役

（株）オールプラン
代表取締役

アートホテル旭川
係　長

（株）トーワ
代表取締役

（株）ＮＥＸＴ ＨＡＮＤＳ
代　表
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13 期
1963(S38) 年

前　川　通　泰

14 期
1964(S39) 年

川　島　一　泰

20 期
1970(S45) 年

石　 坂　　　 實

21 期
1971(S46) 年

近　江　章　治
河　合　幸　治
山　内　和　夫

22 期
1972(S47) 年

松　村　勝　弘

23 期
1973(S48) 年

川　島　信　一
山　﨑　正　英

25 期
1975(S50) 年

木　 幡　　　 貢
能　登　将　光
村　井　千　里
盛　永　孝　之
矢　野　貞　夫
吉　 田　　　 裕
和　田　耕　三

26 期
1976(S51) 年

佐　藤　欽　治
嶋　岡　邦　雄
出　崎　広　次

27 期
1977(S52) 年

赤　坂　雄　一
秋　山　昌　平
浅　 野　　　 眞
田　下　昌　明
西　 田　　　 勲

28 期
1978(S53) 年

大　西　耕　司
後　藤　輝　雄
沢　栗　修　二
山　口　武　夫

29 期
1979(S54) 年

上　草　義　輝
濱　口　勝　紀
福　田　謹　也
楊　　　 睦　 健

30 期
1980(S55) 年

安　住　英　也
佐々木　邦　男
杉　尾　伸　夫
得　能　伸　一

31 期
1981(S56) 年

大　 谷　　　 博
原　田　一　紀
山　下　忠　夫

32 期
1982(S57) 年

進　藤　恭　司
菅　井　弘　明
高　 橋　　　 實
塚　本　千　春
仲　山　昭　義

33 期
1983(S58) 年

犬　伏　雅　彦
北　岡　忠　男
篠　原　正　博
鈴　木　康　弘
須　藤　雄　一
武　田　昭　宏
武　蔵　弘　毅
山　 田　　　 洋
山　本　憲　彦
山　 本　　　 宏
吉　川　昌　志

川　島　崇　則
今　野　正　廣
出　口　絢　一
外　﨑　雅　敏
外　山　春　男
松　井　俊　治
渡　部　利　明

40 期
1990(H2) 年

石　川　哲　男
重　原　幸　司
谷　川　良　裕
千　葉　新　次
中　川　竹　志
馬　場　康　博
三　嶋　幸　利
森　山　元　樹

41 期
1991(H3) 年

市　田　敏　行
大　西　勝　一
金　田　英　鐘
木　村　進　一
今　野　一　尋
捧　　　 範　 行
鈴　木　敏　治
丹　保　俊　明
辻　村　勝　行
富　 岡　　　 明
中　井　隆　永
西　口　憲　一

42 期
1992(H4) 年

今　富　美由貴
淤　見　政　儀
柴　原　勝　彦
新　谷　龍一郎
髙　橋　仁　美
中　野　典　一
柳　原　正　司
山　﨑　與　吉

43 期
1993(H5) 年

明　石　芳　啓
大　場　清　宏
大　廣　泰　久
加　藤　礼　一

34 期
1984(S59) 年

大　 坪　　　 敏
酒　 井　　　 孝
佐　藤　一　彦
田　村　禎三郎
山　本　孝　博
米　木　岩　雄

35 期
1985(S60) 年

高　木　常　光
二　 坂　　　 徹
山　内　弘　次

36 期
1986(S61) 年

今　 津　　　 寛
桑　畠　保　夫
鈴　木　英　之
中　村　哲　哉
西　野　敏　夫

37 期
1987(S62) 年

磯　野　哲　也
仙　 座　　　 猛
高　畠　正　吾
谷　 川　　　 敞
田　畠　淳　一
中　島　孝　志
水　野　梅　松
吉　田　昌　弘

38 期
1988(S63) 年

井　合　典　郎
表 　 豊
片　岡　清　司
河　村　幸　四
渋　田　純　夫
原　田　一　道
藤　井　伸　一
前　田　政　克

39 期
1989(H1) 年

石　田　博　成
稲　 井　　　 誠
植　平　有　治
淤　見　武　信
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岸　井　康　祐
北　 沢　　　 淳
鈴　木　博　文
田　中　信　二
西　山　隆　芳
松　永　孝　道
宮　腰　利　之
六　 車　　　 亮
湯　野　信　一

44 期
1994(H6) 年

井　内　敏　樹
生　駒　雅　彦
軽　部　孝　一
国　本　正　雄
後　藤　諭　一
藤　木　文　雄
松　田　誠　一
横　田　隆　一

45 期
1995(H7) 年

芦　野　和　範
池　田　和　広
大　塚　和　則
大　橋　一　慶
工　藤　光　生
小　竹　和　文
此　下　晴　夫
酒　井　俊　充
佐々木　通　彦
柴　　　 秀　 美
東海林　　　薫
菅　原　範　明
中　西　英　実
松　本　照　之
宮　塚　典　彦
森　田　篤　典
和　田　幹　男

46 期
1996(H8) 年

北　野　明　彦
久保田　　　彰
高　島　成　年
那　須　信　仁
三　輪　一　典
村　田　裕　之
村　本　定　範
米　田　泰　規

47 期
1997(H9) 年

潮　　　日出夫
樫　原　克　則
豊　 田　　　 誠
中　野　榮　二
野　原　裕　介
長谷川　敦　彦
福　居　秀　雄
本　間　紀　佳
宮　田　啓　男
山　内　一　頼
山　越　一　徳
由　良　和　喜

48 期
1998(H10) 年

明　石　秀　一
秋　島　和　彦
石　川　雄　洋
泉　川　充　弘
奥　村　章　一
甲　斐　啓　二
媚　山　茂　信
佐々木　彰　宏
髙　崎　隆　司
藤　兼　雅　喜
山　﨑　裕　之
山　 田　　　 彰

49 期
1999(H11) 年

飯　野　雅　司
上　田　勢　三
大　村　尚　史
加　納　好　春
佐々木　元一朗
島　田　光　博
上　用　孝　満
菅　 原　　　 司
高　嶋　裕　子
長谷川　力　也
古　田　秀　敏
三　浦　克　義
山　本　明　弘

50 期
2000(H12) 年

青　木　典　彦
芦　野　隆　治
荒　井　保　明

谷 口　 大 朗
外 川　 光 宏
永 田　 理 人
仁 矢　 康 己
服 部　 好 泰
樋 口 　 透
三 　 　 治
美 馬　 弘 幸
山 内　 弘 之
山 北　 正 美
吉 田　 和 弘
和 田　 正 彦

54 期
2004(H16) 年

今 津 　 徳
加 藤 　 卓
金 　 聖 一
小 関　 孝 博
小 滝　 英 樹
嵯 城　 俊 明
竹 村　 恵 美
水 野　 弘 敏
三 井　 康 雅
石 森　 勝 秀
稲 田　 佳 弘
内 田　 芳 史
梅 田 　 司
片 岡　 宏 文
田 中　 信 也
藤 田　 裕 司
盛 永　 喜 之
山 崎　 俊 彦

55 期
2005(H17) 年

青　木　孝　典
荒　木　信　介
稲　 尾　　　 太
大　 垣　　　 宏
佐　藤　孝　広
竹　内　一　秋
田　下　大　海
信　田　正　広
船　 田　　　 徹
宮　崎　雅　之
村　井　為　敦
安　田　佳　正
和　 田　　　 亨

大　瀧　裕　行
金　　　 哲　 一
黒　川　吾　基
佐　藤　裕　二
村　 中　　　 浩
渡　 邊　　　 智

51 期
2001(H13) 年

及　川　浩　和
河　 上　　　 哲
日　下　猛　文
小　滝　達　也
嶋　村　卓　朗
久　木　利　弘

52 期
2002(H14) 年

石　井　重　人
川　村　寿　裕
江　夏　秀　則
河　野　忠　克
越　　　健太郎
高　 尾　　　 勉
高　倉　雄　司
髙　畠　政　美
田　島　克　規
谷　口　大　朗
外　川　光　宏
永　田　理　人
仁　矢　康　己
服　部　好　泰
樋　 口　　　 透
三　 谷　　　 治
美　馬　弘　幸
山　内　弘　之
山　北　正　美
吉　田　和　弘
和　田　正　彦

53 期
2003(H15) 年

石 井　 重 人
川 村　 寿 裕
江 夏　 秀 則
河 野　 忠 克
越　 健 太 郎
高 尾 　 勉
高 倉　 雄 司
髙 畠　 政 美
田 島　 克 規
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56 期
2006(H18) 年

荒　井　克　典
荒　 川　　　 亘
来　正　友　行
西　 田　　　 稔
西　村　義　浩
水　 上　　　 崇
山　平　悦　子

57 期
2007(H19) 年

伊　藤　博　元
河　野　一　生
沼　館　純　雄
橋　 本　　　 毅
前　田　光　理
山　城　晋　一
若　井　賢　治

58 期
2008(H20) 年

東　　　 国　 幹
阿　部　祐　之
大　 西　　　 肇
佐々木　直　人
佐　藤　友　泰
高　 山　　　 修
土　野　佳　樹
鶴　岡　久　也
寺　島　賢　一
中　里　幸　生
茂　木　めぐみ
山　田　明　成
好　井　宏　泰

59 期
2009(H21) 年

稲　 葉　　　 徹
植　松　忠　文
武　 田　　　 仁
千　葉　智　史
東　堂　賢　功
中　川　栄　一
西　坂　恵　理
馬　場　明　治
本　 間　　　 潤
吉　竹　一　晃

60 期
2010(H22) 年

安　住　太　伸
小　川　尚　孝
高　橋　規　久
千　葉　真　也
西　森　良　一
前　森　和　実
米　田　修　司
渡　邉　千　晃

61 期
2011(H23) 年

荒　川　敬　大
大　谷　善　彦
加　藤　康　博
木　村　哲　也
瀬　古　博　之
中　川　雄　策
中　村　弘　一
藤　原　正　幸
本　間　公　浩

62 期
2012(H24) 年

飯　塚　正　浩
石　黒　裕　規
菊　地　ミ　オ
小　林　睦　明
酒　井　保　則
重　原　浩　貴
高　田　泰　慎
津　 山　　　 旭
土　井　隆　典
富　居　典　弘
西　 山　　　 仁
福　居　裕　二
松　本　尚　晃

63 期
2013(H25) 年

市　川　範　之
落　合　孝　優
鏡　　　 圭　 介
菊　川　直　人
齊　藤　眞　美
斉　藤　三　寛
田　村　総司郎
外　﨑　裕　二
西　 村　　　 光
藤　 井　　　 昇

67 期
2017(H29) 年

加　藤　廣　二
金　田　一　宏
上　村　有　史
後　藤　啓　輔
榊　原　博　史
鈴　木　慎　吾
鈴　木　大　介
守　田　和　弘
守　田　敬　幸
守　 谷　　　 実
山　上　雄　司
山　添　宏　基
渡　邉　正　俊

68 期
2018(H30) 年

上　 田　　　 積
上　堀　倫　典
海老子川　雄介
川　島　和　也
小　林　大　祐
近　藤　耕　介
斎　藤　徳　尚
助　安　秀　章
高　橋　健　太
長谷川　周　弘
藤　野　友理子
堀　田　一　寿
松　田　基　樹
山　本　英　樹

69 期
2019(H31/ 令和 1) 年

伊　藤　久　美
太　田　二　郎
工　 藤　　　 森
久　保　竜　弥
菅　井　謙　敬
西　 脇　　　 務
本　 間　　　 寛
森　屋　政　人
龍　後　篤　志

村　本　暁　宣
山　賀　三　碩

64 期
2014(H26) 年

赤　坂　英　亮
石　川　正　貴
石　田　慶　嗣
稲　田　良　輔
犬　伏　和　夫
尾　形　智　勝
金　田　信　貴
小　関　聖　人
近　藤　博　之
櫻　 井　　　 学
佐 々 木 雄 二 郎
白　井　雅　人
蔦　井　一　義
中　井　章　仁
中　澤　史　匡
野　嶋　壮　郎
林　　　 高　 辞
平　田　大　樹
牧　原　史　典
湯　浅　秀　昭

65 期
2015(H27) 年

秋　 山　　　 謙
大　西　康　弘
澤　田　真由美
嶋　岡　寛　之
鈴　木　英　和
皆　川　岳　大
山　崎　真　嗣
山　 田　　　 篤

66 期
2016(H28) 年

今　津　寛　介
入　場　健太郎
海　 野　　　 悠
落　合　正　行
喜久野　夕　介
木　村　光　宏
富　居　慶　幸
西野目　智　弘
布　子　克　敏
早　川　智　浩
平　沢　武　志
山　田　大　生

卒業会員



111

昭和 36 年沒
植　平　修　邦

昭和 38 年沒
山　崎　清　隆

昭和 47 年沒
多　田　一　彦

昭和 48 年沒
小谷松　芳　雄

昭和 51 年沒
川　島　魁太郎

昭和 52 年沒
川　島　淳久郎
小　 泉　　　 渉

昭和 54 年沒
早　川　和　男

昭和 55 年沒
桜　井　良　一

昭和 57 年沒
平　沼　芳　信

昭和 58 年沒
花　輪　政　男
森　永　和　正

昭和 59 年沒
阿 部　 一 郎
鏡 　 等
赤 川 　 武

昭和 60 年沒
小河原　辰　也
山　崎　賢　二

昭和 61 年沒
堀　井　昭　夫

平成元年沒
山　 川　　　 覚
桑　 原　　　 功

平成 2 年沒
松　岡　一　隆
里　見　俊太郎
大　 西　　　 功

平成 3 年沒
竹　内　辰　久
工　藤　邦　彦

平成 4 年沒
嶋　津　博　忠
長　沢　節　雄

平成 5 年沒
高　橋　秀　治
吉　田　一　雄
柴　田　孝　市

平成 6 年沒
市　川　雅　英
中　原　照　夫

平成 7 年沒
石　川　治　見
水　 上　　　 章

平成 8 年沒
高　　　 松　 王
山　田　克　一
安　田　義　朝

平成 9 年沒
青　山　正　孝
藤　 田　　　 豊
上　原　聱　一
加　藤　裕　一

平成 10 年沒
高　尾　精　一

平成 11 年沒
浅　野　昭　雄
山　 田　　　 實
田　 中　　　 栄

平成 12 年沒
長谷川　弥太郎
前　川　諄　一
石　原　稔　久
金　田　英　俊
中　 村　　　 裕
若　槻　栄　次

平成 13 年沒
高　橋　昌　平
山　崎　与　吉
金　森　耕　造

平成 22 年沒
北　 嶋　　　 隆
安　藤　公　一
村　 本　　　 正
上　 森　　　 惇
岡　本　哲　雄

平成 23 年沒
進　藤　和　行

平成 24 年沒
藤　井　諄　一
高　島　和　一
壁　地　義　長

平成 25 年沒
伊　藤　春　夫
五十嵐　広　三
小　檜　山　亨
佐　藤　清　司
高　橋　英　治
二　見　英　一

平成 26 年沒
梶　 原　　　 薫
山　崎　志　良
米　田　公　彦
工　藤　一　夫
中　村　良　一

平成 27 年沒
尾　田　一　夫
前　田　一　義
麻　 生　　　 繁
石　﨑　忠　夫

平成 29 年沒
山　 岡　　　 剛
加　藤　昌　樹
中　里　隆　吉
大　 垣　　　 巌
古久保　脩　一

平成 30 年沒
内　藤　義　弘
西　 田　　　 博
東　郷　正　晴

平成 31/ 令和元年沒
熊　谷　紳　介
中　村　克　則

山　崎　雄　二

平成 14 年沒
吉　田　壽　美
廣　野　忠　雄
仲　山　隆　志
金　 内　　　 勲
棚　橋　正　孝
岩　 田　　　 実

平成 15 年沒
岡　田　重　夫
森　山　元　一
今　井　重　登

平成 16 年沒
山　本　達　男
大　橋　徹　夫
佐　藤　皖　一
岩　田　豊　實
川　森　敏　行
清　水　一　史

平成 17 年沒
五十嵐　一　大
長谷川　和　夫
堂　徳　城　郎

平成 18 年沒
揚　原　静　男
小　 林　　　 全
森　　　 康　 通
坪　沼　英　雄
村　本　龍　一

平成 19 年沒
生　駒　二　朗
荒　 井　　　 宏
上　西　武　民
長谷部　進　也

平成 20 年沒
内　藤　義　信
山　　　 清　 実

平成 21 年沒
藤　田　祥　三
庫　山　智　志
植　平　卓　夫
辻 　 修
松　倉　智　幸
岩　間　繁　夫
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第７０代理事長

一般社団法人旭川青年会議所 ２０２０年度

新谷 逸生

創立６０・６５・７０周年記念誌「感 謝」

　一般社団法人旭川青年会議所創立７０周年記念誌の発行にあたり、

原稿依頼や対談企画、情報提供等、多大なご協力をいただきました関

係各位に心より感謝申し上げます。

　青年会議所の大きな特色である単年度制は、組織も事業も常に新陳

代謝が繰り返され、所属会員に多くの機会を提供できる素晴らしい仕

組みである反面、猪突猛進、前進あるのみの側面も強く、組織の歴史

や軌跡、本質といったものに触れる機会が少ないのも事実です。

　不連続の連続と称される青年会議所において、７０年という歴史と

向き合うことは大変意義深く、この度の記念誌の発行は、その作成過

程において、まさに組織の歴史や軌跡というものを振り返り、知り、

感じ、想いを馳せることができ、永年にわたり先輩諸氏が紡いでこら

れた歴史と伝統があるからこそ今があるということを再認識させてい

ただく貴重な機会となりました。

　現在は過去の積み重ねであり、現在の積み重ねの先に未来があります。

　これまで輝かしい歴史と伝統を紡いでこられた先輩諸氏、記念誌作成の

実務にご尽力いただいた多くの皆様、７０年の軌跡のなかでご縁をいただ

いた全ての皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

あとがき
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